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技術科の施設・設備をめぐる諸問題

産 教 連 研 究 部

1。 大幅に予算をふやし,最低基準も拡充せよ

昭和37年 に発表された「 中学校技術・家庭科最

低設備基準」にプラスアルフアされた “設備充実

参考例"が行政的に “設備台帳"の形をとって,

全国の中学校に基準性を発揮していることは, ご

存知のとお りである。いまだにこの最低基準の充

足率が50%以下の段階では,こ のような行政指導

なしには,設備の充実が困難をきわめるのが,各

地方自治体の状況である。

38年 3月現在の充足率が,改訂参考例に対して

38%と されているが (実教出版,技術・家庭教育資料

5月 号より計算), この結果は一朝一夕 の努力によ

ったものではない。少くとも戦後15年 間の蓄積の

上に立っているのである (大正時代の工作台すらま

だ使っている例もある)。 全国 1万 2千の中学校に,

最低基準の設備を現価で見積れば 200億円を越え

るであろう。仮に 39年度の充足率を 45%と して

も,あ と110億円の資金が必要である。 5カ 年計

画 といわれる「第 2次整備計画」による国庫補助

は,昭和40年度も2億 3千万円しか計上されてい

|な い (本年度2億 2千 700万円)。 半額負担 であり

“呼び水|ではあっても, この分でゆくと,最低

基準を満足させるのに,あ と10年 間はかかるであ

ろ う。実際には富裕自治体が独自に予算化して,
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一校当り200～300万 円を 5カ 年計画で遂行しよう

としている所もあるが,現に赤字県との較差は増

大する一方であり,それらの貧困自治体における

充足率は 30%に満たないものが 11県に及んでい

る。充足度の遅い県は10年経っても……と考えざ

るを得ない。この問題は単に国庫補助の一律大幅

増額で済まされることではないし,叉それを期待

するのは無理かも知れない。税制の改革か, とり

あえず地方交付金の拡大か,地方債起債額の拡大

か問題は深い。しかしこのままでは教育の機会均

等の原則にも反する状況が生じよう。一応の打開

策としては,年間予算を 5～10億 にし,不均衡是

正の方策を講ずる必要があろう。技術科の設備備

品の中で機械などの消却年限をどの程度にするの

かも問題であるが,10年経っても初年 度 同様 の

充足率しか結果していなかった, とい うことにも

なりかねない。貧すれば鈍すである。できれば一

挙に設備を充足させ,各品目の消耗度を減ずるこ

とが,大きな目で見れば,は るかに経済的なので

ある。それには現在の「 参考例」そのものが非現

実的である。 “行政的" “大蔵省接渉用的"意義

はあっても “教育的"意義こそが 重要 である。

“行政的意義"と いっても,それは最低のもので

あり, 逆に教育条件を疎外するはたらきも大き

■



い。 5学級以下の学校に金工旋盤が不必要なこと

はないし,折 り台や刀刃が 5～ 8丁,ゲーム類が

1～ 2こ ,大規模学校でも旋盤 2台 ということで

は,け っきょく “併行回転学習"と か “長時間単

純作業" とか “時間待ち" とかのしわよせで,

「 系統的技術学習」も「 近代技術学習」も “考え

させる"こ ともなくなってしまう。 “見せるマイ

クロメータ"でなく “一斉にいじれるマイクロメ

ータ"でなければ,教育にはならないのである。

地方自治の精神がますます破壊されて行く現在,

国庫負担の大幅増額を直接,国家に要求すること

は間違 いであろう。 しかし, 教育条件を是正し

(た とえば,学級定員減,一般教材費増額),地方の財

政負担を軽減する措置の中で,ま ずこの最低基準

を早急に充実させる以夕ヽにはないであろう。各教

育委員会は,教師にこのような′心配をさせないよ

う,自 ら努力する義務があるはずである。教育条

件の整備より先に,教育内容の統制に努力する教

育行政はまさに本末顛倒である。教育予算編成に

当る教育委員会に,技術・家庭科の施設・設備の

貧困さを,改めて認識してもらわなければらない。

2.安全・衛生の基準を作成することが先で

ある

「 設備参考例」が基準性を有していることは,

国庫補助による購入品目が,「参考例」に限られ

ていることからもわかるが,その基準性は少くと

も品目,数量の他,昭和36年 6月 の「工作用品基

:準」 に示された範囲でしかない。 しかし, この

「工作用品基準」もきわめて大ザッパなもので,

「 労働安全・衛生規則」などと較べものにならな

い。「 運営の手引」も基準性の点からは, きわめ

てアイマイなものである。学校は事業所と異 り,

経済的利潤を追求する意志が存在しないから,特

に厳しい安全基準を設けなくても,「教育的,道

徳的」に解決されるということであろうか。たし

かに機械の運転時間は 事業所 によりはるかに少

い。しかし運転中の危険度は同様であるし, さら

に定員過剰,初経験者対象とい うことの中では,

危険度がひじょうに高いといわねばならない。た

だ時間的に災害の起きる頻度が相殺されるだけで

ある。工作用品の基準では若千の安全基準に触れ

ているが, “教育用丸のこ盤基準"な どと,単に

“教育用"と い うことばを付したところで中身は

事業所用のものと変 りない。丸のこの径が 30Klミ

リまで使用可能の構造であることを指定している

など (運営の手引では400ミ リまでであった),そのよ

い例である。本来なら250ミ リ以下とすべきであ

る (労働安全衛生規則46条参照)。 電動機の出力や回

転数,ア ース,パ イロットランプ,主要構造材の

材質などについても指定しているが,材質や強度

は「 充分安全を保てる強さ」などと抽象的であっ

て,だれがそれを判定するのか。カバーをはずし

て見学した り,学習のための運動が同一部品に加

えられる回数が,事業所にある場合により非常に

多い場合,その部分 (た とえば,カ バーのとめネジ,

自動かんな盤のクラッチ)は磨耗,損傷しやすいの

である。特に鋳鉄部はそうである。これはネジの

材質を構造鋼第四種にしたところで相対的には無

意味となる。「 教育用」とするからには,産業用

と異った視点がなければならない。

安仝性の観点から「 参考例」の品目を見れば,

さらに問題がある (こ の′点は原正敏編 “技術科の災害

と安全管理"明治図書刊に詳細があるのでぜひ参照さ

れたい)。 特に本工機械については熟慮 しなければ

ならない。丸のこは教師用には便利であるが,治

具を備えることを基準にしたとしても,生徒使用

には賛成できない。手押しかんなは自動かんなの

,台具利用を考えれば,不必要となるし,ま た要 ,

不要より先に,生徒の能力や,その置かれている

条件,技術教育上の意義を考え,まずほとんど完

全に近い安全性を基準に設備を選定しなければな

,
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らない。この安全 'l・■は,機械の性能や用法上のも

のにとどまらない。生徒一人当りの作業空間が,

一体100m2の 中で, どれほどとれるで あ ろ う。

「 義務教育諸学校施設費国庫負担法」 に基 づ く

「 公立文教施設整備計画」の中に,準備室がない

のは,特別教室そのものの絶対的不足の現在,い

たし方ないが,それだけ特別教室の空間が減少し

ている (戸棚などで)の である。機械場,工作台や

戸棚等の面積と,人体の静止空間面積を100m2ょ

り差引いた残 りを50人で使用すると,一人当りの

自由空間面積は0。 4m2く
゛
らいしかない。このよう

な状態の中では,のみやのこの持ち運び方にいた

るまで,厳格な規則を与えざるを得ない (こ れは

現場教師の負担がいかに過大であるかを説明した もの

で,そこまで基準をつくれ, ということではない)。 さ

らに配電,起動関係の安全基準 (労安衛規74条等参

照),じ ん埃等に関する基準 (労基法43条等参照「工作

用品基準」には集じん装置もはいっていない),採光基

準 (労安衛規195条 ,採光基準については「学校照度基

準」でよいが)な ど事業所以上にしなければならな

いことは当然である。以上のような環境条件の整

備については,研究会などの話題であるほかは,

何の通達もない。先進校で教師がいかに工夫し,

完全な施設完備に成功していたとしても,それは

何の基準性も発揮しないのである。「 参考例」を

最低として完備するだけでも,あ と100億円の資

金が必要なことは前述したが,半永久的な施設に

ついての基準こそが,最優先に法制化されねばな

らないのである。問題は安全や衛生だけにとどま

らない。いかにして安全や衛生に関する条件を保

ち続けるか,管理のあり方も法制化しなければな

らない。

3.保安管理の問題

工具などの消耗分は「 参考例」基準に自動的に

編入されるわけであるが,いわゆる消耗品費など
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はどうするのか。文部省の鈴木先生のいわれてい

る中で (実教資料昨年 5月 号2ページ)は ,機械・工

具等の維持管理費,経常的な消耗品費,教具材料

費等が一括して並べられ,さ らにその補助措置 と

して地方交付税の中で財源措置がとられ,生徒一

人当り200円の割合になっている。しかし,それ

はひもつきではない。この財源が実際には教材教

具費として用いられ,特に管理費や消耗品費とな

っていないことは,読者校においても事実のこと

と思 う。年間 5万円ほどの技術科向け消耗品費を

独自に予算化している団体は,ま だひじょうに少

いcいわんや保安管理状況を定期的に検査する措

置など皆無であろう。また文部省としても, この,

点を消耗品費と一括してしまうほどの無雑作ぶ り

である (日 常点検については,運営の手引にややくわ

しい)。 購入された機械がいかに安全性を持ち,完

備されていたにせよ,使用すれば必ずネジはゆる

み,油はきれ,可動部は磨耗してゆくのである。

前項の安全性の問題 と重複するが,危険や作業不i

能に陥る実例を二,三あげてみたい。

〔例 1〕 一台の作業台 (75cm× 180cm)に ボー

ル盤 2台 ,両頭型研削盤 (なぜグラインダではいけ

ないのか)1台をとりつけざるを得ない (安全衛生

規則92条では機械間の距離は80cm以上と規定)

〔例 2〕 かんなの胴のみぞ中にあるおさえボル′

卜のしめつけ方の不均等から振動を生じ,ボル ト

がゆるんで自動かんなのかんなの刃が回転中に飛i

び出した。幸にも板おさえに衝突した。

〔例 3〕 機械への二次配線のゴムコー ドが,長

くタルンでいたが,伝導ベル トにカバー裏側から,

巻きこまれ,被覆が破損し,シ ョー ト。

〔例 4〕 コンデンサ起動,遠心カスイッチつき

のグラインダで,ス イッチ内に鉄粉が付着し,ス イ

ッチが作動せず,一次スイッチを閉じると,シ ョー

ト。ヒューズが飛び,作業中の機械がとまった。原

因がつかめなかったが,分解し,メ ガで診断した。



そのほか,教師の無経験,無知から生ずる失敗

や事故 の例は,数えきれないほどであろう。これ

らのすべてが教師の責任であろうか。帯のこの張

り具合はどの程度がよいのか, グラインダでと石

の横に刃を当てる教師もいる。ス トーブのそばで

ラッカ塗装していても何もいわない 教師 といえ

ば, これはすく
゛
注意によって危険を予防できるの

であるが,何年間も調整もせず,検査もせずに機

械 を運転していくとしたら, これほど恐ろしいこ

とはない。 安全や 衛生が単に教師の「 ことば」

や,表面的な日常点検によって守れるものではな

い。特に密閉部の多い自動かんななどは, とうて

いしろうとの教師の検査でできるものではない。

「 指導の手びき」 3訂版にある検査などは「 重箱

の隅」のことである。「 安全テス ト」(鈴木寿雄編)

が知能テス トといわれる状況である (前掲 :技術

科の災害と安全管理 p.145,労働科学研究所主任研究

員 :狩野広之氏)。現場教師はもとより,生徒たちは

常に死の危険の前に立たされているといっても過

言ではない。このような状態を “知らぬが仏"で

すむのならよいが,研究や実践が進むほど恐ろし

くなってくるのである。といって具体的な手段や

措置を構ずる余裕もなければ,技能もない。少く

とも配電関係,本工機械作業条件については年間

一度の定期的検査をし,その結果の処理を専門業

者に命ずることがなければならない。このままの

状態で,さ らに全国的に技術教育の振興が叫ばれ

ていくことは,空恐ろしいことである。大きな災

害の生じないうちに早急に対策を構じられんこと

を望んで止まない。

4。 「 設備基準」にとらわれない教育実践を

「 参考例」が最低であって,その品日,数量を

適宜増減し,ム リムラムダのないよう,計画的に

購入されたい, とは文部省も言っている。今まで

の先進的実践校では,設備備品費だけでも250～

300万円は使っている。 たとえ 1千万円使ったに

せよ,教育実践がすぐれているかどうかは別問題

であるが, “もの"の ない 技術教育は成立しな

い。しかし, 全 く「 参考夕J」 とは 別の考え方で

“指導要領"を こなそうとすることもできるわけ

である (池 田種生編 “技術科の創意的実践"大 日本図

書刊横沢氏の実践参照)。 工具類などは特に変化する

こともないであろうが,熱処理のない金属学習が

成立しないとい うことに賛成するならば,熱電対

式高温度計,ブ ロアー,っかみばし, 2ポ ン ドハ

ンマーはどうしても必要となる。木工機械は手押

し不要,角のみ機はダボ購入によるボール盤作業

で不要 (ダボとはぞの工学的意義は同様)。  しかし,

本工旋盤は,切削理論上必要等々,技術教育の推

進のし方,技術教育に対する考え方で,当然,備

品も異ってくるのである。 “参考例"に あ るか

ら必ず必要だとい うことにはならないし,又そこ

まで “参考例"が規制力を持つものでは あるま

い。またすでに購入済みのもので,現在の教育理

論に不適 と思われるものでも,扱いようで, どの

ようにも教材化できるのが, “もの"の有難さで

ある。角のみにアリのようにむらがって, こしか

けを製作しなくてもすむであろう。設備備品が固

定 fヒ する傾向を持つことは, “もの"自体の性質

上仕方がないが,何を “固定化"すべきなのか,

現在の研究や実践は流動的である。固定化してよ

いものの一例として,旋盤, ボール盤,各種計器

がある (5学級以下では旋盤が不要などとは論外であ

る。単相で充分間に合うものがいくらでもある)。 この

ようなものiま 加工学習の中核として,購入に迷 う

ことはない。旋盤などは最低 5台 は必要である。

それにしても「 参考例」の旋盤は,38年 で17万円

の基準が示されている。 いわゆる「 本物の教育

用」旋盤で, この程度のものが, いかに悪い材

料, 仕上 りのものであるかはご存知のことと思、

う。では20万円以上のものを購入すべきであろう



フライス盤として :フ トコロ深さ75mm,

最大加工物高さ125mln

か。学校における旋盤仕事が小物でよい ことも固

定 されてよい とすれば,小さな卓上旋盤で充分で

ある。やや宣伝 じみて恐縮だが上図のようなもの

は 5万円以下で,充分な性能を有 している。 さら

に切削学習の発展 として欠かせ られない フライス

カロエ も学習で きる (フ ライス盤としては 7万円ぐらい

必要)*。

このようなものを20万円の旋盤1台に対し5台購

入しておけば,教育の実質的内容は飛躍的に増大

する。当然教材にも変化が生ずる。 (“技術教育"

'65o2月 号木村政夫氏の実践参照)。 もちろん施設・

設備は,技術教育のありかたについての見通しの

6

鶴

マイエール社製小型万能工作機械 (単相90W)旋盤として :心

間距離 170mm,セ ンター高さ36mm

上に立って,具体化されてゆ

くことが原則である。現在の

ように,教育方法論そのもの

が流動的な研究段階にあり,

施設・設備も具体化しつつあ

る中では,教材観が先か,施

設が先かとい う問題提起のし

かたは無意味であろう。 “も

の"の 中からこそ “考え"が

発展するし, “教育研究"の '

中からよい実践を学び,施設・設備の上に反映し

てゆくことができる。無思想に「 参考例」をとり

入れるのでなく,すでに種々の施設・設備のある

経験校の研究から学び, 自分 (個人ということでは

ない)の頭で考えて,将来無用の長物・短物にな

りかねないものを避ける賢明さを持ちたいもので

ある。電気学習に一例をとってみよう。

三球ラジオの回路別セットが一時売 り込まれた

ことがあるが,今はハンダレスのユニットが出廻

っているし,ま た三球ラジオそのものが批判され

つつある。電気学習で何をどのように身につけさ

せることができるのか,そ うした研究なしに,ラ ジ

オセットを20～30台 購入してしまったからといっ

て,三球ラジオを組立てる必要はないのである。

ただ回路計は 3人 に 1台は欲しいし,電流計は 1

A, 2A, 5A,10Aと 測定値を変えることので

きるものを最低10台 は欲しいわけである。計器や

実験器械の質や量も高めることが大切なのであっ

て,プ ロジェク トをダイオー ド利用や, トランジ

スター利用にして行 くこととは,無縁なのである。

その他例を挙げれば際限がないほど教材研究も進

ん でいる。必要なことは “思いつき"や “部分

的"な深めかたでなく,も う一度われわれ自身の

実践を反省し,技術教育の全体構想の見通しを立

てるべ く研究し,討論し,その結果を分かち合 う

ことである。自ら技術教育のありかたについて考



え,その考えの上に立って実践を進めるのでなけ

れば,反省することもできないし, “創造的"な

実践に何が必要なのかもでてこず,徒 らに「 参考

例」を追い,水増していくことになるであろう。

以上,技術科の施設・設備をめく
゛
る問題点に概

観を与えたが,充分に資料を検討するひまがなか

ったので,本稿そのものにも若干の問題点が残る

ことであろう。しかし,安全や衛生基準の法制化

は緊急を要することであるし,教師そのものに対

する研修や,災害補償制度の認識を確実なものに

することが 望まれる (公 務災害補償については前掲

書 “技術科の災害と安全管理"205ページ以下参照)。

特に安全及び保安管理基準については今後,作業

別,機械別に詳細に検討してゆかねばならない。

どんな小さな事故でも丹念に記録し,ま た事故が

起 きないように現場の教師が,どのように工夫し,

苦労しているのか,お互いに出し合い,何をどの

ように制度化していくべきかを話し合い,運動を

進めていこうではないか。 日々の努力が,波打ち

際の砂山のように,「時間」に崩されていってし

まう現状では,技術科の教師が「 あと10年 たった

らどうなるのか,恐ろしい」といって,すでに逃

げ腰である事実は,今後も絶えない で あ ろ う。

「 科学技術振興」の掛声がいかに表面的なもので

あるのか,歎いている段階ではないのである。

(文責・佐藤)

*フ ライス盤として, 生徒に作業させることを主張

できる段階ではない。示範教材としては有効であろう

なお本工作機械は,ボ ール盤などにもなる。詳細は

東京都中央区新富町3の 2「寿貿易株式会社」に問い

合わせられたい。

「

――― 教研レポー トよリ

安全教育からみた施設・ 設備の問題

この数年来,技術科教育における安全管理の問題

が,教育界,教育現場でさかんに論じられるように

なり,一般の関,い もかなりたかまってきている。日

本学校安全会の統計や本誌掲載の関連論文をまつま

でもなく,人間尊重の精神の育成をそのひとつの大

きな任務としている学校において,みずからそれに

反する生命軽視が存在することは,考えてみればゆ

ゆしき問題である。技術科教育が「技術教育」であ

る以上,その授業に道具や機械はつきものである。

本来ならば, もっと早く, この点に気づき,安全教

育の運動を全国的な規模において盛 りあげるべきで

あった。それはともかくとして,おそまきながら,

教研において, この問題が大いに論じられ,全国教

師の共通の問題となってきていることは, よろこん

でいいことだといえよう。

もちろん,こ の問題をどのように考え, どうその

解決をはかるかということについては,必ずしもす

べて一致しているわけではない。そこで今次教研レ

ポートの中から, この問題にふれている個所を抜き

だしてひとつだけ紹介しておこう。

(2)安全教育からみた問題点

各校の現有施設 0設備は技術教室の建築をはじめ

として,予算にしばられ,完備されていない。とく

に,大型の機械購入が初期に行なわれた関係で,電

気関係や金属加工関係の工具は,欲しくても購入さ

れていない実情である。設備の乏しさは,作業にお

いて生徒の待時間の空費と指導の不徹底 を ともな

い,学習の興味も生じなくなるばかりか,工具のう

ばいあいや使用時間のあせりから事故の原因ともな

り危険である。

とくに,木工機械でも丸のこ盤の使用は,も っと

も危険度が高く,満18才 未満は労基法の違反でもあ

るので,教師が使用するのみで生徒の使用は禁じな

ければならないのではないか。

(3)施設・設備からみた困難J点

①教室面積は20坪 くらいが多く, 1人平均が0,67

坪,少なくとも1人 1坪が必要。②特別に技術教室

として設計されたものが50%,木工・金工室をもって

いる学校は60%で ,その他は教室を利用している。ヽ

③全般に暗い部屋が多く,充分の採光がされている

もの60%。 ④危険表示, 安全ラインを施してあ る

もの70%,技術科として救急箱を用意してあるもの

20%,危険物の保管場所のあるもの40%。 ⑤指導時

間数が多いため整備,管理が充分できない。

以上のように全般的に不充分で安全教育の万全を

期すにはほど遠い感がある。

(岡 山県教研レポート p3～ 4)



技術科の施設 0設備と今後の実践的問題

一 本 校 の 実 践 か ら一

備品充実のための特別予算を計上してもらうとい う町

当局の了解を得て,使用頻度の大きいものから逐次購入

し,指導要領改訂の昭和37年度には,県で考えている設

備案にこぎつけられるように計画し,年次を追うに従っ

て,計画案に近い備品を購入する方向に進んできた。

内容充実が進むにつれて,実習室が一つでは教育効果

はもちろん,安全の面からもあやぶまれる状態となって

きた。そこで実習室の増設に努力し,交渉して理解を得

て,昭和40年度より2学級減になるので,近接している

普通教室を技術科実習室にすることの確約をえた。

3.施設・設備の現況と備品購入計画

(1)施  設

功池赤

1. は じ め に

産業教育が高唱され,その必要性は十分痛感されなが

らも,昭和30年当初は未だその機が熟さず,技術科関係

の施設・設備はきわめて貧弱そのものであった。特別教

室はいうに及ばず, わずかに数丁ののこぎり, かんな

と,早 くから使われていた食器類があるだけで,本校教

育上の一大陥没地帯であった。しかし,昭和32年度,地

域の力強い協力と理解を得て,産振法による文部省の指

定校となり,全職員32名の盛 り上る力を結集して,産業

教育の推進に努めた結果,よ うやく県下先進校と同列に

名をつらね 800余名の生徒にたいする,生き生きした技

術科の授業が日の目をみるようになった。

2.施設 0設備の充実計画

本校における施設・設備の充実計画として,ま ず施設

面で特別教室を早急に完成し,近代技術の尖端である機

械の操作と,生徒に取 りつきやすい木工の基礎技術を修

得させるという観点から,木工機械の設備を行ない,同

時に工作の設計指導に不可欠の製図用具の充実を図り,

その他の金工,電気,被服・調理などについては備品充

実 5か年計画をたて (昭和32年～36年), この5か年は

服   室

(更 衣 室 付 き)

年

一
３．

度 購   入

年
|

調理用具,栽培用具

の
比

と準
分

基県
百

9.0%

自動かんな盤,万能丸のこ盤,中型角のみ盤,木工具三相モーター2P,

しかんな盤,生徒用工作台,教師用工作台,中古自転車,製図板,定規 ,

調理用具,栽培用具,製図器, 自転車修理工具,な ど

腰掛兼用切台,木工用具,糸鋸機,屋 内配線 ,

調理用具,金工工具

栽培用具 ,

木工用具,板金工具,ス クーター
,

ロパンガス施設.製図用机・腰掛,

l IP,手 押

簿記黒板 ,

自転車分解工具,電工具,調理台,調 理用具, プ

ミシ ン

49.6%

53.8%

65.9フ多

年
|



年

年

金工工具, スクーター, バイクエンジン,エ ンジン分解工具 ,

具,栽培・ 木工・ 調理補充,被 服標本

金工定盤 卓上ボール盤, タップ,ダ イス
.

コンパス, ノギス,特殊ヤスリ,金工具

石油発動機, 電気工

内外金敷,片手ハンマー,けがき

68.0%

74.1%

コンテックス計算器, スターラジオ,す きまピッチゲージ, ロィャルゲージ,回路計 ,

自転車修理工具,旋盤,両頭研削盤,ス パナ,製図器具,製図板,T定規・ 木工・ 金

工・ 電気工具補充,電気洗濯機,洗桶など

80.6%

ドリルチ ャッ , ローレットホルダー.セ ンタードリル,機械工具補充 63.0%

ラジオ部品組立補充,電気理論の基礎実験セット, といし(荒,中 ,上 )

<備考> 昭和38年度の63.0%は 産振台帳整備に当って新基準によって算出した。

4.研究テーマと施設・設備              つぎにより多く,無駄なく特別教室 (実習室,工作室)

本校は産業教育のテーマとして,「生産と結びついた  を使 うために時間割の編成を考慮し,つぎのような特別

クラブ活動」をとり上げ,産業教育が普通教育であると  教室時間表を作成した。

ぃう立場より,生徒ひとりひとりが自主的に近代産業の

基礎的技術を修得し,みずから生産の喜びを感じとり,

合目的に自己の進路を開拓して行く,自 立的態度を養 う

ための広い場と, ふんい気を作り出すことに主眼をお

き, 別表のようなクラブを設定し, 生徒 ひとりひとり

に,そのところを得させるよう努めてきた。

第 1表 特別教室時間表  (S・ 39.4)

<生産クラブの現況>

ク ラ ブ 名 1活  動 場 所
1協

力委員会関係

農 芸 クラブ 花 壇,温 室 改良普及事務所

飼 育  クラブ △
ロ

改良普及事務所

木 エ  クラブ 室 職 業 訓 練 所

手 芸 クラブ 室 1職 業 訓 練 所 編成 した。

。1年 と3年生の 1学級は男女とも単学級を 1

つ作った。

0時間割配置の関係上, 3年生を重点的に使用

できるよう作成 した。ついで 2年 , 1年生の

順に考慮 した。

O進度 によっては, 時間割の使用表 にはない

が,話 し合いで使用できるようにしてある。

O特殊学級は 特別の 時間割を編成 してあるた

め,特別教室の使用は他学級の使用 しない時

間に適宜使用できるように編成 している。

5.備 品 管 理

100丁 のさびた道具は 1丁の切れる道具にしかず。

せっか くの備品も,利用されなければ宝の持ち腐れで

ある。つねに利用できる最良の状態に整備しておくこと

が,技術教科の教育効果を最大にあげることは言 うまで

もない。そのために,つねに担当教師は,備品を最良の

料 理 クラブ

ラジオ  クラブ

機 械 クラブ 校 庭,教 室

写 真 クラブ 暗 室,教 室 真 館

生 物 クラブ

売 店,教  室

珠 算 クラブ 商 業 実 習 室 ,

銀 行  クラブ

新 聞 クラブ

年

|  ●

教

<備考> 施設は町費,

顧問,人数 ,

ない。

増穂 クッキ ング
ス クール

柳 屋 デ パ

農

運営費は生徒会

運営費,設備,備 品など記載 し

科

繁墳ラジオ店

車
店

動
計

自
時

木
込

大
中

― ト

協

写
山
木

秋
大

科

<備考 >。 各学年 2ク ラスを男女別にして 1学級として

応用化学 クラブ

購 売 クラブ

38    4「

39    4「

の1～22の 1-213の選 |   13の 4

の2-313の 選 Юの2-38の

3の選 13の選

鶏

被

調 理 室

工  作  室

理 室

農 協

教 室 農 協

教 室



状態に整備しておくよう人知れず苦労するのである。

本校では,利用, 安全, 保全の三要素を職員の合言

葉,生徒の合言葉として,つぎのような方法を実施して

いる。

① 機械の管理

機械は木取リーー切断―→基準面削リーー厚 さ肖」り

―一穴あけの作業が能率的に行なわれるように考えて配

置されている。

安全を期するために,機械室と作業を区切り,機械室

の八日には,第 2表のような機械使用上の一般的注意事

項を掲げ,機械使用前には必ず一読してから機械室に入

第 2表 機械使用上の注意

機 械 の 使 い 方
1.服装を整え,気持ちを静める

2.用 具をととのえ,ま わ りを整理する

3.各 部のゆるみ,刃 の出方を調べる

4.材 料をしらべる (砂,節,木 目など)

5..給油する

6. 「入れるぞ」といってまず青ボタンを押す
7.赤 ボタンを押 して始動する

8.静 かに荷をかける

9.足 を印の位置におく
10.赤線から中へ手を入れない

11.音 に注意 し異常があればす ぐ止める
12.青ボタンを押す
13.各部をもとの位置にもどしてそ うじする

第 3表 機械の使用法と整備

手押 しかんな使用法
1.定盤をきれいにし材料を調べる (節 木目方向)

2.材 料を前定盤に軽 くあて,後定盤におさえて静

かに進める

3.一 度にけずる厚さは 3mm以 下とする
4.角 材は定盤 定規面に密着させて進める
5.短 いもの。 うすいものは必ず補助具を使 う
6.け ず り始め,け ず り終 り,節 はゆっくり進める

手押 しかんな盤  10/′ l IP

用  途       整    備

り,なお各機械を操作する前には各機械の上に掲げてあ

る第 3表の使用要領,整備要領を読むことにし,身の安

全と機械の保全とに万全を期している。

機械の整備については,選択コースの生徒中より昇降

盤,自 動かんな盤,手押しかんな盤,角のみ盤の,それ

ぞれに専任の係を定めて随時整備に当らせるほか,刃の

研磨等の大修理は近くにある職業訓練所を利用して,教

科の主任教師がその修理に当っている。       ・

6.管 理 と 運 営

実践的活動を通して知識,技能,態度を身につけるこ

とをたてまえとする関係から,他教科にくらべ多くの施

設・設備をもっているので,その管理と運営は,他教科

担当教師にくらべて多くの時間と労力を必要とし,技術

的指導はいうまでもなく,管理の技術いかんが,いつに

かかって技術・家庭科の教育効果を左右し, この教科の

すべてを通して行なわれる技術教育の成否のキーポイン

トでもあろう。

このような観点から「特別教室の能率的,効果的管理

と運営」を重点として取 り上げ,工業室,調理室,被服

室の管理責任者を中心に,技術 0家庭科担 当教 師が,

「つねに倉1意工夫をこらし,つねに動いている特別教室」
にするように努力している。

(1)管理運営の方針

効果的管理運営の基本的な考え方として, 利 用, 安

全,保全を管理の三要素としてあげ,職員生徒ともに整

備と配置に研究的である。

(2)管理運営の実際

管理室,準備室を持たない本校の特別教室を,よ り広

く,よ り多く利用するために,ま ず工具,道具,機械の

配置を次の図のようにした(次ぺ ‐ジ)。

(3)工 具 の 管 理

工具の管理は特に紛失,破損防止という点から, この

教科担当教師の最大の悩みであり,つねにつきまとう大

きな研究課題であろう。

本校では工業室の作 りつけ戸棚の利用ということ, グ

ループ別に責任を持って管理させるということを考 慮

し:一つの試案としてオープン式とユニオン式とを併用

している。

オープン式は第 1図のように木工,金工,機械,電気

と,各分野別に戸棚を区分し,各工具に番号をふし,実

物大の形を板面に墨で記して,掛けるようにし,員数の

点検,破損の有無が一日でわかるようにした。戸棚の上

1.平 面にけずる

2: 直角にけずる

3.途 中をけずる

4.面 をとる

5.斜 にけずる

各部のネジの点検

回転部ヘ グ リス磨 さつ部
へ機械油

刃はプロックより1～ 2
mm出 す

定規を固定する

加工面不良の時

後端がえ ぐられる一定盤
を刃先 よ り低 く

前端がえ ぐられる一定盤
を刃先 よ り高 く

Iθ

(裏 ) 段には,利用度の比較的少ない電気工具,機械部品など
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塗装図解
木 工 機 械
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N

を入れるようにした。また,落下v_よ る危険防止という

面から高い所へは置かないようにしてある。

ユニオン式は,つぎの第 2図にあるような工具引き出

しを作り,こ まかい木工用具,機械分解工具,電気工具

などを班別に整理し,各工具は実物大の形を墨で記し,

つねに定位置に整理し, 不足品が 直ぐわかるようにし

た。

工具引き出しには,図のように前後に持ち手をつけて

運搬の便を図り,個 この引き出しは一つの鍵で一括して

施錠できるようにしてある。

つぎに,正規の授業以外に貸し出した工具が確実に返

納されず,その責任がはっきりしなかったので,第 4表「

のような工具貸出票を用意し,借用希望者はたとえきり

一丁たりとも,必ずこの票に記入して係から貸 り出し,

使用後は記入した貸し出し票と引きかえに,工具を返納

することにしてある。しかし,長い年月においては完全

に事の処理を進めることは不可能であり,声を大にし,

足を棒にして,その処理にあたることが多かったので,

昭和40年度は必要最少限度の工具を学校の予算の中から

各学年教室に完備することを要望し,実現が確約されて

財
爬

スイッチ

□



③ 班の編成

多くの生徒に不足がちの工具を,できるだけ平均に使

用させるため,50名 を 8班編成とし,先に述べた班別工

具以外の各種工具は番号により,班別の使用区分を明ら

かにし,整理および整備は各班長を,その責任者とし,

班ごとに責任を持たせている。

④ 係 りについて

係 りになることは, 自分に必然的に責任をもたせるこ

とであり,仕事への関′いと積極性とを深めるうえに,非

常に効果的である。 そこで係 りは班長, 工具係, 機械

係,材料係に分け,全員の協力態勢がつくられるよう指

導している。

第 4表 工 具 貸 出 票

工 具 貸 出 票

年 組 氏名

第 5表

者用使

用使
鍵

●

l JII一― Eコ

2班
―  □

3班―  □

4班 ―  □

―
 □

―
 □

一つの鍵で格糸内したところ

第 2図 班別木工用具引き出し

いるので,こ の点については問題が解消されるだろう。

(4)授 業 の 運 営

① 生徒の,い得

安全作業を進めるために,ま ず工業室の入日に第 5表

のような「工業室に入るまえに」を掲げて心構えを作ら

せ,続いて室の正面に第 6表のような「安全作業のため
′に」を掲げて,終始安全第一で作業を進めるよう配慮し

ている。

② 作業時の服装

作業の場合には, 必ず体操ぼうし, 本校制定の作業

衣,体操ズボン,体操ズック靴を着用することとし,各
班長は室の入日で服装検査をなし,その結果は各班毎に

用意された服装検査表に記入し,不備の生徒に注意をう

ながしている。

出貸

返

員
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表
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）
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安

全

作
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か
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。気持を落ちつけてから
。服装はよヽヽか
。指導者がそばにいるか

。合図 1ま わかっているか

。作業の内容,手順はわか っているか

。工具の使い方は正 しいか

0機械の構造,使 い方はわか っているか

。機械工具の準備はよいか

。作業中は話を しない

。係 りの指示に したが う
。正 しく整理整 とんする

|

」

五 分 の み

三 分 の み

三 分 の み

つ ぽ ざ り

三 つ め ざ り

四 つ め ざ り

木づち

げんのう

員数表

第 6表
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工  具  名 I NO. 数 量 1異 常 の 有 無



7.現 職 教 育

(1)現場教師の理解を深める 職業・家庭科から技術

・ 家庭科へと, この教科は発展してきたわけであるが,

いずれにしても,こ の教科のねらいをより十 分 に達 成

し,その教育効果を上げるためには,教育内容の充実が

なによりもたいせつであろう。ところで,技術教育のば

あい,教育内容の充実は,その教育諸条件の整備・充実

と密接に結びついている。その一つ施設は他教科に比し

て金食い教科としてつめたく敬遠される。この原因は技

術科を理解できない教師をはじめとして,その数は意外

に多い。その打開にはわたくしたちはまずこの教科を正

しく理解してもらうための努力をしなければならない。

そのひとつとして,つ ぎの内容で,全校職員の研究会を

開いた。紙面の関係上項目的にしか記載できない。

イ,職業科の前身 口,戦後の変化 ハ,職業 0家庭科

と技術・ 家庭科の目標のちがい 二,学年 (男 女)の総

括目標の比較 ホ,男女向き内容の比較 へ, この教科

の問題提示 И)性格と目標はどう変ったか け)教科

の編成はどう変ったか レヽ 学習の方法はどう変ったか

H コース制の問題

内容が整備されるにしたがって,技術科教師の質的向

上と,指導法について,校内の技術科主任を講師に,学

期一回,実技などの内容を主として研修会を開催し,他

教科教師の希望者をも含め,意識の高揚と知識,理解を

深めてきたが,かなりの効果をおさめることができた。

その方針は

1.「教育は教師の人にある」の観
`点
に立って学校の教育

計画と関連して計画し,実践をつみ重ねることによっ

て教育能率の向上を図るとともに,一般教養を高める。

2.相互研修においては,学習指導法の研究を,個人研

修においては,担任教科のより深き研究を進めること

に努める。

実技についてはスクーター,カ ブ,自 動車を学校,事

業所の協力を得て, 7台準備し,男女教師21名 参加,自

分の趣味に応じて車種を選び,放課後,時間の過ぎるの

も忘れて研修に励んだ。その後 2か月たらずして男子15

名,女子 2名の先生は普通自動車免許をとり,残る先生

方の意欲と関心を盛 り上げるに十分な効果を上げること

ができた。

電気関係については,三球式ラジオの理論と実習,屋

内配線の接続法,テ スターの原理と使い方,ア イロンの

分解組み立てなど。

木工では,機械の操作と実習で丸のこ盤, 自動 か ん

な,手押しかんな,角のみを使って本立てをつくった。

機械では,旋盤の使用法と切削,バ イトのとぎ方など

生産するよろこびの中に思考力,倉1造力が養なわれる。

ついては施設・設備が先決問題であることを多くの教師

に体験させることの機会を得たことは予算面で大いによ

い影響となった。

学校経営努力目標にも強く打ち出されるにいたった。

たとえば,学校経営努力目標として 1・ 科学技術教育

の振興 2.基礎学力の充実 3.情操教育の重視 4.

特殊教育の推進を上げた。

科学技術教育の振興を図る目標には,  °科学的思考力

をのばす指導の研究 。設計製作などの学習経験をとお

して技術生活との密接な関係を理解させるとともに表現

創造の治ヒカを養う 。生活に必要な基礎的技術を習得さ

せ,創造し生産するよろこびを味あわせるなどを上げて

目標と位置づけを明確にした。

予算面については,当初記載したように昭和32年に産

振法の第 1回を受け第 2回を昭和37年に受 け た。この

間,町予算からの 5か年計画も計上され,技術科関係の

先生をはじめ多くの理解と協力を得て,施設・設備を急

速にで充実することができた。この間個人研究,部会研

究テーマを設け,積み重ねの結果,公開研究はもちろん

のこと,県教育研究大会へも本校の研究成果を発表した。

8.今後の問題点

(1)機械工具をつねに最良の状態に整備しておくため

に,多 くの時間と労力及び技術を必要とするが,週当

り26時間の授業を受け持つ担当教師のみではすこぶる

困難である。まし′て他の施設を借用する場合は,生徒

の授業をぎせいにすることもある。

一学級50名 の生徒に作業を実施させる場合に,教師

は安全第一の面から機械を重点に指導することになる

ので,作業室で実習している生徒の指導が手うすにな

る。このようなことから考えて技術教育をより効果的

に進めて行くためには, ぜひ実習助手がほしい。

(2)工 的内容指導のためには,現場教師の現職研修が

必要であるが,その時間が生み出せない。

(3)施設・設備が増加するにつれて, これらの修繕に

要する費用も増加するが,修繕費の当初予算に年間必

要費用を計上しておくことが必要である。

に)現在一応の備品はあるが,大規模学校では一つの

特別教室と,50人分の備品だけは同一教材の重複した

場合,製図に図書室を使用し工作台で製図板を使用し

なければならない現状である。

(5)授業の時間編成を 2時間続きと, 1時間続きとに

】3



分けてあるが,実習の場合には,前後の準備,整理,

作業の進度等より, 3時間続きも必要となる場合があ

るが,教室及び備品が限定されている現状では実施で

きない。

{6)二次計画の中で産振法の適用を受け, 金工機 械

部面も整備され,授業もどうにかできるようになった

が,木工室単独でも狭い中へ金工,機械も割り込み設

備したことは形の上ではよいが,効率は低い授業とな

ろう。

(7)授業を通して願 うことは,安全教育である。

(山梨県南巨摩郡増穂町立増穂中学校)

資  料

昭和38年度公立学校技術・家庭科設備都道府県別充実状況

5学 級 以 下 6～ 17学 級

(千 円)

18学 級 以 上

基準総額

1,003,749
158,081
182,500
28,275
74,543
57,834
79,683

16,708
26,989
28,275
20,563
21,849
16,708
14,137

141,373
26,989
64,261
48,838
48,838
39,842
84,824

34,701
26,989
32,130
16,708
29,560
19,278
39,842

51,408
83,539
6,426

59,120
46,268
51,408
59,120

64,261
34,419
78,398
147,799
15,423
14,137
83,539

56,549
33,415
69,401
138,803

201,445
25,894
49,233
9,673
16,054
16,497
20,860

4,378
9,474
6,447
8,739

10,321
2,989
7,174

39,103
8,063

15,165
16,955
16,085
17,159
27,158

12,914
10,111
13,054
4,151
9,787
6,127

11,320

20,513
24,168
2,567

23,472
14,648
19,117
17,209

14,660
7,867

31,646
52,191
2,440
3,706

27,567

13,796
10,202
20,015
37,582

充実率

20.1
16.4
26.9
34.2
21.5
28.5
26.2

26.2
35.1
22.8
42.5
47.2
17.9
50.7

27.7
29.8
23.6
34.7
32.9
43.1
32.0

37.2
37.5
40.6
24.8
33.1
31.7
28.4

39.9
38.9
39。 9
39,7
31.7
37.2
29.1

24.4
32.0
40.4
35.3
15.8
26.2
33.0

2′ .4
30.5
28.8
27.1

1,006,804
405,406
477,896
394,667
402,722
362,449
563,810

507,429
303,384
408,191
550,386
496,690
365,134
241,633

708,790
126,186
163,773
115,447
212,100
332,916
405,406

432,254
375,873
324,694
134,241
136,925
169,143
467,157

131,556
244,318
123,501
314,123
367,819
453,733
381,243

241,633
91,284

413,461
249,687
273,851
155,719
303,384

410,776
365,134
190,622
502,059

255,600
89,460

171,904
180,681
141,340
158,171
213,392

207,731
162,243
202,607
266,215
234,291
185,642
135,789

319,384
51,269
65,611
59,413
92,648

219,978
200,176

267,368
212,651
163,861
78,606
67,149
76,355

218,344

66,829
83,555
58,212
127,521
203,438
234,609
163,303

110,465
40,742

218,435
81,192
116,249
79,707
113,830

175,389
144,595
77,507

233,063

%
24.5
22.1
35。 9
45.8
35.1
43.6
37.8

40.9
53.5
49.6
48.4
47.2
50.8
56.1

45.1
40.6
40.1
51.4
43.7
66.1
49.4

61 9
56.6
50.5
58.6
49.0
45.1
46.7

50.8
34.2
47.1
40.5
55.3
51.7
42.8

45。 7
45.0
52.8
32.5
42.4
51.2
37.5

42.7
39.6
40.7
46.4

508,624
132,423
99,317
177,567
114,365
114,365
219,702

210,673
177,567
147,471
237,759
237,759

1,026,277
370,182

192,615
141,452
105,336
87,279
57,183

225,721
147,471

303,971
448,432
144,461
84,269

207,663
565,807
385,230

63,202
78,250
66,211
60,192
156,500
189,605
141,452

78,250
129,413
135,432
54,173

574,886
111,356
180,577

189,605
108,346
150,481
183,586

193,956
43,537
47,298
92,743
54,362
63,945

114,117

114,842
105,954
85,869

131,056
136,447
629,220
235,203

112,393
75,979
64,811
52,808
35,752

167,937
83,384

197,023
275,667
83,095
46,673

106,219
307,384
220,617

34,511
41,307
34,988
33,617

105,584
125,574
79,119

41,492
78,826
88,315
25,171

259,855
66,717
91,217

99,943
54,079
77,968

104,824

38.1
32.9
47.6
52.2
47.5
55.9
51.9

54.5
59.7
58.2
55.1
57.4
61.2
63.5

58.4
53.7
61.5
61.0
62.5
74.4
56.5

64.8
61.5
57.5
55.4
51.1
54.6
57.3

54.6
52.8
52.8
54.9
67.5
66.2
55.9

53.0
66.0
65.2
46.4
45.2
59.9
50.5

52.7
39.9
51.8
57.1

1 5[■

9

1充

実累計額
|

基準総額
 1充

実累計額
1充

実率 基準総額
 1充

実累計額
1充

実率

%
道
森
手
城
田
形
島

城
木
馬
玉
葉
京
川

潟
山
川
井
梨
野
阜

岡
知
重
賀
都
阪
庫

良
山
取
根
山
島
口

島
川
媛
知
岡
賀
崎

本
分
崎
島

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児

北
青
岩
宮
秋
山
福

茨
栃
群
埼
千
東
神

新
富
石
福
山
長
岐

静
愛
三
滋
京
大
兵

奈
和
鳥
島
岡
広
山

徳
香
愛
高
福
佐
長

熊
大
宮
鹿

Zll岬 却 9

|

3,467,497 1  939,699 ,026,514 仏 51叫 価

都道府

県 名

%

計 5,321,399
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本校における施設・設備充実の

経過 と今後の問題点

廣田山

はじめに

本校は福島県の海岸地方中央部に位置し,生徒数の50

%近 くが農家であ り (専業農家は半分 くらいで大部分兼

業農家である)残 りの20%の職業は県の出先機関等,役

所の公務員であ り,残 りが商業と工業であるが,ほ とん

ど工業的分野は皆無の状態である。このことは 1万 2千

余人の人 口を持っているが,昨年まで旋盤学習で実物を

見せるために富岡町 をかけ 回ったが, 一台の遺物にあ

ったのみである, とい う事実からも察 しられると思 う。

この富岡町の発展は,今後隣町の大熊町原子力発電所

の開発 と常盤線の電化による交通網の短絡と常盤地区新

産都市の発展に期待がかけられている。

富岡町には第一,第二の 2つの中学校があり,本校は

15学級 650名 (特殊学級 1)で,第二中学校 も,ほぼ同

規模である。本校は双葉郡内16校 の中心地であ り,規模

も大きい方に入っている。生徒の進路状況は進学75%,

就職25%で ある。

本校は昭和37年 2月 1日 に学校火災により校合が全焼

した。このことが施設・ 設備の充実にどのように取 り組

まれたか,他校に類のない点である。

移行期末～完全実施への道

37年 2月 ,木造 2階建の特別教室,職 員室を含む12教

室が灰塵と化し,理科関係を始め総べての教材・教具が

皆無, ピアノが残 ったのがせめてもの幸せであった。こ

の 0点から施設 0設備の充実への出発がはじまる。

校舎関係工事は第一期工事普通教室 8, 第 二 期 工事

特別教室  (理科,技術)2の 10教室が 37年 3月 開始さ

れ, つづいて第二期工事 として職員室, 校長室, 保健

室,図書室,普通教室 1,そ の他が継続され,総工事費

軽鉄骨ブロック造 り約 4,200万 円で 38年4月 第一,二期

工事完了,第三期工事を含めすべてが 39年1月 完成をみ

る。

緊急火災復興費による備品購入計画

校舎建築と平行し,暖かい数多くのご援助による,多

大の火災見舞金により設備面 (教材,教具関係)の計画

が立案され実施される。特に列記すると,

1.生徒に直接必要なすぐに役立つ教具の購入を,計

画的に進めること,

2.使用頻度の高い順から購入すること,

3.高価なものはさけ,数多く生徒が利用できるもの

を選ぶことなど

いろいろと細部に渡って留意点がかかげられ各教科主

任を中心として購入計画書を提出し,学校内で査定さ

れ,緊急火災復興備品購入委員会で決定された。

購入時期と期間,金額は,第 1次 100万 円で37年 6月

末日まで発注,到着完了,第 2次 100万 円37年 12月末日

まで発注,デ1着完了,第 3次 100万 円38年 4月 末日まで

(校舎建築予算の関係で 1部打ち切られる)。

技術・家庭科の購入計画

1・ 中学校技術・家庭科設備充実参考例により6～ 17

学級の数量を目標にする。

2.第 1次計画を,製図,木工を重点に,第 2次を金

工,機械,第 3次を電気分野に主力を置く。

3.特に女子コースにおいては被服を中心にする (調

理関係は場所の選定が見通しがたたないため)。

4.動力,機械関係は産振法により購入計画を立てる

5.管理が不充分になる消耗的な面はさけPTA関係

の協力を願 う。

以上の計画実施に当って最も重視した点は各授業人員

最高55名を考え, 8班編成 6～ 7人を限度としてグルー

プ学習の′点から最低 8組を目標にする。
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使用頻度の高いものや,実習が固定化するもの (作業

要素が均一なもの,た とえば金工万力など)はできるだ

け 2人に 1台の割合を考えた。

予算の概要

1.大きくあげられるものは第 1次から～第 3次によ

る緊急火災復興費による工具関係の購入

2.37年度,産振法による備品購入は丸のこ,昇降盤

(750W)自 動かんな盤 (1,500W)角 ノミ兼用ボー

ル盤 (750W)各 1台, ミシン2台 合計30万円

3.39年度,産振法による備品購入は調理23万円,被

服 7万円,合計30万円 (産振法と平行して理振法も

2回 うける)

4.本校 における町予算は追加, 補正予算 を合わせ

て,昭和38年度 224万 6千円,そのうち技術・家庭

科に教材費として20万 3千円,特に手押しかんな盤 ,

糸のこ盤,両頭研削盤,ハ ンドプレナー各 1台

昭和39年 度は町予算約 290万円,そのうち39年度

産振法によるもの30万,教材費の中から旋盤を購入

17万 5千円

5,PTA関 係より技術教育振興費として年間37年度

より5万円ずつ主として消耗的な小型の工具,備品

購入にあてる。特にやすり,バ イト,ド リル,キ リ等々

6.施設面においては,38年に完成した男子向き技術

室43坪 , 1教室に,39年度調理室25坪,(鉄筋コン

クリート造), 142万 円,着工,40年 1月 完成

7.生徒たちの実習費 (教材費)男女各30円 , 2年男

子のみ50円 (各 月)父兄負担

8.安全教育と実習意欲増強のため,男子作業衣70着

購入,共同着用,生徒 1人当り200円 負担

39年度設備現有状況

充実できたことについては,関係当局はもちろんのこと

学校運営責任者の努力は大きなものがあった。その学校

の施設 0設備の充実や,教育環境の整備はその学校の運

営責任者の手腕にかかっているといっても過言でないと

思われる。

今後の問題点

一応の施設・設備がととのったといっても,基準数か

らみるとまだまだである。昭和40年度に 3度 目の産振法

による補助を申請したいと思っている。このことについ

'ては,町当局も納得済みであるので,実現すると思われ

る。また内容的な面と活用,整備保管の問題,特に本校

においては,技術室の管理室不足の問題,早急に増築に

よる解決策と,できることなら,技術室は設計製図とか

手工具による実習とか作業とかの場所とし,動力的なも

のや,機械分野は別棟,別の教室を望んでいる。43坪に

全学年,全内容を消化することは非常に困難である。

施設・設備の充実はいうまでもないが,その活用がこ

の教科を指導し,運営していくうえにもっとも重要なこ

とと思われる。

とかくすると,工具が錆ていたとか,使用禁止では,

設備充実の意義がないと思う。一方どんどん活用される

と安全教育が問題になる。

私の指導した 2年生の金属加工の場合,生徒数50名 ,

作業手順表,指導案により板金班と棒材班の回転,板金

を一枚はたがねによる切断,一枚は糸のこによる切断加

工,棒材はおもりの加工,やすりとドリル,ね じ切 り,

つまみの加工,旋盤作業と, 1時間に 4つの異った作業

行程がなされると,その要素指導,安全指導,技術の習

得,機械工具の安全操作等,教師は一秒でもゆだんの許

されない絶対的な面に立たされる。

その絶対的な場において,生徒の思考過程,特に論理

的思考の陶冶と,実践的能力の育成をはからなければな

らない使命がある。

私はこの教科で,なにが, どれが要素的なものか,不

必要な技術はないか,単なる訓練に終ることなく,技術

の可否をみきわめてみたい。

また,今年こそは,技術教育を中心にした中学校の総

合教育 (自 主編成)と 取 りくんでみたい。その中から正

しい技術教育のあり方, 日本の教育のあり方を考えてい

きたい。

(福島県双葉郡富岡町立富岡第一中学校)

分
1基

準 金 額 1現 有 金 額
1現

有 率

A栽
B設
C木
D金
E機
F電
G調
H被

培

計

材

属

械

気

理

月艮

(1) 24,800

59,000

603,600

704,180

175,160

150,160

589,080

378,740

(2)現有 7,290

39,400

283,675
‐
   332,150

63,010

46,810

276,700

245,600

29.9%

66.8%

46.8%

47.2%

36.0%

31.1%

47.1ラ多

64.9%

以上本校の施設 0設備の概要を列記したが, ここまで
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一 ― 実 践 的 研 究

電動機指導の反省にもとづいた

実践計画と構想

加  藤 友

I  は じ め に

昨年の本誌 7月 号に「教具を活用した誘動電動機の回

転原理の指導」を報告し,本校の電動機学習の考え方と

構想の概要いついてふれたので,前回紙数の都合でふれ

なかった点を中心に述べてみたいと思う。

正 電動機の指導をふり返って

③ 進相電流,遅相電流については,二現象増幅器とオ

シロスコープを使って,位相のずれを視覚にうったえて

指導することによって,生徒は意欲的に学習したように

思う。

④ 三相四極による巻線と回転磁界の指導は,図で説明

しても理解困難であるので,空缶に配線した回転磁界説

明器を使って指導したら理解されたと思う。

① 理科との関連については前回ふれたが, 3年理科の  ⑤ 電動機の特性曲線の読み方については,相当抵抗が

第一分野・電気の指導が 3年 2学期後半,12月 以降に計  あったが,簡易プロニープレーキを使い沢l定実習を取り

画されているため,電気の基礎的事項を理科に先行して  入れて指導したら,生徒は意欲的に学習したため,定着

指導しなければならない点の障害点を感じている。本校  度はよかった。

では,電動機の回転原理の指導をするのに磁力線を使っ  ⑥ 学習の能率をあげる面と,学習結果の整理がうまく

て指導する組と,磁力線は使わないで,磁極を中心として  できなかった反省にたって,電動機の学習ノート (本校

指導した組とを比較研究した結果,同 じ指導時間数なら  自作)を用いて実験, 実習の計画や学習事項を整理し

ば,磁極を中心として指導した組の方が理解されやすか  て,能率的に記録できるように適確な指示を与えるよう

ったように感じる。これは磁力線という抽象的なものの  に工夫して指導している。学校で学習した事項が時間の

思考には,下位生徒が抵抗を感じるためと考えられる。  関係で整理できない時には,家庭学習として整理完成さ

② 生徒が理解困難であった項目として,単相交流と回  せることで,次時の学習へのつながりを考えている。

転磁界がある。これは交流に対するコンデンサ の働 き

と,交流に対するチヨークコイルの働きが理解されてい   Ⅲ 単相誘導電動機の回転原理の指導について

なかったためで,交流に対するコンデンサやチヨークコ   1.指 導計画について

イルの働き説明器を使って指導した。*          単元の指導計画の概要を次に示す。細部 については

1964年 7月 号を参照願いたい。

○ 単  元  名  誘導電動機

○ 指 導 目 標

1,電動機の種類と用途,構造と機能を原理的に考察しながら理解させる。

2.電磁誘導作用を媒介として原理.特性の理解を通して思考力を練り,それに立lllし た取り扱い方や,電気に関

する基礎的技術を修得させる。

3.研究的な態度で学習にとりくみ,合理的な考え方にもとづいて判断する態度を養 うc

O 指 導 の 区 分  総時間数  10単位時間

1: 単元への導入,電動機の種類,構造材料の研究……………2 時間
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2.誘 導電動機の回転原理…………………・…・…………・……… 4 時間

・ 電磁誘導と回転磁界

・ 単相誘導電動機の回転原理

・ 三相誘導電動機の回転原理

3.特 性と測定並に試験……………………………………………2.5時間

4.電 動機の保守,管 理……………………………………………1・ 5時間

′○ 主     題  単相誘導電動機の回転原理 (単元第 4時 )

○ 主 題 の 目 標

1.単 相交流で誘導電動機を回転させるにはどのような工夫が必要か理解させる。

2.単 相誘導電動機の回転原理を理解する。

3.単 相誘導電動機の起動方法を理解する。

○ 主 題 の 目 標

意 1資 料 , 教  具

1。 本時の学習内容をはっきりする。

。前時に学習したアラゴの円板の原理が単

相誘導電動機ではいかに応用されている

か調べる。

2.単 相交流で誘導電動機を回転させるには

どのような工夫がなされているか調べる。

。単相誘導電動機の起動方法について調べ

る。

3.コ ンデンサ起動電動機の回転原理を調べ

る。

。交流に対するコンデンサの働き。

。電流の位相のずれと磁界の回転。

回転原理をもとにして逆転のさせかたに

ついて考える。

oカ バーをはず して電源を入れ,遠心スイ

ッチの作動音をきく。

4.分 相起動電動機の回転原理について調べ

る。

。交流に対する分相巻線の働き。

。電流の位相のずれと磁界の回転。

5.く まどリコイル電動機の回転原理につい

て調べる。

。移動磁界

6.次 時の学習内容をたしかめる。

2.単相交流と回転磁界の説明

単相誘導電動機の中で最も能率よく,広 く利用されて

いるコンデンサ起動単相誘導電動機を取 りあげて,交流

に対するコンデンサの働きを考えさせ,回転磁界の生じ

る理由を次の方法で説明した。

① 図 1の ように直列に接続した二組のコイル a一 b,

C― dを互いに90度の角度で配置し,並列に接続する。

lβ

② コイル c一 dに は直接に交流を流し, コイル a― b

にはコンデンサを直列に接続して交流を流すと, コイル

a一 bに流れる電流の位相が約90度進む。これを説明し

ても,生徒には理解困難で納得されないので,二現象増

幅器とオシロスコープを接続し,二現象増幅器の動作切

換えつまみを,ABの位置にして,減衰器を 10:1側に

切換えて,図 2の ように接続すれば,電動機の両コイル

O生徒が研究的態度で学習するように

導入する。

。単相交流の波形から,交番磁界がで

きることを説明し回転磁界をつくる

しくみについて学習させる。
。回転磁界の実験を見せて直観的に示

す。
。進相電流についてはオシロスコープ

で直観的に示す。

。学習ノートを活用する。

。電動機を逆転させてみる.

。遠心スイッチについては実物見本を

示 して説明する。

。コンデンサ起動電動機と比較させて

簡単に取 り扱 う。

・ 単相誘導電動機実

物見本

。誘導電動機切断見

本

O単相誘導電動機回

転原理説明器

組立式誘導電動機

オシロスコープ

ニ現象増幅器

コンデンサ起動電

動機

。学習ノート

。分相起動電動機切

断見本

。遠心スイッチ実物

見本

。くまどリコイル電

動機模型

導  上  の
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に流れる位相のずれが進相器 (コ ンデンサ)に よって現

われる。両波形を重ね合わせると図 3の ようになって,

移動することを示すという,直観的に指導することによ

って,生徒は一層理解を深めたと思う。

巻 き攻台め 巻 き終 り

∂

接 地

巻 き始め
巻 き終 り

入 力 AC.looV

が流れ,下半分は巻き終りより→巻き始めの方へ電流が

流れると約束する。それぞれのコイルによって生じた磁

極の極性を調べると,

(0は磁気のない状態を示す)

したがってN極は, a, c,b, dと 移動する。磁石

を時計の回転方向と逆向 きに まわしたと

同じことになり,こ こに回転磁界ができて

いることを理解させる。

⑤ コイル a― bの端子Aと ,コ ィル c一

l dの端子Bを逆に接続すれば,N極は c,

a, d,bと 時計の針の回転方向に移動し,

回転磁界が逆になることを説明し,図 5の

ような装置でリード線端子に,バナナチッ

プをつけて

置いてA,

Bを 入れか

えることに

よって逆転

させて観察

させた。

図   5
3.教具の製作と活用について

単相誘導電動機の回転原理を指導する教具として, 2

尺×3尺のベニヤ板を利用して,図 6の ような単相誘導

電動機回転原理説明器を製作した。 その特徴を次に示

す。

① 図 6のまま電源を入れたとすると,電流の流れる方

向をたどって,コ イルa,b, c,dに よってできる磁

極をイ, 口,ハ ,二 の所 (ト タン板製)今,図 7の 円形

コ
ン
デ
ン
サ

ー

α~b
C― ピ

図

AC。 100V

起動コイル

主コイル

1

屋蜜       2

③ コイル a― b, c―

dに流れる電流を時間的

なずれのあるグラフで示

せ ば,図 4の ように な図 3
・ｆ端子接続｛‐‐‐‐ｉ‐絲回師

る。

XX×X
⑤④③②①

＋
―
１
ｌ
ｏ
・
―
―
一
た
の′
及
ぼ
す

方

向

―
時間

――― α―らを流れる電流

―一一 c― ′を流れる電流

屋質       4

④ 図 4で,交流の 1/4周期ごとに,単相の正弦波形の

上半分はコイノンの巻き始めより→巻き終 りの方向に電流

= I tulb = 4 tlc = 4 )vld, 2 4 tv

→
口 ◎

日◎ 。 ◎
AB
~・

日 ◎

‐l ~?←

獨 ::

◎ ◎ ◎
ヽ

→ ◎  ◎ 。
→ 口。♀。。。

内部掃弓
「

デ ン引
Ａ
ガ

にあ|||

当 |

|
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＼、、ノリ |

_上 _。

∫ AC i100 V

回コ       6

磁石にN, Sを書いたのをくつっけて示して,交番磁界

のできることを説明する。

② 図 6の A,Bは トタン板がくっつけてあるので,図

7の コンデンサやコイルを紙にかいて,裏に磁石をつけ

たものをAの位置にくっつけることによって, コンデン

サ電動機,遠心カスイッチをBに くっつけることによっ

て, コンデンサ起動電動機や,分相起動電動機の説明が

できる。

③ 端子 e, fにバナナチップがつけてあるので,さ し

換えることによって逆転のさせ方の説明に利用できる。

④ 図 8は トタン板製滑 り板を引き出して,銅 リングを

はめることによって, くまとり型電動機の回転原理の説

明ができるように,工夫したものである。

が大切である。

電動機の特性の面では,極数と同期速度,すべ り,起

動電流,回転力,出力,力率等については理論的に指導

し,簡単な負荷試験は実習を取 り入れて指導する必要が

あると思 う。

1.指 導 計 画        ・

〇主題 電動機の回転数と特性の研究

○目標

① 三相誘導電動機の巻線 と磁界との関係を理解させ

る。

② 電動機の回転数と,回転磁界の回転数との関係を

理解する。

③ 銘板を読みとる能力を養 う。

④ 研究的に原理を調べようとする態度を養 う。

○主題の展開

<学習活動>

① 本時のめあてを明らかにする。

② 回転磁界の回転数は何によって決まるか調べる。

③ 誘導電動機の回転数と回転磁界との関係を調べる

④ 無負荷のときの回転数を沢1定 し,すべ りについて

考える。

。電源電圧をテスターで沢1定する。

。始動時の電流,運転時の電圧,電流を沢1定する。

<留意点>

三相の場合には,電流計を各相に入れかえて平均

値をとる。

Oハ スラー回転計で速度を測定する。

Oすべ りについて考える。

⑤ 負荷の状況によって回転数はどうかわ るか 調 べ

る。図 9に示すような負荷試験器 (自 作)を電動

機にとりつけ,電動機の回転を制動しつつ,その

つど,電圧,電流,回転数を読んで記録する。

以上の記録を学習 ノー トにまとめ,電動機運転上

の注意事項を研究する。

⑥ 銘板にはどんなことが記されているか調べる。

⑦ 実験結果と電動機の特性曲線の意味するところを

調べる。

③ 本時のまとめと次時の予告。

<実験用具>

三相二極回転磁界説明器,三相四極回転磁界説明器 ,

単相誘導電動機 ,三相誘導電動機,交流電圧計,交流:

電流計,ハ スラー回転計,負荷試験器。

J主 コイル

ι起動コイル

円

□厠

①
①

図 図

⑤
③

Ⅳ 電動機の特性の指導について

技術科 としての電動機学習では,回転原理学習ととも

に電原機を選択 し,合理的に使用する能力を養 うことが

必要である。そのためには各種電動機の特性を知ること

ω



自転車のフレーム

自転車のリム 負荷
′

/

-{ /L l.

図 9 負 荷 試 験 器 (本校自作)

実 践 的 研 究

電動機

ベル トの張 り調整装置

2.電動機の負荷試験とすベリの指導について

電動機は無負荷の場合でも実際の回転速度は同期速度

より幾分小さい沢1定値が得られる。負荷が1曽加するにつ

れてその回転速度が低下すること,小馬力のものは大馬

力の電動機に比べ回転速度が低下することをハスラー回

転計で生徒に沢l定させ,同期速度と実際の回転速度との

差,すなわち「すべ り」のあることを理解させている。

またこの「すべり」があるために回転子が回ることを生

徒に理解させた後,銘板に記載されている全負荷回転数

についての学習を進めるよう順序を追って指導すること

が望ましい。

現在の中学校では負荷試験をするのに必要なプロニー

動力計の施設・設備のない学校がほとんどであるが,安

全運転をさせるためにも,是非一度は生徒に実験させ,

銘板記載の電流,回転数についても指導することが望ま

しいと考える。本校ではBSモ ータのゴム動輪と,自 転

車のフレームを禾」用して, 簡易 プロニーブレーキ (図

9)を製作して実験しているが,その目的はじゅうぶん

達せられ,生徒も全負荷の回転数と定格電流についての

指導に効果があったと思う。

以上本校の電動機指導の構想の要点について述べた

が,こ れはあくまで実験途上にあって実践しながら今後

研究していきたいと考えている。

(岐阜大学学芸学部付属中学校 )

BS号 ゴム動輪

モ ダ ン 電 気 教 室 稲 田  茂 著 国 土 社

電気に関する話をこんなにユーモラスに書いた本はほかにない。

古今東西の有名な話にたとえて語る入門書である。

家 庭 科 大 事 典 稲 垣 長 典 監修  定
早

3,38目
国 土 社

小・ 中・高を一貫した家庭科の学習をめざし,指導すべき一切の

問題を綱羅 した,実生活にも応用できる事典である。

円
円

０

０

価
〒

定
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材ヽ加工学習をどのようにすすめたか

一一「鉛筆しんとぎ箱」から「携帯いす」ヘ ーー

a-r.r.r.....rF-r!itl,,.t.Hr!!rlhr..H--'..""'.H""1""'F5""t""'H""!rtrt'J-Jri"!/r!rt!re""/'

は  じ め に

本誌 2月 号に,私の学校の田中先生が発表した「技術

科の学習主体化への試み」の文中に,私が 1年生男子の

木材が工実習 でとりあげた「携帯いす」が紹介 された

同

が, どこでどうまちがえたのか,図に大変な ミスがある

ので, それをここに訂正し, あわせて, その「携帯い

す」製作実習の記録をご紹介させていただき,みなさま

のご批判を仰ぎたいと思う。

明孝梨

(本 取 り)

(製 作 図):例

―
一‐

‐

‐

‐

一

‐

‘

|

l           l

|    |
l
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実 践 的 研 究

実 践 の 経 過

1年生男子の木材加工実習 でとりあげる作品例 とし

て,一般には,「本立」が主のようであるが, これは,

小学校時代,かれらが既に図工の時間に一度や三度,必

らずとっていいくらい経験してきているものであるだけ

に,全然生徒の興味をひく実習例でないことはご存じの

通 りである。

そこで, 昨年度, 一昨年度は, 本立に変るものとし

て,製図学習のとき,生徒に使わせるための「鈴筆しん

とぎ箱」をとりあげ,製作させ,生徒たちのアイデアの

よさ。面白さを多くの作品の中に見出した経験を持って

いる。しかしながら, この実習作品が比較的小物である

という点から,の こぎりびきやかんな削りなどの,いわ

ゆる手工具による基本的作業が十分に実習できないとい

うことや,組立が小物であるだけにむずかしいという難

点がないでもない。

そこで本年度は,「携帯いす」をとりあげた。まず最

初に,私 自身が設計,製図し,それに従って加工順序を

きめたり,又必要部品などをそろえながら試作してみた

のである。

続いて,私の学校に併設されている特殊学級の生徒た

ちに説明しながら同じものを作らせてみて,製作がたい

へん簡単にでき, しかも生徒の興味をひく教材であり,

木工作における基本的なことが学習できるという確信を

実 習 記 録

得た。

ね  ら  い

この「携帯いす」製作実習での学習内容はたいへん多

いが,両刃のこぎりによる,比較的長い直線部分の切断

と,かんなによる仕上げは,特に重要なものとしてとり

あげたいと思う。

(組 立 見 取 図)

1作 業 工 程 指 導

設   計

(2時間)

かんな削 り

(3時 間)

私の作品を示 し,そ の機構を説明する。

材料寸法ならびに,組立てに必要な部品を示す。

。板材220w× 620ι ×15t× 1枚
。蝶番 (銅 製)50m/m× 2こ

。釘  3φ × 75ι  2本 (頭 を切 り約 50′ にする)

。釘 1.7φ × 27′  12本 (つ ぶし釘にする)

構想図をかかせる。

脚のひらきが大体90度 になるように注意,来週までの宿題として課

す。

のこぎり引きしろ,か んな削りしろを加えること。

50m/m蝶番がつく幅を考えること。

真す ぐに切断

三枚の脚板を定盤の上にならべてみてす きまがないよ うに こばを削

る。

必要なところは面取 りをする。

紙眼方

牌蜘
材
＜

け び き

曲 尺

1両 刃 の こぎり
断

間

切
＜

剛獅
両
＜ 1 

片面 0・ 5m/m   14m/m 仕上 自動 か ん な盤

2θ

容内 具用

1

3

5 か  ん  な
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組 立 と

部 分 修 正

(2時間)

目 ど め

着色・ 塗装

(2時 間 )

小木片に紙やす りをま 木目の方向にとぐ。

① lll  部

イ,三枚の脚板のこばに,それぞれ, きりで 4こ の穴をあ

ける。

口,頭を切った釘で三枚の脚板を接合する。
ハ,二等分した横木二枚を脚の表裏の端に釘づけする。上穴を四

つ目きりであけることに注意。

② 座  板

座板の裏はしに横木を打ちつける。

③ 脚,座板の結合

蝶番を用い二枚の脚板と座板とを接合する。その時,座板の表面

に出た木ねじのさきを金工やす りで削 りとる。

組立後,修正する部分があれば,木工やす り,紙やす りなどで修

正する。

イ,茶粉,黒粉を水にとか して, こげ茶をつ くり,同時に, との粉

をまぜたものを塗る。生がわきのときふきとる。
口, クリヤラッカーを刷毛ぬ り (2回 )し て仕上げる。

ゃ
５０

紙
＃

き
＞

が
間

み
時

地
１

き
＜

|卜   り
#180

目 ぎ り

目 ぎ り

の う

回 し

や す り

つ

つ

ん

じ

工

三

四

げ

ね

金

反省と問題点

イ,設計面から

今回のように,教師が試作したものを生徒に示した場

合,ア イデアのよいものは,あ まり見当らず,大体同じ

ようなものを設計する。

この「携帯いす」の機構を用いるものでは,他によい

アイデアは浮ばないかも

しれない。生徒の中に,

安定性の上から脚の形を

図のようにした者が何人

かあったが,考え方とし

ては,たいへんよいと思

う。

折 りたたみの点で,蝶

番を使用したは, これが体重を支えるという点で,多少

の問題点があろうかと思 う。

費用の 点で 150円以内を 考えに入れて設計 してみた

色  剤

ど め 剤

ヤ ラッカー

が,その通りになった。

口,工作面から

脚板が回転して合うところは,かんな削りで, こば仕

上げの場合,特に平面度,直角度がきびしく要求される

ので,そ の点で,生徒は骨折ったようだ。しかし,前図

のような脚を製作した生徒は,切断後,内倶1脚のかんな

仕上げが不可能なため,木工やすりで仕上げをしたが,

直線状に切断した脚と異り,折 りたたんだ時, どうして

もすきまができてしまった。

横木は,接着剤とともに釘づけすべきであった,

む  す  び

以上,さ さやかな私の木材加工実習記録をご紹介申上

げたが,み なさまのご意見などを聞かせていただければ,

大変幸 いである。 今後も常に考えながら進みたいと思

う。

(東京都国分寺市立第二中学校)

着

目

ク リ
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問題点と改めたいこと

回 は じ め に          :

製図指導の 目的は, トレース屋を養成 するのではな

く,加工学習のための必要能力として位置づけられなけ

ればならない, とい うことは本誌でもたびたび主張され

てきたことです。しかし,女子向きの教材例では 1年の

木工だけにしか,かかわりがなく, 2年の機械(ミ シン)

では断面図や省略図 (A図 )が 出てきても,女子向きの

ミシンス トップモーションの構造図

製図能力では読図できないのです。又異論を唱える方も

多いと思いますが,女子向き加工学習として被服製作も

含めるなら,それは全く無関係なものとして存在してい

るのです。

だから, 1年で製図学習をやらないで, 3年の後半ア

チーブの影響を恐れて,は じめてとりあげたとしても,

別にそれまでの木工を含めて,ブラウスやワンピース製

作には支障がないということをしばしば聞きます。

このことは製図学習は女子向きに関しては,加工学習

の 1つの必要条件として位置づいていないことを意味し

ていないでしょうか。もっとも女子向き全般についてこ

のことは言えることで, どこから始めても,一向さしつ

かえがない。系統的な学習体系が全く確立されていない

教科であることが,「製図」 1つ追求しても露呈される

女子向き製図学習の

― ― ― ― "― ―
い
^～～
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のです。

私のところでは 可能な 範囲の 共学 カリキュラムをた

て,製図の分野を指導するようになってから, 3年 目を

迎え,最初の体当 りから,最近やっと実践を点検する余

裕がでてきましたので,問題点は何か,改めたいことは

何かを,気がついたまま記して大方のご批判をえたいと

思います。

□ 現行指導要領女子向きの問題点

何 といっても,女子向き製図の矛盾点は指導要領の基

準から端を発していると思いますので,改めて「設計・

製図」の項をみなおし (次ページの表参照),男 子 向き

とくらべてみます と,時 間数10時間の差から縮められた

内容 とは考えられない,根本的な問題のあることに気づ

きます。以下まとめてみると,

①,製図学習の目標のちがい… ……↑

男子向きでは,一般教育としての普通性を一応たてま

えとしているが,女子向きは,家庭生活に役立つためと

い う実利的な面が強 くうち出され,学習内容を狭める結

果になっているようです。

○,かんたんな読図にねらいをおいている。図面をかく

力は無視されている………。

たとえば鎖線は教えないでよいとなると,日など図面

の中心線がとれないから, 正確な図面がかけなくなり

ます。叉断面図を読みとるには,切断線の位置が大きな

役割を果すわけですが,切断線そのものがわからないの

ですから,図面を理解することはできないのです。この

ことは 2年の機械学習の図面解説に大きな障害となって

現われています。

記号や,図面の配置を学習しないでもよいとなってい

ることも,φ,R,□ など用いれば図もかんたんになる

し,△～ など物体の表面がどうかくらいまで知ること

枝千村植
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向子男子

標
家庭機械や家庭工作に必要な製図の基礎的
事項を主 として JIS製 図通則に基いて指
導する。

ッチによる表示

し,コ ンパス,デバイダ,

第一角法,第三角法

寸法線,寸法補助線,矢 印,寸法数字,寸
法基準線。角度の寸法,円弧の寸法

尺度,図面の形式,作 図の順序

日常生活と図面, 日常生活と日本工業規格

景ii[異
::姦器!二 :彗暑雪轡(i,り 罫[ま子

こ
1瞥 1:`:;:書彗奮

15時 間

注 ――線の部分は女子向きにない項目である。

は,読図にとっても大切なのに,記号のない図面とは,

見取図程度に学力の基準をおいているとしか考えられな

いのです。投影理論を数学では男女共学で学習してきて

いるのに, これでは, どう考えても片手おちのように思

います。

その他,T定規や製図板を用いないでよい製図とは,

アイデアスヶッチの域から出ないことであり,平面図法

の学習をしないでよいことも,正確な線を引いたり,図

形をかいたり,分害1し たりできる技法がないので,製図

力は全く無視されているとみてよいと思います。教科書

では,ま がりなりにも木材加工の設計図をかくしくみに

なっているので,製図板やT定規の使用法についてはと

りあげていますが,平面図法と,記号はどの教科書をみ

てもとりあげていないのは,明 らかに男女差があるとみ

てよいと思います。

⑥,家庭機械を理解するための部品図やステッチ能力は

得られない………。

指導要領の目標では,製図学習は家庭機械に発展する

26

図面の種類,ス ケッチによる表示,模型による表示

製図板,T定規,三角定規, ものさし,コ ンパス
,

デバイダ,鈴筆

実線,破線,鎖線,ア ラビア数字,漢字,か な,

ローマ字

線分の二等分,垂線,平行線,線分の任意等分 ,

角の二等分,正三角形,正方形,正五角形,ェ六角形

三角柱,三角すい,四角すい,円 柱,円 すい

第一角法,第三角法

寸法線,寸法補助線,矢印,寸法数字 ,

寸法基準線,角度の寸法,円 弧の寸法 ,

関連寸法,対象寸法

25時 間

ものとしているのに,④Cで も指摘してきたように機械

製図の理解は全く無理です。省略図や断面図などは,理

解のさせようがないのです。又分解した部品の構造を理

解させようとして,沢l定 させるにも,物指では無理なの

で,パ スや, ノギスなど使わせることなど,全 く考えら

れてもいないようです。せっかく機械という厳密に作ら

れた教材を使いながら,女子は,昔ながらの物指の限度

しか沢l定 できないとは,いかにも残念なことです。

○,加工学習との関連がない………。

正確な描図技法が習得されていないから,作ろうとす

る物体を図面化することは困難です。では木材加工のと

き困らないかというと,皮肉なことに一向さしつかえな

い。つまり家庭工作として教材例にあがっている花台,

壁かけ程度の加工なら,見取 り図だけで部品を揃えるこ

とも,組立てることもできるのです。だから製作を先に

して, それを使いながら平面化する原理学習をする方

が,製図学習の目的から考えていいとさえ思われるので

す。「だから見取 り図程度の学力でよいのだ」と言われ

寸 法 記 入

工 作 図

図画 と生活

時

現行指導要領「設計・製図」の女子向きと男子向きの比較 (中 1)

目

女 向 き き

内

容

表 不

製 図 用 具

線 と 文 字
実 線 破線, アラビア数字

平 面 図 法

展 開 図

投 影 法

用紙の大きさ,尺度ダ図面の形式,図面の配置 ,

作図の順序

日常生活と図面, 日常生活と日本工業規格

間
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そうですが,製図の学力はむしろ機械学習に響くことを

○,⑥でも指摘してきました。

また加工学習につながるものとして,木材加工のほか

に,130時間 の多くをあてている被服製作をこそ,女子

向きの場合は注目すべきでしょう。従来,衣服の型紙は

○○式などと独特の製図法で型紙が作られているので,

「製図」学習とは全く別のものと考えられがちですが,

もとをただせば,身体の実沢1か ら製図した展開図をつな

ぎあわせて作ぅたものなのです。それを現行指導領のよ

うに, どのように作られたかは省いて,大中小の型紙を

利用するところからはじめる被服製作では,い くつ数を

こなしてみても,倉1造する力とはならないのです。

どの教科書をみても,平面図法といっしょに展開図も

省かれています。おそらく金属加工を女子から省いてい

る結果だと思いますが,今みてきたように被服製作を加

工学習の一つの教材として位置づけたとき,展開図の学

習を「した」,「 しない」では生徒の理解度の差が大きく

つくことは実践によって明らかなことです。

□ 実 践 例

④,日  標

技術教育の中の製図学習と考え,加工学習と関連させ

る。

いろいろな材料を使って加工したり,使いこなす (器

具,機械)には, 物体を正確に平面にかきあらわした

り,図面を正確に読みとる学力が必要になるからです。

○,注意した点

。描図学習に重きをおいたこと。

。正確にかきあらわす技法の習得を大幅に入れた。

。機械製図にかたよらないよう特に注意した。

⑥,授業内容

標 1 内 容 1教 材 教 具 時間

図
|

記号 と
部

A 立体のスケッチ

製図学習の導入は小学校の図工科の学力を上台にする

のが一番いいように思います。遠近法で写生してきた経

験を確認して,直方体や箱など単純な物体を各グループ

に与えてスケッチさせます。建築物の見取 り図に用いら

れる透視図であることも,実物のたとえば校合の見取り

図などあれば見せると学習に興味がわくようです。

B 略構想図

今日の生産様式では,多数のひとの手を経なければ物

は作れない。だから図面は始めから終 りまで説明役で,

誰にでもわかるかき方でなければならないこと,それに

は製図器を使ってできるだけ正確で能率よく描かなけれ

ばいけないことを理解させ,前時の図面の批判をさせま

す。垂直二等分線,平行線,線分の等分線,垂線,角の

二等分,角の三等分,正方形,正多角形の学習を,製図

器の使用練習も兼ねてまず練習させました。平面図法を

先に教えてしまうと,自 由に物体を描こうとする意欲を

損なうから,しばらくの間フリーハンドで描かせるべき

だという意見に,私ははじめは従って,三角法をのみこ

ませてから製図器を使わせたのです

が,平気で長さをまちがえたり,割

り合いのとり方ができない生徒があ

りました。この解決にはデバイダー

を与えて誤 りを気づかせたり,分割

技法を修得させると誤図が少いこと

を発見しました。

要は,こ の方法が唯一のものであるといつた教え方が,

技法の丸のみこみになり,製図嫌いにしてしまうのでは

ないでしょうか。たとえば正方形の描き方で知っている

方法をいろいろやってごらんというと,大変な意欲を示

して考えます。学習したばか りの垂線を利用する子,か
んたんに三角定規の直角を利用する子,対角線の角を利

用する方法を発見した子は,元気一ばいみんなの前で作

図して説明するといった具合いです。図面では空間認識

電面
形
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1想
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条件を変えて練習させると,

―
~甘 ~

力がつ くようです。

(3)図

と共にたえず正確さが要求さ

れているのですから,能率的

な技法を知り,フ リーハンド

でかくのであれば,子どもた

ちにとっても楽なはずです。

等角投影図のかき方につい

て殆んどの教科書には,基線

から 30° の傾にかくことしか

図解されていません。原理か

らいったら3つの面の角度が等角ですから,それぞれが

120° になることから,手法として 30° の斜線を引くこと

に入れば,どんな形の等角投影図でもかきあらわすこと

ができるのです。また, 1図のように 1, 2, 3, 4の

位置を明確にさせる必要があります。

また,だ円になるとむずかしいのですが,分割した垂

直軸上に紙尺をずらしていくと,だ円ができることを先

にやらせ,等角投影図のだ円もやはり2図のように中,い

軸からの角度は 30° でぁることを確認させます。 4図は

その応用の円柱,5図はそれを任」しただけのことですが ,

2θ

(4)図

____t-_

C,展開図

男子向きにもこのあやまりがありますが,展開図をと

りあげるのは金属加工のためのものではなく,図形の理

解を容易にする補助教材として実に役立ちました。正五

角形,正六角形の作図学習からボール紙で六角柱,円柱

を作ります。 次の発展にそなえて三角すいも作らせま

す。実さいに作ってみると,正確でない線の引き方はだ

めだということがよくわかるし,立体を構成しているそ

れぞれの面の大きさを,し っかりつかむことができるの

です。

D,投影理論

はじめ,展開図から入った方が抵抗がないと思い,キ

ャラメルの空箱などを持ってこさせ,バ ラバラに切り離

して,それぞれの部分を関連させて机の上に並べて, 3

角法の配置図にいきなり入りました。しかしこの方法は

合理的にみえて,本当の力になっていかないことに気づ

A
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いたのです。図面が描ければよいという安易な妥協でな

く,「何故か」をわきまえた上で描くのでなければいけ

ないと思い, 1角法から入ることにしました。立画面と

平画面の基礎も明確にできるし,斜面も,曲面も納得さ

せることができたのです。平面化するとき,正面図を中

心に左右,上下入れかわることも,理論的に理解させれ

ば案外スラッと覚えました。以下 1角法から3角法に導

入したときの状況を記しますと,

。      。これを (立体模型)そのとおり写そうとしたら,正面

図を写す壁 (立画面)と ,上面図を写す壁 (平画面)

の角度はどうでなければいけない…… … ?… ………直角

。       / 直角/

_    。この空間に同じような投影面がいく組できる………?

.       ………空間は360° だから4つです。

ご.く 自然に 1角法の理論が完成され,伝統的な製図には

今なお用いられていること, 1角法を中′いにした投影条

件をあてはめると,第 2角 と第 4角は立画面と平画面が

重なってしまい,実用化できないことを説明します。

O第 3角は,重ならないけど,裏側から見るので,今 ま

でのように不透明な投影面では困るでしょうc

………ガラスにすれば,プ ラスチックもいいよc

ここで自作教具,透明なセルロイド製下敷の投影教具を

使って, 面を色分けした立体模型 をそれぞれに写して

(マ ジック,チ ョークでかくより,同 じ色の面を紙で作

ってセロテープで内側からはる)平面に開い てみ せ る

と。

ス………あ/ 左右入れ変らない,上下もそのままだ /

読図しやすい 3角法が,最近は広 く用いられるようにな

ったことなども含めて,製図学習も,技術の進歩 として

_./    発展的にとりあげると,む しろ無理がないと思ったので

,      す。

E,読 図

ここでとりあげる記号も,省略図も部品図も女子向き

教科書にのっていないことについては□で指摘したとお

りです。かといって男子向きの教科書のとり上げ方も,

技能の暗記にとどまっています。この辺で,どのように

用いられるのか,実さいの図面の中から学びとることも

効果はないかと思い,軸受けと,いすの組立図を,各 自

あてにリコピーして与え,教材としました。記号の使い

方が図の関連の中でのみこめたことや, とりわけ,部品

図をかかせたことは,読図が正確にできるかどうかがわ

か り,生徒自身の力にもなったようでした。

F,ス ヶッチ,描図

ここのねらいは,実物を測定しながら図面にかきあら

わす力をつけることで,特に円形のある日常品を持って

こさせました。びん類と電球が多かったのですが,物指

の測定では困難です。さっそくパスを利用しました。こ

の内, 外パスをうまくとり入れ, しかも1/20m興 まで

測定できるノギスの沢l定法を教えたのですが,けっこう

使いこなすことはできるようになったし,何 といっても

女子に経験させたことは,物指しか沢1れないと思いこん

でいる閉鎖的な思考力から開放させることになると思う

ので,ぜひとり上げたい教具です。

実物があるので,おかしな図面について指摘できるこ

ともよかった点でした。

G,応用 (展開図)

被服製作の型紙はすでにできあがったものを,し るし

どおり縫い合せればよかったわけですが,技術教育の系

列の中で,布加工もとり上げるとしたら,製図学習との

関連づけは大いに考え直さねばならないと思います。た

とえば,そでの型紙を考えてみても,円柱を角度によっ

て斜めに切断した展開図なので, この原理学習はむずか

しいけれど,製図学習の素材としては斜面が入るのでか

つこうな教材です。以下 6図～14図 のようにして,そで

の型紙を理解できる程度の基礎学力をつけた過程を図解

しながら説明しますと(6),(7),(8),(9)図 は 6角柱を斜め

に切断したものです。

(7)図はその立体模型,(8)図 は第 3角法 で描いた投影

図, ここで理解させにくいのは,斜面のほんとうの面が

29
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(8)図 どこにも描きあらわされないことです。(6)図はその点を

理解させるために,投影図の角度を変えながらどう変化

するかを考えさせます。いきなり面にしないで,線を使

った方がわかりよいようです。(9)図はさらに実感として

理解させるように展開図を作図させ,(7)図のような立体

に組立てさせました。

仁0,llll,仁a図 は六角すいを斜めに切断したもので, 1

年生にはちょっびりとむ りですが,余裕のある生徒に作

図させ任0図 のように組立てさせました。l131,l14図 は円柱

を斜めに切断したものです。六角柱の学習で理解度も早

いと思われますが,角がないので,

円周を12等 分してだ円の1/12の長さ

をデバイダで写していきます。これ

でできたサインカープが,実は,そ

での型紙の曲線のもとになる考え方

です。

αO図

| | | |

こうして 1年のときに製図学習をしておくと,ボ ール

紙,布,金属,木材などを加工するときの,設計図にあ

まりとまどうことがないように′思いました。 (お ことわ

リー展開図の学力が被服の型紙理解にどうかかわりをも

ったかは次回に)

(東京都武蔵野市立武蔵野第二中学校)

l131図
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技 術 教 育 にお け る物 理 学

道正上池

1.結晶格子と結晶概念

2年まえになるが1963年 3月 号の「技術教育」誌に岩

手・技術教育を語る会による「金属の構造」の技術学的

せまりかた一―という論文が出ていた。その後いろいろ

なところで, この考えかたが展開されてきた。その号の

p50に 出ていた問題を手がかりに,い ま少しつっこんで

考えてみたい。

〃鋳鉄の折れ口をルーペで観察してみると次のような

特徴のあることがわかりました。

И)ザラザラした粒のあつまりである。

同 キラキラ光っている部分がある。

レヽ 粒は折れ日の中心部が大きく,周囲にいくにした

がって小さい。

このことから次の問いの ( )の 中に適当と思われる

ことばを下から選んで記号を入れなさい。

(1)ザ ラザラした粒のことを(7)と いいます。

(2)こ の粒と粒は(3)結びついています。

(3)こ の結びつきの働きは原子の中のllllに 関係があり

ます。

に)キ ラキラ光る粒が固平らになっているからです。

15)中心部の粒が大きいのは金属のは0に 関係がありま

す。

1.弱 く,2.っぶれる。3.強 く,4.柔 く,5.

結晶,6.結晶分子,7.結晶粒,8.分子,9。 原

子,10.陽子,11.電子,12.温めかた,13.冷えか

た,14.熱 しかた,15.折れかた,16.われかた,

17.結びついて,18.打たれて,19.昇華して,20。

分離〃

ここで問題になるのは,金属の微視的構浩と巨噸

鋳鉄の割れ目をルーペで観察

し,「結晶粒」の実在を認識させ,結晶構造が電子に関

係があるところまで類推させようとい うのであるが, こ

のような,鋳鉄の害!4甲懺 から厚二2構造醜

蛤2過警な連毎

"夕

、?キ して|■えう颯.ヽ 年生_tiたL

`[平
しい多質匈J_なわたた01キ !1な.02な ど́

'力

ふL..
いう疑間が出てくる。じつは, トランジスターの整流作

用とか,真空管のはたらきなどにも,「電子」というこ

とばを,わ りあい簡単に使用する。それにも,同 じよう

な疑間をともなうのである。誤解のないように言ってお

きたいのは, 私は, このようなことを教えるのが「程

度が高すぎる」というようなことを言っているのではな

い。「正しい物質観」を育てることは,電子や原子核な

どの素粒子を,古典的なニュートンカ学にしたがってい

るかのように考えさせてよいものかどうかを考えたいの

である。したがってこれは物理学一―近代物理学の原理

を,ど うおさえて,こ れを教育内容におりこむかという

問題なのである。「結晶」という概念が,ただちに原子

模型にまで発展するとすれば,ほんとうに考える力のあ

る子どもならば,い ろんな疑間が出てくるのがふつうで

ある。原子が規則正しく並んでいるだけで,じ っさいは

スキマだらけなのに,なぜ固体はつきぬけられないのか

焼き入れをするとズレが起りにくくなるといって,こ の

「原子がずれる」とは,ど ういうことなのか? 自由電

子が結合力を作るなら,割れた鋳鉄を押しつけても, も

との形にもどすことがなぜできないのか等々。そこで提

案したいのは,教える内容はやさ、しぶぶLもgノ御餞墓頓度L

黙 禦 覚鯉      聰 喚 蜘
なゑたいとおユ真はあニユふかふい。これは,たいへん

骨の折れるしごとであって, このいそがしいのに,それ

どころではないと思われるかも知れない。したがって,

きわめて遠慮しながら,こ の提案をさせていただくので,

私自身の不勉強からくる誤りも出ているのではないかと

θI
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不安になるが,ぜひ,い っしょに考えていただきたい。

2.近代物性物理学の方法論

この問題が,ど ういう場であらわれるか, ということ

である。いすなどにかかる曲げや応力のもんだいは,物

理学といっても古典物理学で証明できるから,納得のい

く説明ができる。しかし,金属材料――鉄鋼,合金のも

んだいや,真空管のフィラメント,けい光灯のけい光物

質,ゲルマニウムダイオードなどの半導体のことになる

と,近代物理学といわれるものが入ってくる。ふつう,

直接に 力学的な原理を, 手でふれて感じられるような

一一応力と力の大きさなど,あ るていど数式を導入して

も,そんなにわかりにくくはならない。しかし,微視的

な世界に入りこむと,私たちが日ごろ肌で感じているも

のと,.ちがった法則に支配されている。近代物理学は,

この分野を扱うもので,物羞物理学と素粒子諭にわかた

`、

:ヽる o導体のなかを電流が伝わるといった現象は物性

物理学の領域であり,原子力の開発などは素粒子論の領

域であるc

ここでは,主 として物性物理学の方法論についてのベ

たい。いちばん扱いやすいのは気体であり,固体,液体

の順序で扱いにくくなっていく。いちばん私たちにとっ

て関′らのあるのは固体論であろう。

旋盤で丸鋼を切削させ,「丸鋼の切削抵抗や金属材料

の特質が理解できたか ?」 を指導目標に安易にあげる傾

向があるが,鋼ひとつとっても,磁性のもんだい。熱処

理における結|キL構造の変化のもんだいは出てこない。そ

れでは,子 どもの疑間をさらにひき出していくとっかか

りにはならないt

じっきいに科学者がとりくんでいる, こうした極微の

世界を扱 う方法論はつぎのようになっている。

(1、
li比やF‐惣軍の模型 (千 デノャ)な考える?。

これ

鮭1昼子が単振動の状態にあるとか,ヲ |き 合う力を仮定

すわとかいったことも含まれる。そ

(2)こ れに量子力学を適用して固有状態といわれるも

のを出す。   ,

(3)こ の固有状態に統計力学を適用して粗視自サな量の

関係をみちびき出す c｀

(4)こ れが実験でたしかめられる一―たとえば特定の

定数と一致すればよい。

しかし,注意しなければならないのは, こうして求め

ても模型はあくまで模型であって,客観的な実在そのも

θ2

のではない。これは微視的世界の法則性そのもののちが

いがもたらすものなのである。

原子核 のまわ りを, 電子がまわっている図をかく場

合,それは,やはりひとつの模型 (モ デル)な のであっ

て,かたい球のような原子核と電子を想像しては誤まり

になる。彙.4う の電子?千 1ノンギ三ヤ主沢l定で,き

`―

ムれ年

層ζ雪;:[i::拳zぜ[』:::][[卜し,:轟易
子ある(′

tイモジベノじ>あ不継走色際鐘)・:`Lふξ:'等こ
の原子模型はあたらしい法則―一量子力学―― とともに

開発されてきたということである。古典理論から近代物

理学に移って行く場合,ふつう大学の教科書などは,解

析力学をなかだちとし,エ ネルギーの概念をおさえなが

ら進んでいる。もちろん極微の世界を支配する法則性を

知らないと,説明できないことがらというのは,私たち

の日常経験から,そ う多くあるものではない。ここでは

技術教育に関連のあるものだけについて,かんたんにふ

れたい。

3.金属の電気伝導

金属の結晶という場合,鋳鉄の害lれ 目をルーペで拡大

して見えるていどの大きさのものをいうのではない。陽

イオンで作られた結晶格子を,金属のモデルとして考え

るのである。この中を自由電子が飛びまわっている。こ

れは結晶格子を安定にするほか,熱伝導,電気伝導のも

とにもなる。この場合,その結晶格子そのものが目に見

えるわけではなく,自 由電子の結合にもたらす役割を直

観的にわからせようというのは無理であろう。特に格子

の図を黒板に書いたりすると, その「原子のないすき

ま」はどうなっているんだろうという疑間を子どもが持

つにちがいない。私自身も経験がある。原子力研究所の

鳩山道夫氏 がその昔子どものために書かれた「原子の

話J(誠文堂新光社版)を昭和 16年 ころ読 んだことがあ

る。原子爆弾も実現されていなかったころだから,かな

り先進的な本ではなかったかと思うのだが, ラザフォー

ドの原子模型のところで,かたくつまっていると思って

いた机や椅子も,ほ とんどがガラガラの空間なんで,も し

地球を押しつぶしてこの空間をつめてしまうと地球は リ

ンゴぐらいの大きさになってしまうでしょう一― という

説明が出ていた。そして超新星などの爆発のあとに残っ

た星の中には, このような物質船できたものがあるとい

われていますというくだりは25年たった今でも鮮明に記
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憶している。当時の理科教育ではこんなことは教えなか

った。その間,こ の団体の結合力についての矢「識欲のよ

うなものが,いつもつきまとっていたことをおぼえてい

る。理科教育の領分か技術教育の領分かということをい

うのではなく,嘱姦ム良爆感動を
ゃ二_I蓼養監重ll生独.

竜轟禦繁
`社

趣議鯉レゝ 酬ゝ 1、Rpi・なので1よ亀
燻

=鰈
ふ几ζ議 ム黒裏暮懃 恵然でねヽ .事 .2!子 L

なければならない。結晶格子を教えてはいけないのでは

なく,その安定に寄与する電子の役割り,あ るいは熱伝

導,電気伝導に寄与する電子の役割 りなども,ま)ま りに

もわかりきったこととして,俗流的に流してしまうこと

があるとすれば問題なのであるc

陽イオンは格子点で単振動をしており,温度が上昇す

ると,電子に及ぼす電場が規則正しいものからズレて,

電子の運動が乱される。電気抵抗 はここからあらわれ

る。金,銀,銅のような一価金属の自由電子は完全に自

由に近いが,二価金属の亜鉛やマグネシウムは,電子の

自由さが弱い。鉄・ ニッケル・ コバルトは一価金属と同

じようであるが,内側の軌道が全部電子で占められてい

ないので, ここに 自由電子がとらえられる可能性があ

り,こ のため電気抵抗は大きくなる。 ドルーデが1900年

に出した理論は電子の衝突ということでおさえられてき

た。理科の教科書 などにもそうなっているかも知れな

)く
。蜘 i弊 電載数学:城.登主.室墾

えるこ、とはど2.194)考な摯 、L必後 、み9`

鉄,ニ ッケル, コバル トは,ま た,強磁性体として知

られている。これは格子点に占めるイオンの内部のIJL道

(状態)に アキがある場合,半端な電子の磁気能率があ

らわれる。電子が同一の (軌道)状態でさらに二つの状

態しかとりえないことから説明されるのである。強磁性

体の理論的な解明はかなり進んでいる。

4.金属の溶融と塑性加工

状態図を教えるのがいいかどうかというもんだいがあ

るが,なぜこのような状態図ができるかということは,

まだ明らかになっていないことが多い。しかし,教える

としても,鰊 臆晶格子が生″.なこ≦ル主

`力

)!1,点

`ておかねばならなと。ヽ溶融状態にある金属はもちろん格

子がくずれて,い くつかの原子のルーズなつなが りにな

っている。これがかたまるときはかならず,き まった温

度で結晶格子が形成され,あ る一定の傾向 (A原子の隣

にB原子がくるとか,A原子がくるとか)に よって急速

にひろがっていく。全体の規則度があらわれ出すと,急

激につたわって,全体が完成するということである。こ

れが,協力現象と呼ばれるものである。

金属加工で可塑性のもんだいが出てくる。可塑性とい

っても金属とプラスチックを一つの概念でまとめること

はまずいのではないかと思う。プラスチックは一種の.ア

メのような非品質のものであるのにくらべて,金属は明

らかに結晶格子を形成して, これが横すべりするのであ

る。格子の中にある欠陥があると,こ れを中′らにして,

原子の結合力の方向と相手がつぎつぎにかわっていく。

これを転位 (デ ィスロケーション)と いって,変形する

ことは転位が移動するとみるのである。これは純金属ほ

ど動きやすく,合金になると,格子点にある原子がちが

ってくるので,転位は動きにくい。これが,合金が純金

属よりかたい理由になる。黙yヱτェ金曇巻毎毛餞劇亀

裏堅多Sf響寺,`2割議ヒ影をく、ムるo磨焦9恥 、五
遵■ま藝猛ハ摯町劇聾雑嘔魯う翻 が力F工硬JL‐二ゑゑ。
なお,い うまでもないことだが,化合物とちがって合金

が各種の割 りあいでとけあうのは (ハ ンダがよい例)格

子点にいろんな原子が位置できるからである。合金を急

冷すると各原子が格子′点に散らばったまま冷えるが,わ

ずか温度をあげて長時間放置すると,特定の原子だけが

次第に集ってきて,格子点にグループが作られ,こ れが

転位の移動をさまたげ,硬度をます。蛙ふ懸障効硬ムF
ある。また,塑性歪を与えた金属を一定の温度以上に加

熱すると,再結晶がおこなわれ延性をとりもどす。焼入

れ,焼 もどし,焼なましなども,フ ェライト,パ ーライ

ト…………等々の名称を導入しなくとも,説得力のある方

法を考える必要がある。現状は深めたつもりで,教師も

子どももわからない「つめこみ」をおこなう例が少なく

ない。

5。 強 誘 電 体

マイクロフォンやクリスタルレシーバー, ビックアッ

プ, スピーヵ―な どに ロッシェル塩 (NaKC4H406・

4H20)が使われている。これは圧電気現象を利用した

もので,振動
=電

流が交換する。これを使うと「 マグネ
e

チックのものより軽量で使いやすいが, この原理的なこ

とは,ど の教科書|こ も出ていない。クリスタルレシーバ

ーがなぜ鳴るのかは,ゲルマニウム・ ラジ十を組立てさ

せると誰でも疑間に思うことだし,こ のあたりは深めて

おいてよいことではないか ?

θθ
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ロッシェル塩 (酒石酸カリウムナトリウム)は,わず

かな電流で,大 きな分極をおこす。これは協力現象を示

して,すみやかに波及するので電流により歪を生じ, ク

リスタルレシーバーは音声電流が音声にかわることにな

る。ロッシェル塩のはかチタン酸バリウム,酸性燐酸カ

リも似たような性質があり,強誘電体と呼ばれている。

6.半  導  体

半導体とは電気抵抗が常温で 10~2か ら109Ω ‐cmの物

質で,導体 (106Ω _cm以上)と 絶縁体 (1014～ lo22 Ω_cm

以下)の中間にあるものである。ゲルマニウム・ ダイオ

ードや トランジスター,セ レン整流器,な どは半導体を

応用したものである。物質を原子核のまわりに電子がIJL

導を描いてまわっていると考えると,ひ じょうに考えに

くいのだが,軌道ではなくて,許された状態が存在する

というように考える。半導体の場合は,電子が軌道 (状

態)を全部占めていて,電子の自由度は全くないように

見えて, これより高い一連のエネルギーをもった状態が

存在する。そして高温になると電子は高エネルギー帯に

移 り,電流が通るようになる。これは純粋の元素そのま

まではなく,わざと不純物を入れることにより作り出さ

れる。シリコン (Si)は 4個の価電子を持っている。こ

の中に微量の砒素 (As)が 含まれていると,Asは 5個

の価電子があり,ど こかの格子′点は Asで置換されてい

る。この 5個の価電子のうち,結合に関係するのは 4個

で,残 りの 1個は,少 し高い温度があたえられると,高

エネルギー帯に移 り,自由電子となる。 Asの原子核は

十eの正電価だけ残るから, ここには 十eの電荷を持

ち,電子と等しい質量をもった泡が残ると考えて, これ

を「正孔 (ホ ール)」 と呼んでいる。これがN型半導体で

ある。もし3価の不純物, たとえばインジウム Inを混

入するとInの格子点 のまわりには, はじめから電子が

足りなくなって正孔 (ホ ール)が できる。これをP型半

導体という。このN型,P型のほかに,純粋のGeゃ Si

も熱とか光の刺激によってホールを生ずることがある。

しかし実際に使われているゲルマニウム・ ダイオードや

トランジスターはこのN型,P型を接合して電位差を与

えた場合,電子はeの方向に,ホ ールは①の方向に引か

れるので,境界を通りぬけて反対側の半導体に侵入し合

うように電場をあたえた時のほうが,ず っと大きな電流

を生ずるわけである。 (ホ ールも次々と伝播すると電流

の現象になってあらわれる)ゲ ルマニウム0ダ イオード

ヤま「鉱石ラジオ」のいわゆる「鉱石」 (昔は方鉛鉱や黄

鉄鉱の結晶を用いた)で , テスターで簡単に検査 でき

る。 トランジスターはN型の中にP型をはさんだり, P

型の中にN型をはさんだりすると,狭まれた部分から出

た端子 をベース,両端 をコレクター, エ ミッターとい

う。増幅作用を理解するには真中にはさまれたベースが

真空管のグリッドにあたると考える。いずれ トランジス

ターを教材に導入しなければならないのは必至であり,

電子が動きまわるというのではなく,電場によって加速

されたり,拡散したりするし,エ ネルギー準位などの概

念も,ど うしても必要となるであろう。この方面の努力

は, こんにち,あ まりなされていない。

あ と が き

このほか近代物理学に関係するものは多い。螢光燈の

発光原理なども,ぜひふれたいものだが,いずれも説明

を避けたり,俗流化したりする傾向が強いように思われ

る。理論的にすでに解明されていることでも,子 どもに

理解させるには,あ まりにもむずかしいことも,も ちろ

ん数多くある。それらのことは,ゃはり,そのここのむ

ずかしさと,そ4に肉準レてぃった人間の真理探空Q鍵

ρ尊厳さ|そ熱ネうが書氏ム
特に近代物理学に関する部

分はまだまだ不足していることが多い。研究部会で,こ

の問題提起をした時も,「エネルギー」とい うこ とば

が,内燃機関などに附髄しているものであるという固定

概念がくだかれるまでに時間がかかった。しかし原子・

分子のエネルギーという概念もあるのだということ,こ

れが「一つのljt道を占める」ということばより「一定の

エネルギー準位を占める」ということばの方が, より適

切であり,つねに,そのような考え方から抵抗をのぞく

ように,いつも考える必要のあるということを考えさせ

られた。時間的にも,不十分であり,熟さない内容のま

ま出すことを耳きずかしく思うが,何かの素材になればあ

りがたいと思う。
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授 業 の 記 録 ==―

回 路 指 導

<ま え が き>
昨年の民教研合同集会 (南都田集会)で,無責任にも,実践もない授業案を公表していたので,本年度はその責任

を果すつもりもあって,大体その授業案 (下の照明器具の「指導計画」および本時の展開「表」参照)に そって授業

をしてみたので,その記録を一応報告したいと思う。

われわれが日常生徒に対して,どんなコトバでしゃべ り,どのような説明をし, どう授業を進めているのか……と

いう詳しい記録が一つくらいあってもいいのではないかという意味もこめて,テ ープコーダーで録音したものを,ほ

とんどそのまま文字になおしたものである。はなはだ粗雑な授業で,赤面のいたりであるが,先輩諸氏のご指導をい

ただければ幸いである。

―――「照明器具」の指導計画

照明………… 2時間

照明の原理 と方法 (放電灯 としての螢光灯の位置づけもはっきりさせる)

螢  光  灯

A 回路研究(1)… ……… 1時間

螢光灯の展開板を使って

(1)回路図と部品の照合……配線図のシンボルと実際の部品とを結びつけておぼえる

(2)回路図 (記号配線図)を実体配線図になおしてみる

(3)観察 と実習

O部品の観察 (螢光放電管……螢光塗料を一部ぬっていないものや破損した管をみせ,フ ィラメン トや

螢光塗料を観察させる。点灯・ 消灯スイッチの構造にも注意させる)

回路図に従って結線させる (わからない者は,先に書いた実体配線図を利用させる)

点検 (正 しく配線されたか否か)

。点灯・消灯をさせてみる

B 回路研究(2)… ………本時 (展開については次ぺ‐ジ表)

本時指導のねらい

① 比較的複雑でダイナミックな螢光灯の回路を理解させる。これにより,他の電気回路の理解に転移す

るような基礎的能力を養 う一助としたい。

② 螢光灯のJ点 灯の順序と点灯のしくみの概略を知らせる。

C 回路研究(3)… …………3.5時間

部品の構造とその働き,測定と′点検の方法,点灯の順序

D 白熱電灯と螢光灯の比較………… 0.5時間
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展の時本

。前時の復

習

¨̈
峙朽〕

開

。回路図を呈示して,シ ンボルと展開板

の部品とを照合させる    (質 問)

1.各班ごとに配布された展開板の結線

を回路図に従って点検させる

2.(教 師実験)点灯してみる。点灯した

ままでコンデンサーをはずしてみせる

消えない…………何故か   (質 問)

。各班毎に同じ実験を手早くやらせる

3.消 灯時の回路図を,配布したプリン

トに完成させる。 コンデンサーは書き

入れない

。生徒が作成したら,前 もって準備し

た回路図を呈示し,照 合させる

。回路図から,電源電圧を放電管に加

えても点灯しないことを知らせる

4.点 灯 SWを押して,離 してみる

。よく観察させ, SWを 押していると

きにどうい う回路ができているか考

えさせる

。起動回路に電流が流れて, フィラメ

ントが 熱せられ, 熱電子 がとび 出

し, フィラメント近 くが螢光を出す

ことを説明する

。点灯 SWを押している状態の回路図

を 作らせる。 作ったら照合 させる

(教師の呈示したものと)

5.点 灯させてみる

。点灯 SWを押したままでは放電しな

いことを知らせる。点灯 SWをはな

した瞬間 (起動回路の電流を絶つ)

安定器に自己誘動により高電圧が発

生し,放電が始まることを証明する

。点灯しているままで,点灯 SWに行

っている ミノムシクリップをはずし

てみる。各班にも実験させる

。点灯時の回路図をかかせ,教師のも

のと照合させる

6.点 灯しているものを,消灯スイッチ

を押してみる

。消灯 SWを押すと放電電流が流れな

くなるので,消灯することを話す

。このSWを押した状態の回路図を作

らせ照合させる

7.点 灯スイッチを離すと,バ ネの力で

3の状態にもどることを理解させる
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説明をきく。点灯の

ま旨導事項
 | 指 導 上 の 留 意 点

1 
予想される生年の活動

1.巡 視

SWに注意 させる

4.

。各班で も,実験 させる。 SW
を押 している状態を注意深 く

観察するよ うに指示する

。説 明はかんたんに

。プ リン トに電流の流れるとこ

ろに矢印を入れ させる

5。

。説明はかんたんに

。ミノムシクリップをはずすと

きは注意してショー トをさせ

ないように

。回路図には電流の流れを示す

ために矢印を入れさせてみる

ただし交流なのだから,矢 印

は便宜的なものであって,方

、向はサイクルの数だけ 1秒間

に変わることもつけ加える

6.

。SWの接点をよく観察させな

がら,押 させる

7.電 源電圧が フィラメン ト

加わ っても放電できないこ

1.点 検する

2.応 答 (コ ンデンサー

は点灯には直接関係の

ないことを知る)

。実験 (自 分たちの手

を通 して確める)

3.回 路図作成→照合

。注意 して観察

。説 明を聞 く

。回路図を作成する→

照合

。説明をきく

。いぜんとして点灯し

ていることを知 り確

かに螢光放電管の中

を電流が流れている

(放電)こ とを理解

する

。回路図を作成し,照
合する

。説明を聞き実験する

。回路図を書き照合す

る



。グロース

タータ式

螢光灯

。点灯の順序,回路図と展開板を使っ

て,も う一度要領よく説明する

8。 点灯 SWの かわ りに点灯管をつない

でみる

。点灯管のしくみを簡単に話し,点灯

管が点灯 SWの 役割を果すことを知

らせる

9.消 灯 SWを押す→消灯→離す (又 点

灯)

。この実験から,点 灯管を使った場合

は,バ ネのついたスイッチでは消灯

できないことを知らせる→どんなス

イッチを使えばよいか

。消灯 SWのかわ りにタンプラSWに
つないでみる。点灯,消灯してみる

。回路図を書かせて照合させる

。 次時の予告をする

を再確認する

。手動式と関連づけて説明

。生徒 も実験させる (電源プ

ラグを抜いて結線させる)

。グロースタータ式は 1つの

スイッチで点灯と消灯がで

きることをはっきりつかま

せる。

電源

(説 明用の図)

順序をよく理解する

ように努める

。説明を聞き,実験す

0

。応答      ・

。結線と実験

。回路図を書き,照 合

する

<授業の条件>
。場所…………技術室 (木工工作台使用)

。班…………… 6班編成 (1こ 班 6～ 7名 )

。準備したもの

各班に螢光灯展開板 (第 1図参照)1個,ほかに教師

用 1個。生徒用

のものは未完成

のものあり,回

路図のプリント

(第 2図参照)

1人 5枚ずつ

。本時の授業の位

置と内容 (前示

の指準 キ画参照)

本時は 3.4校時

第 1図 連続授業の4校時目。 3

校時目に回路研究(1)を 約

45分で終了し, 3校時終

了のベルと同時に本時の

授業を開始した。 3校時

に正しい結線をさせて,

そのままにしておかせた

ので,本時では,展開案

の 1の項まで省略して,

西洋紙1/4大 に印刷

第 2図

す ぐ2から入った。

。板書事項

授業開始前

で

に

い

ク

み

か

一
す

に
　
ｏ

ヨ
の

時

の

チ

板

校

も

赤

黒

３

た

ｒ
ｌ
り
‐
ｌ
ｔ

①

②

③

④

消灯時の回路図

をかけ

Klを 押 してい

るときの回路図

点灯していると

きの回路図

点灯しているも

のの,K2を押し

たときの回路図

②

生徒に渡したプリントと同じものである。これに実験

が終って,生徒がプリントを提出した後に, SWや電流

を示す矢印などを入れて,解答し,説 明に使った。

<授業の記録>技術 3年男 (CD組38名 )

◎授業の内容……螢光灯の回路 (3校時に続いて実施)

T ええとそれではね, これから実習をやるわけだけれ

④

螢光放電管

電 1原 AC.

1・ 勝手に

2.シ ョ_

電源を入れな

卜させない

「
嘴
―
～
‘

Ｆ

一



Ｐ

　

Ｔ

T

Ｐ

　

Ｔ

ども,今言ったように (前の時間に)勝手に電気を

入れなということなあ,それからもう一つはショー

トしないようにやってもらう。

′ヽアィ /

ええ,電気の実験の場合にはね, この 2つはね,非

常に大切なことなんだ。

ハイ

それではですね,最初にまあさっきのつづきだから

前の方はちょっと省略して (下線の分部はひとりご

と)こ れをみて下さい。これを/(教師実験)こ う

い うふ うにしてつ く,いいなあ……,こ のコンデン

サーが入っているわけです。コンデンサーがここに

ついているなあ……今このコンデンサーをはずした

をよ

ずしたら何がわかった ?

ついでいる,関係がない (日 々にい う)./

今完全にはずしました。消した。もう一回や ってみ

ます。つ く……とい うことはどういうことだ ?

コンデンサーがなくてもつく。 コンデンサーは関係

ない (口 々にい う).

コンデンサーがなくても,螢光灯はつ くんだとい う

ことだ。これが一つわかったゎけです。コンデンサ

ーがちゃんとついている班はコンデンサーをちょっ

とはずして同じような実験をや ってみて下さい (生

徒実験).(一部の班に準備の関係でコンデンサーに

リー ド線のついていない班がある)

どうだ ?

つきます。

はい, ついたな。 それでは 今渡 している プリント

(図参照)にね, この 1番 (板書 してあるc別掲参

照)消 えているときに, どうい う回路になるかとい

うことを完成してもらう。こうい うプリントが渡っ

ているわけだな (Tプ リン トを示す。授業開始前に

配布済 )

′`イ

で, コンデンサーは関係のないとい うことがわかっ

たから, これは消します。 (消 す,板書の回路図の

コンデンサーを消しながらい う)

消す とい うが君たちのは始めから印刷されていない

わけだな。始めからな。で, SWが どぅなっている

かとい うことを書きこめばいいわけです。 SWね。

SWの書き方はね,ま あ簡単にはこのように書いて

下さい。消灯用のSWは このように上にね (板書す

る)点灯用はこのように。それから, もし消えてい

るとき, ここにくっついているならこのように (点

灯 SWの ところに 轟 、こ書いてみせる)消えて

いるとき離れているならこのように (同 じ点灯 SW
のところに よ に板書してみせる)。 ここをよく

みてね (展 開板の SWを示 して)そ こ !消 してSW
の状態をよくみてね。 (つけっばなしの班に怒鳴る)

(生徒プリン トを書 く)

班の名前 と自分の名前を書いて,班毎にまとめて出

して下さい。はい,じ ゃ書いたら出して下さい。班

でまとめて,こ こが くっついているかはなれている

か。はっきりわかるように書 くんだぞ。 (SWの と

ころを示して)

はい,今やっているのは 1番なんだぞ,早 く出せ。

他人のをみないで !

はい,そ この 6班出したか,思 ったとお り書け,思

ったとお り書いて出せ。

はい,全部日1し たね。それでは解答します。で, こ

うい うふ うになればいいわけだね (予め板書してあ

るFI路 図に SWを記入する)あ の,点灯用の方は離

れている。消灯用のものは くっついているね。P.

オー (で きた生徒の一部が喚声をあげる)それで ,

今ちゃんと, このように電源につながっているわけ

だな。電源につながっていてもつかない。で, この

電源 にもし, ふつ うの電球 をつないだらつ くだろ

う。 コラ ! ふつ うの電球をこれにさしたらつ くは

ずだなG何故かとい うと, ここに 100Vがかかって

いるわけです。こういって, ここに (放電管を示し

て)100Vかかっているから,ふつ うの電球ならつ

くはずだ。ところが螢光灯 とい うのはつかないとい

うことだね。ええとそれではね,次に 2番 目に入る

わけですが, こうい うことをやってもらいます (教

師実験)。 ショー トさせないようにして, これを押

す,離す。……・ね。押しているときはつかないでし

ょうc押しているときにはつかない。離せばつ く。

だから, 押しているときと, 高Iし たときは, ど っ

か違っているはずですね ! で, この 2番目はそこ

に,つ まり点灯用のSWを押している状態で, どの

ような回路ができているのか,こ れを考えて,み ん

なのプリントに書いてもらいます。………これを押 し

ているときは一体どうい う回路ができるのか。そこ

で,ど こを電流が流れるのかをはっきりさせるため

に,電流の流れる方向に矢印を入れてもらいます。

た とえば,こ ういうふ うに (板書する)。 ……点灯

SWを押しているときの回路図を書いて出してもら
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Ｐ
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T

う。これが 2番。 (生徒実験をする)

ところどころに矢印を入れないとわからないぞ。そ

してこういうしるしもいれてよいね。全体が光るな

ら全体に,一部が光るなら一部にしるしを入れると

よいね  (電
―   のように板書してみせる)

はい,できたら出す。……流れるところに矢印を入

れるんだね。交流だからこう流れたり,向 きがしょ

っちゅうかわっているわけだけれども (板書の図で

説明する)ま あ今のところはわかりやすくするため

片方だけ矢印を入れる。本当は,こ う流れたりして

いるわけです。50c/sだ から1秒間に50回 ずつ方向

がかわるわけです。

はい。書いたら出す。   ・

はい, それで:ま ′ 2番 目の解答をします。 2番日

は, ここの消灯 (SW)の ところはくっついてい

る。それから点灯 (SW)の ところもくっついてい

る (板書する)(P,喚 声と拍手)そ うですね。そ

して回路はこういうふうにできるんだから,(電流

は)た しかに,こ う流れ,こ う流れ………そしてこ

うくるわけですね (板書した回路に矢印を入れる)

(P,拍手)そ して,こ ういう方向に矢印を書いて

もよいですよね。 (矢印を反対に入れてみせる)こ

れは交流だからどっちでもいいですがね。

ここだけ熱せられて,熱電子がとびだして, ここ

だけから螢光がでているわけです。このフィラメヽ

卜のまわりだけから螢光が出る。真中は光っていな

い。だから最初のボタンを押しているときは,こ う

いう回路ができているんだということですね。次に

3番 目ですが (教師実験), こんどは, これを押して

離した。そしてこうついているときには, どういう

回路ができているんだろうかということだ。………

どういう回路ができるんだろうかということだ。は

い,ち ょっと考えてみて下さい。こことは (2番 目

の回路図を指す)違 うハズですがね。今と同じよう

なや り方で回路図を完成して下さい。 (生徒,実験

をする)

ついているときは, どういうふうか, SWは どう

か,電流はどのように流れているかc

はいそれでは,全部そろったから,解答。 3番。つ

いているときには, もちろん,点灯SWは離れてい

るわけだな(板書).点 灯SWは くっついているcこ

れはまずよい。そして電流はですね, こう流れ, こ

こを (放電管)を直接流れます。こういうふうにな

(中 ~~昨  のように板書)(P,喚声と拍手)ど う

して,こ れがわかるかとい
、キi/汚

この中が,全体

がこう光ちていますね (⇒   章 のような板

書,前の回路図に)だからたしかに管の中を流れて

いるんだということがわかる。で,も しですね, こ

電管の中を電流が流れているとすれば, ここの部分

の放がいらないはずですね。いらないはずだな。うん

だから,ち ょっと実験をしてみます。この黄色い線

がきている方が点灯SWですね。ここにいっている

線をはずしてもどうだ/こ のりくつからいえばどう

だ/

つく,ついている。

消えないはずだろう,なあ栗原 lcち ょっとやって

みます。ハイ,な るほど消えないね。なるほど消え

ない。はい消えませんね。だから,こ のところは電

流が流れていないということがわかるわけです。も

し, ここのところを電流が流れているとすれば消え

るはずですね。そのかわ り,今度は消灯SWを押す

と消えますね。今度はここ (点 灯SW)を押してつ

くかつかないか !(教師,実験しながら説明や質問)

つきません。

つかないということだな。つかない (点灯SWを押

してみせる)。

はい,君達もやってみろ,手でふれても片方だと

大丈夫だから (生徒実験).

はい, それでは, 今実験したと思います。 もう少

し, これについて考えてみよう。一旦ついてしまえ

ば, この点灯SWはいらないけれども,消 してしま

えば,つかない。はずしてしまえばつかない。 (再

び点灯させることができないという意味)だから,

これはやっばり, どうしても必要なものだというこ

とがわかるわけだね。つけるためには。

しかもここを押している間はどうだった。………

ここを押している間はつかないだろう。この両はし

だけ光って,つかない。これを離すとつく,す ると

離したとき何かがあるんだなということがわかるだ

ろう。いいか。ここを,点灯SWを押しているとき

にはここしかついていないでね,離したときつくと

いうことは高値したとき何んかが起っているんだなと

いうことがわかるだろう。その何かというのは,こ

の間もちょっと話したように, ここを離すと,一旦

回路が LT」 れるわけでしょう。完全に,一旦電流が流

れなくなったわけです。そうすると,こ の安定器と

いうのは, コイルですから電流が断たれると,それ

に負けまいとする反対の大きな電圧がでてくる。い
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わゆる高電圧がこれにかかるわけです。そしてはじ

めてつ く。こうい う現象が起るわけです。だからど

うしても,こ れを押 して離す とい うことが必要なわ

けです。このままだってね,消 えた状態でも, ここ

に (放電管)100Vがかかっているわけです。 とこ

ろが 100Vでは 放 電 が 起らないんだとい うことで

す。な !こ の消えた状態, 1番の状態でも,こ こを

(吹電管)流れる気になれば流れるはずだぞ。この

回路 からいって, なあ。 この消えている状態だっ

て, ここのついている状態 (回路)と なんら変 りが

ないでしょう。 いいか ! 1番 と3番 は 同じだろ

う。このSWは ,ど っち (の 回路)も くっついてい

るし, この SWは 離れているし, 同じでしょう。

なっ消えているときと,ついているときとは,回路

はまったく同じなんですよ。ただ, どうして片方は

消えて,片方はつ くのかとい うと,今い った よ う

に,一旦ここに大きな電圧をかけないと放電ができ

ないんだとい うこと,で,それをつ くるのが安定器

で,それをつ くるためには, この点灯 SWを一旦離

して,電流を切る必要があるんだ。このへんがちょ

っとむつかしいところだから,又後でも話をしたい

と思います。

それでは,次の 4番目の実験をしてみます。君達

のものは,今つけてみて下さい。はい,そ して,つ

いていたやつを消して,ボ タンを押していたときの

回路図を書いて出して下さい。

はい,全部出した ? はい,それではこの解答を話

していきます。これは点灯 SWは もちろん離れてい

るわけです (板書)。 で, ここも?(消灯 SW)

離れている。

離れていると (板書)―・…でね, こういうふ うにつ

いていたやつを, 一旦消灯 SWを 押す。 そうする

と, どうだ,回路は ?

切れる。

回路は切れるわけだな。切れますから,こ んどはど

うだ ?

消える。

消えるわけです。消えれば (消 灯 SWを離せば)今

度は,こ のどの図にもどるわけだ ?1番か 2番か ,

3番か ?

1番, 2番 !(1番の声多し)

うん, 1番の図にもどるわけです。 1の 図と3の 図

は同じなんだけれどもさっき話したように, 100V

だけでは,こ れはつかない。こうい うわけです。だ

4θ

から, この押しボタン式の螢光灯はですね,こ うい

う, この状態をくりかえしているわけです。ついて

消えるという場合にこれをくり返しているんだ。回

路はそれぞれかわっているわけです。こうなってま

たもとにもどる。 1→ 2→ 3→ 4(→ 1)と いうの

をくりかえしているわけです。いいですか,だから

消えている状態,点灯SWを押している状態,それ

からついている状態,消灯SWを押している状,態

それから離した状態,回路はこのように 4つに変化

しているんだということ。

それでは,次に押しボタン式螢光灯の次に点灯管式

螢光灯の回路を考えてみよう。点灯管式螢光灯の回

路図,点灯管というのはこれです。これね (実物を

示す),これを又グロースターターという。グロース

ターター (板書する)。 ええ, 回路図にまあ, この

ように書いて下さい。 2本ね, これは回路図に書い

たように, ここは今まで何だったかというと?

点灯SW(一部の生徒)

点灯SWの ところでしたね。ここが点灯SWの とこ

ろだったな。

ハイ

だから,点灯SWのかわりに点灯管をつないでみれ

ばよいわけです。ハイ, コラ ! この点灯SWに行

っている線をはずして,点灯管につなぐんです。今

ちょっとやってみますから。 (教師実験)

ハイ, こっちをみろ ! 今この点灯SWに行ってい

る (線を)かわりに,点灯管につないだわけです。

点灯SWのかわ りに′点灯管,ハ イ !

オオ,ついた ! つく,つ く。

ハイ, もう一回やるぞ。ハイ,今度はプラグを入れ

るとすぐつきます。点灯管のある班はやってみて下

さい。 (生徒実験)(P,つ いた,ついた)

ありません。

君たちの 5班だけないな。君たちは分散して,他の

班をみろ。

ハイ,そ こ,いいか? 点灯SWのかわりに点灯管

だぞ。

(い らないところも,はずして,わからなくなった

班もあり)

ハイ,そ こうまくいったか,そ こはどうだ,そ こは ?

ハイ, まだ, うまくいっていない班もあるようだ

が,今, 点灯管 をやってついた。 消す場合に, こ

こ,消灯SWを押してみて下さい。押すと……どう

だ ?

T
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消える。

消える。そして離せば ?

つく。

離すと又つく。だから, この結果どういうことがわ

かるかというと,こ ういう押しボタン式の消灯SW
では,役に立つか,立たないか? どうだ !

たたない,役に立たない。

役に立たないということだろう。消すときはいつも

押していなければならないから,それでバネの力で

すぐもどらないような,そ ういうSWを使えばよい

ということになるわけだ。ハイ,それで,電源プラ

グ (差込プラグ)を抜いて消します。そして,こ の

消灯SWを タンプラSWにかえてもらう。タンブラ

SWにかえてもらう。 (生徒実験)

ハイ,いいか,そ うなればね。教室にあるような螢

光灯と同じになるということだ。全くね。で,そ こ

の入日のタンブラSWをやれば,ついたり,消えた

りする。それと同じことになるわけです。 (教師,

点滅をしながら説明)。

ハイ, それでは, できたなら, 点灯管式の 回路図

を書いて出す。これはもう解答はできてしまったが

(回路図はもう板書してある)

それなら出さなくてもよいでしょう。

ああ,勉強のためだ,ち ゃんと点灯管式螢光灯の回

路図と書いて出せ。

ハイ,すわれ。全部すわれ。で,今やってもらった

ように, この点灯管式の場合でも,点灯管というの

は……いいか点灯管式の場合には,押 しボタン式の

点灯SWにあたるのが,点灯管。いいな。だから,

これがつけるときにだけ,自 動的にやってくれるわ

けです。なぜ自動的にやってくれるかというと,中
を観察するとわかるが,中がこのようになっていま

すね (板書,略図をかく)こ のように,そ してSW
を入れたとたん,こ のような状態になる。 2番 目の

状態になるわけです。わかるな。SWを入れたとた

ん, このような状態,こ この間を,あ とでくわしく

話しますが,グ ロー放電というのが起って電流が流

れる。するとこれがバイメタルですから, これが熱

のために伸びてきて, くっつく。くっっぃたときが

ですね, この状態になるわけです (2番を指して)

SWを入れればここがピヵピヵッと光る。そのとき

は一応ここは電流が流れているわけですが,こ れが

くっついたときが………バィメタルがくっっぃたと

きが,本式にこのような回路になる。ところが,こ

れがくっついてしまえば,こ んどは放電がやみます

から,だんだん (バ イメタルが)さ めてくる。さめ

てくると,こ こがはなれる。はなれた瞬間が一体ど

になれるかということだ ?

P 3番, 3番 ./

T 3番ですね。はなれた瞬間に一旦回路が切れる (開

く)わけです。押しボタン (点灯SW)を離したと

きと同じになるわけです。そして, ここに高電圧が

発生してつく。こういうことです。だから一旦つい

てしまえば, これもやはり同じでね。点灯管にいっ

ている線を離してもつきます。点灯管にいっている

のを離してもつく(教師実験),い いですか,だから

点灯管というのは,こ の押しボタンで押して離すや

つを自動的にやってくれるものだということです。

T ええ,今 日は非常にもりたくさんだったから,なか

なか, よくわからなかった人もあったと思います

が,家に帰ったら,も う一回この順序を考えてみて

下さい。来週はもう少し, くわしく,つ く原理など

話してみたいと思います。それでは終り !

(注)と (反省)

1.以上の記録では,授業の流れに直接関係のない発

言や対話は省lleし てぁる。たとえば,机間巡視など

で行った個人 (グループ)指導,作業の指示 (く り

返して発言したもの),生徒への叱責などである。

2.こ の授業では正味60分を費いやしているが,も っ

と短縮できる部分もあった。27分のところで教師用

の実験セット (展 開阪)の ミノムシクリップのハン

ダづけした部分の断線で一時教師実験ができなかっ

た (約 3分 )。 50～57分のところで,点灯管の保持

金具の接触不良で点灯しない班があってその調整を

したり,消灯SWにいっている線をタンブラSWに

つなぎかえる部分ができない班があったりして,グ
ループヘの指導に非常に手間どったためで,順調に

いけば,54～ 5分で終ったと思われる。それにして

も,時間的にややムリな授業案であった。

3.展開板など教材教具の準備が間に合わず不十分で

あったこと。

4.かんたんに説明しょうとして,かえって正しくな

い,不用意なことばずかいがある (教材研究の不十

分さの暴露 でもある)。 ふだえ′のままの授業 なの

で,自 分の立てたプランを自分で十分消化していな

か っ た 。

(岩 手県釜石市甲子中学校)
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“
ⅢⅢⅢ‖ 全国教研レポー トから

現 場 の 実 践 に学 び

家 庭 科 教 育 の 本 質 を 探 る

今次は “現場の実践に学び家庭科教育の本質を探ぐる"と いうテーマにもとづいて,各地からたくさんの

実践報告が出されました。 そのため本質を抜きにして, 既成教材を細かく分析し, ていねいに指導した例

や,休養着に,和服をやめてパジャマにしたことが自主編成であると錯党したり……など,どんな子供を家

庭教育では育てようとしているのかが明らかでないために,文部教に さして変わらない実践が意外に多か

ったようでした。

しかし,その中にも家庭科の本質を探 ぐりながら一応体系的にとらえようとした注目すべき実践がいくつ

かありますので,今後の実践研究の一助にしていただけたらと思い,数編を本誌に掲載することにしました。

各地のサークルではぜひとり上げ批半1検討をしていただきたいと思います。 〔研究部〕
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保 育 に つ い て

○話しあわれたことがら

基本的には男女に分ける教材ではないが現実は ?

低い関心度を高めるには保育園の参観,幼いころのrF

文,父母の話,近所の子どもたちと接する。

発達段階として予L児―幼児.

<実践記録>
1.題材「保育日を観察して」

指 導 内 学 習 活 動
|

岩手県禾口賀サークル

2 学年 3年生女子 46名

3.所要時間 2時間15分

4.本 時のねらい 観察にもとづき,日児の生活の一

端の実態を各方面から自由に話し合いその中から幼児

の特徴を思い出し,又保育の意義を理解させ,家庭生

活が幼児の′い身の発達に深い関係をもつことを知らせ

今後弟妹の生活に協力するよう目ざめさせたい。

反 省 及 び 評 価

導

入

1.前 時の事を

想像 させなが

ら話 し合 う

前時幼児を観察 した

ことと文章表現した

ことを思いおこす。

運動,生活態度,言

語,衣 服,習慣 と各

方面からの観察ぶ り

をおのおの発表する

身近な幼児の心身の発達と成長を観察して

思ったことのいっさいを話 しあえる態度

おのおのの発表の共通点から幼児の特徴 を

理解 させたい c

気づいた ことから幼児教育の重要性を理解

させる (特 に習慣 )と 同時に保育が家庭生活

で重要な位置を しめることに気づかせたい

幼児を幾分理解 したと

い う態度が見られるか

(生 徒の中には観察前

後の考え方に変化が

見 うけられた )

保育園の実 |

態の話 し合い
|

次時予告終 1発

結

展 幼児のせわをするためには幼児の精神,身
体的発達段階を知 ることが適 明な幼児のせ

わの根本であることを知 らせたい。

幼児に対する関心度が

わいたか



<資料> 実態調査用紙・乳幼児掛図・作文・ 教科書

保育園を観察して感じたこと

CI 服装はどんなものを着用していたか

1.身軽,2.活 動的,3.ょ ごれてもよい布型のも

の,4.子 供らしい,5.色 彩があざやか,6.制 服

7.ぬ ぎ,着に簡単なもの

C 遊びはどんなものをし́ていたか (内 と外にわけて)

(外)す べ り台, ジャングルジム, 砂 場, おにごっ

こ,絵かき

(内)積 木,人形,おにごっこ,ま まごと,ボ ール投

げ,本よみ

(そ の他)黒 板, オルガン,絵本, 輪投げ, ゴムま

り′ピ・ ―′しひも

0 遊びの中から年令をみわけることができたか

見わけられた  11
わからない   15

だいたいわかる 16

5才以上ならわかる,それより少ないとわからない

1

何でわかったか (言葉,体格,歩 き方,発育)1
月ヽさい子供クまどよく動 く                1

年令の少ない子供は大きなおもちゃ (すべ り台)で

かたまって遊んでいた            1
用具が不足していたように思われるが,あれでよい

か, もしはしいとすればどんなものか

あれでよい     10
ブランコ,シ ーソー,なわとび,遊動木,水遊び用

具,の りもの,1をを広 く

自分が想像していた幼児と実際に見た子供 とどうち

がったか

おとなしい  ・ おなじ遊びをしていない ・ うるさ

・ かわいい ・すなおだ  0ふざける ・元気だ

意外に小さい 。おのおのの行動が異なる 0のび

のびしている ・ ほがらか  ・ 人なつこい ・年のわ

りに物わか りがよい ・ (集団の力のあ りがたさがわ

かる) ・ ぎょうぎがよい 。あまり物事に動じない

・一人で道ばない ・ tt像通 りだ 8名

C 集団生活をしている子供にあらわれた牡:徴

・先生の話しを聞 く ・少々では泣かない 。人の前

に出ることをはずかしがらない 。人をあまり困らせ

ない  ・ あとしまつをきちんとする 。けんかはしな

い ・清けつの習慣がついている 。きまりを守る

・ 自分勝手な行いができない ・ 仲よい ・ しつけが

きちんとでき,き まりがある ・ 男女の区別をしない

0家にいる子供よりはっきりしている 。互いにゆず

りあ う ・ 事故がない ・ (自 分たちとは比較になら

ない)

C 幼児の生活の中で,先生の苦労はどんなところで見

られたか

・ 子供の特徴をつかみそれに合 う話し方をヒ́ている

・個々の性格を短る ・ いいつけをきかないときやさ

しくしながらしつける ・集団生活になれさせる
.0

危険な遊びをさせない ・多人数を統率すること ・

仲よく一 日が楽しく過すように ・先生の日から出る

言葉 ・ 顔色  ・ 施設の物をいたずらしない ・ 子供

から目をはなさない (細心の注意) ・ いいつけを守

らない  。了イtに やさしさの中のきびしき

C 観察の中から子供の本体を見きわめることができま

したか

。かげひなたがない ・ むじゃ気  ・ 一日中あばれて

空腹,すいみんで暮す  ・ 大人になるための準備期間

0日 の前にこわいものはない ・ あばれる ・ 自由に

な りたい 0食べたい ・利己的な考えが多い ・ う

そは知らない ・遊びが中心である 0男 女の区別が

ない

C 幼児の生活態度を見て家庭の様子がわかるか (わか

るとすればどんな点で)

わからない 12人

1.言葉,2.服 装,3.行 動,4.清 けつの習慣

5.後 しまつ 6.っ くろいをきちんとしてある 7.

あそが明かるさ,8.積 極的な仕事の手伝い 9.ヽ ヽ

たずら,10.あ まやかし (い ばる)11.い じわる,

12.泣 き虫,13.せゎゃき,14.多忙な家庭の子供は

あまり友達をもっていない (放にん),15.行儀,16.

けんかの相手にならない,17.大 人くさい,18.洗た

く,19.明かるい円まん

⑩ 私たちは幼児に対して現在どのようにしてあげたい

か

。外出のときはつれてあるき,社会の見間を広めたい

。できるだけあまやかさない 0は っきりした子供に

したい eF」造性の強い持主の子供 (豊富なあそび用

具を与えたい)0な るべく自分の知っていることを知

らせたい ・習い事をさせたい(絵 )・ 規律正しい生活

をさせたい o集団生活を経験させて,意見を発表で

きる子件にさせたい ・高い教養を身につけさせたい

。友達を多くもたせたい ・ 明かるくすなおな子にな

るようにいるいろ世話したい ・ なんでも一人ででき

C

⑤



る,実行力に富む子供にしたい

⑪ 子供に適する衣服はどんなものがよいか

色……よごれの目立たぬもの,青,黄,明 るい色, 日

立つ色形…… 0すっき りしている 。フリルをつけ

る ・ゆったりしたもの (ヨ ーク) ・すっきりする

色 ・保育園での制服 0ゴムテープを禾l用 したもの

・ ポケットを多くつける 。活動的 ・前あき ・洗

たくに耐えるもの ・身体をすっぽりくるめるもの

・ かんたんなもの ・かざりをつけない ・子供の特

徴を生かせるもの ・ぬぎ着に便利 (一人でできる)

・ いらないかざりをつけない (え りなし) ・丈夫な

布

⑫ 今弟妹がふえたとすれば (幼児)お世話しょうと思

いますか

0する         27
0は りきってする     4
。しない         6 理由 (受験のため)

・いまはしない      1
0い くらかする      6 (3～ 4才なら)

・おむつをしないのなら  1
・ しかたがない        1

⑬ 弟妹を欲しいと思いますか (観察の中から)

欲しい         22
欲しくない       17
(姉兄の子供がいる)   5

⑭ 園児によって自分の幼少のころを思い出すことがで

きたか

思い出した        26
感じない        13
わからない       1
0お もしろくなつかしい,又幼少にかえりたい

0自 分の育つ時は保育はない (何 もわからず老人のし

つけで入学した)

幼少時 (自 分)の ことを開いてみたくなった

ま と め (反省)

中学生の思考過程から分析して,今 までの講義中′らの

授業の技術で果たしてその効果が上ったかを反省する必

要がある。一般に関心度の低い生徒に又反応の少ない子

供らに学習は成立しないというところから,理論学習に

入る前は観察を通して幾分なりとも知識を得ることによ

り,本格的な授業の受けとめ方がちが う (こ の事実は生

徒の作文の中から)。

いかに保育が重大であるかを認識させるには,実際の

観察の中から直接接し,ま た観察し子供の本来の姿,実
態をある程度理解し,それを幼児にまで発展させて考え

る。思想的な能力を育てる指導が必要であって理論のみ

でまた教科書内で説明して終るようでは,生徒を学習ぎ

らいにおいやる原因ともなる。

1司 食物学習で生徒は何を学びとったか

は  じ め に

この実践は,第13次教研で提案した「家庭科研究の原

則的視点」にもとづいて試みたものである。

さきに, 日教組中央教育課程研究委員会家庭科部会は

家庭科教育の主要課題として,

(1)家庭科は,自然科学や社会牟[学の諸法則を,生活

現象の中でたしかめることによって,国民生活にお

ける人間性疎外 (生活の歪み)の実態をつかみ,そ
の解放のためにたたか う力を育てるものでなければ

ならない。

佗)家庭科は,手労働やさまざまな作業をとおして労

働の価値をしり,集団化を阻む要因を克服し,集団

における協力を学ばせるものでなければならない。

(3)家庭科の学習は, 子ども自身の 生活を 出発点と

4`

子曲
（

田禾ロ

し, 民主主義の発展をめざす 地域や家庭 と提携 し

て, これをすすめなければならない。

(4)家庭科教育の成果は,教師の個人的な努力や能力

によって保障されるものでなく,教師が意志を統一

し,学校ではたらくすべての労働者の連帯を基礎に

して学校集団を組織 し,教育闘争に参加することに

よってはたされるものである。

この原貝1的視′点を提起したのであったが, この仮

説を検証するためにわたくしは,次のような実践を

行ってみた。

実 践 の 概 要

1・ 対象一→第 2学年女子生徒全員約 150名 (5学級 )

2.期間一一昭和39年度第 1学期 (約24時間)



労]経3.科目一→家庭一般 (食物領域)

4.家庭科教育の出発点である生徒自身の生活はどのよ

うであるか。

。東京山の手に居住する小市民層に属し,比較的経済

条件にも恵まれ, 親の学歴も高いが, 一般に現実

的,利己的傾向が強い。

。いわゆる有名校の生徒という意識はかなり濃厚であ

るが,ア チーブ体制のもとで断片的注入教育に歪め

られ,物知 りのアホともいうべきなかば思考放棄 ,

主体性放棄の傾向がある。本校ではこうした傾向か

らの解放を重視して指導しようとしている。

。女生徒のほとんど全員が進学希望であり,学習は英

語,数学などに傾斜しがちで,余暇が少なく労働か

らも疎外されており,生活経験に乏しい。このため

もあって家庭科に対しては,実習の希望が圧任1的で

ある。しかしそこには,自 己回復の要求とあわせて

現実逃避の姿勢が見られる。

0マ スコミの強烈な攻勢のなかで,商品偏向の態度が

強く,生活に対する固定観念があって,こ れを客観

視することがむずかしくなっている。

5。 現場実践の視点

イ 現実における労働からの疎外や,功利的個人主義

6.授 業

的な学習態度をのりこえるために集団的な 験

を与えたい。

口 その経験のなかで自然科学の生活への適用や社会

法則を明らかにし,生活と学習の乖離に気づかせた

い (科学と生活の接′点を明らかにし,学習の目的を

ただしたい)

ハ 調理手法を発展的にとらえることにより,女の歴

史や民族課題を知 り,それとの対決を通して現代の

国民生活をとらえさせたい。

二 低所得と商品攻勢の中で荒廃している東京の食生

活や人間性疎外の事実に気づかせたい。

ホ まず体験 (感性的認識)ついで理論学習 (理性的

認識)と いう既に確かめた教研の成果を生かして,

まず実習一→ この中では主として自然科学的側面

の検証をする。

ついで理論化,あわせて課題を与えて,集団討議:

をさせ, この中から社会科学的側面の認識を高め

る, という教授・学習過程をとる。

へ 生活を守るために国の内外で婦人や教師集団がど

のように闘ったかを知らせることにより,現実の矛

盾克服や婦人解放への展望を持たせるように試み

る。

の 展 開

授業は週 1回 2時 間つづき。女子のみ全員必修男子はこの時間に芸術。学級定員約30名 調理室は昇降口を
改装 して代用。調理台 6,流 しと水道・ ガス管があるだけ。

○食物学習についての学期の予定と主なねらいについてのこちらの考えを知らせる
○生徒の学習経験と学習の希望を書いてもらう。
○実習当番の設置事情とその任務について。

炊きこみ五日めし 実習 (多 糖類)粒状 (加 熱)

一―①伝統的な雑炊手法として ②生徒の実態を知ること一一

手打五日うどん 実習 (多 糖類)(粉 状)(塩析 粘性)物理現象
――灌類の手法と日本産小麦の特長,粉つ くリーー
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5

oAの点検 (発表と討議, まとめ)

○調味と生理的意味 (塩・ 甘 0酸・ 旨・ 幸)

○製類の原理
○研究課題 B ①小麦の需給 CMSA協 定

マフィン, レモンティー実習 (多 糖類)(粉状)

一―手法上での知との比較,輸入果実 (レ ーズン
――添加剤 (化学物質)一―

・ 輸入食糧問題――
(膨化調理
,レ モ ン

)

OBの 点検 (レ ーズンや レモ

○膨化の原理 と生理的意味
○粉食の歴史 (パ ソと うどん=匡1内 産小麦 と輸入小麦 )

○研究課題 C よせ もの教材選択

ともあわせて)

たんばく質)(溶液)(凝 固)

卵から二つ選んでつ くる一―
よせもの自由教材実習
――ゼラチン,寒天,

(二糖類 ,

でんぶん ,

1  8
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(コ ロイ ド,ゾ ルとゲル)

既習の手法を応用 して 800cal をみたす調理を計画せよ。ただし,調理時間は 1時間と

Ю (備考)よ せ
〕王里 ,

ものの次に果実酒の実習を予定
のみものの生理的意味,ジ ュー

していたが,時 間が足 りないので省いた。ここでは醸酵の原
ス (合 成食品)の 問題性などを取 り上げようと考えていた。

nl o800calをみたす自由教材の実習
○合評会 (栄養価,材料費,学習

(自 主的学習の展開と一学期のまとめとして)

(集 団)体制など)

○糖質食量態の発展
OCal所要領の意味 (ワ ル

○国民の Cal摂 収の実態

ソーゲットーの話)

(総量と構造)と 食物費について

7.生徒は何を学びとったか

I Lttr輸
魔鷹嘉轟 蓋 こ鳳 〔

「
菰 丁施 薦「[孫裏 :

|よ 。

5つ とりあげて列記せ }
`

多い項目の順に (数字は対全員%)

(  Calを とることの生理的意味がわかった。

1 旨   ∴littT∫寛
つ`だ

1  日本人の栄養問題,食生活の歪みを事実として知った。

1  100calを とるには10円 かかる (現在の物価で)と いうことがわかった。

加熱による澱粉の分子構造の変化と,その生理的意味がわかった。
Cal源 としての澱粉の価値がわかった。

調理における科学の適用を知った。 (膨化, コロイドなど)

まぜめしに調味するわけがわかった。 (水分滲透圧など)

調理の生理的意味に気がついた。

調味の生理的意味を知っておどろいた。 (体液濃度など)

計量することの意味がわかって,今 までの疑間がとけた。

食品の性質や栄養価について (事実として)知 った。

調理学習と家庭での調理のちがいがはっきりした。

米不足の事実から台所が社会につながっていることを知った。 (農業政策,M.S.A協定など,

調理労働の負担を実感として知 り,家事労働の矛盾,女子差別など考えさせられた。
グルニプ学習によって互の協力や家事の相違などを知 った。

食型態の発展は面白かった。

新 しい調理手法を知った。

うどんつ くりをはじめて経験して面白かった。

食餌の外見と内容の相違がよくわかった。

♂
噺
繭
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一

一前表でもわかるように,生徒たちがわかっていること

は,「食生活の実態と歪み」「調理における科学の適用」

「食品や調理の生理的意味」「食糧問題」「家事労働の矛

盾」などのほか,「調理学習の目的」や「集団的な協力

の価値」などにも着眼していることが知られる。

また,「――の意味を知った」の回答が圧倒的に多い

ことから考えても,現在に至るまでの家庭科学習がいか

に「本質ぬきで進められてきたか」が実証されている。

なお,第二学期に至って,こ うした学習をさらに進め

た結果,学園祭の研究テーマの中に「家庭科の女子必修」
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や「女子教育問題」がとりあげられ,それは「差別問題

研究会」として根づくまでになっている。

そのほか11月 の授業では,生活の矛盾の実態やその根

源がどこにあるかはよくわかったから,わたしたちは一

体いま何をしたらよいのかを教えてくれ, との学習要求

が出て,話 しあいをするまでになっている。もちろんこ

うした動きは,学校全体の積極的な教師集団,生徒集団

の活動に支えられてきたものであることはいうまでもな

い 。 (都 立戸山高校教諭)



――…… 海 外 資 料

ソビエ トにおけるプログラム学習 (1)

現在,ア メリカはもちろんのこと, ドイツにおいても,ま たソビエ トや東欧諸国においても,技術教育に

プログラム学習をどうとりいれるかについて実践的研究が進められ,プ ログラム学習の効果とその限界が検

討されている。わが国でも数年来,ア メリカの “プログラム学習“論がとりいれられてきているが,技術教

育にかんしていえば,皮相的な “導入
｀

とみられるような実践もかなり見 うけられるようである。技術教育

のプログラム学習について,欧米諸国がどのような実践的研究をしているかを逐次紹介して,わが国でのと

りくみへの参考としよう。(編集部)

勉森杉

1. は  じ め に

ティーチングマシンによって学習 プログラムを作成

し,学習を確実にしようとする教育技術が,1957年 ごろ

からアメリヵで急激に発達して,ソ ビエ トでもこのプロ

グラム学習が近年やかましく論議されている。この学習

方式は,あ らかじめ一定のプログラムを作成し,それに

したがって一歩一歩 (ス テップ)学習をつみあげていく

ものである。それぞれのステップでは生徒の反応を要求

し,反応がなければ生徒はつぎのステップヘと進めない

ように,確実に教育内容を生徒に習得させるもので あ

る。ティーチングマシンはこのプログラム学習の過程を

制御するのに用いられている。

プログラム学習が教育にとり入れられて間もないこと

もあって,その活用にはいろいろ問題点もあるようで,

ロシア共和国教育科学博士,A,A,ス ミルノフ教授は,

プログラム学習問題にかんする科学・調整連合会議にお

いて,つ ぎのような問題提起をしている。

「 プログラム学習の思想は,多 くの国々, とくに米国

において大きな反響を呼んだ。米国の1961～ 1962年間の

プログラム学習状況にかんする公式便覧には, 2,000名

以上の地方教育長,すなわちソ連の地区国民教育部長に

相当する人びとからえた資料がでている。この資料は,

米国のごくさまざまな地方におけるプログラム学習にた

いする態度について情報を集めたもので,教師・生徒・

父兄・学校と国民教育部の当局者たちに質問したもので

ある。70～ 80パ ーセントのもの (どんなカテゴリーの人

びとに質問がなされたかに左右されるが)は,プ ログラ

ム学習がよいと評価した。プログラム学習時の教材習得

の状況は良好で,学習時間も節約できるという資料がた

くさんでている。

しかし,外国の刊行物, とくに英国のシェフィール ド

(Sheffield)大 学の研究者たちの発表した書物ではプロ

グラム学習についてごく慎重な評価をしていることも指

摘しなければならない。この書物の編者ゴール ドシュミ

ットの書いた序論には,つ ぎのようにのべられている6

“マシン,論文,こ とばはあるが,大多数の生徒のため

のプログラムがない
い
。アメリカの研究所の活動を指導

している米国プログラム学習のもう1人の活動家ラムス

ジェインはユネスコのパリ会議でつぎのようにのべた。

“プログラム学習の主要原則は明らかであるが,その実

現には大きな困難がある"。 一方では,プ ログラム学習

の大いなる成果と,他方では,こ れについての非常に用

心深い意見とのあいだの食いちがいは,一体どうしてこ

んなにひどいのであろうか」。

このように,ス ミルノフ教授はプログラム学習につい

てさまざまな評価や意見のあることに注目して,その解

明に努力すると同時に,一方,「 プログラム学習の中心

問題の 1つがその効果である。米国においては,ア メリ

カ教育学研究協会・アメリカ心理学協会・国家文教協会

視聴覚教具部の参加した連合委員会が創設されたのは偶
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然ではない。われわれにとって,こ れもまたごく本質的

な問題であり,こ の問題の解決の途上で学習効果の標準

にかんするきわめて重要な問題に直面している」ことを

強調している。

実際に,合理的 0有効な学習の問題は,現在真けんな

社会問題の 1つになっている。今や,科学と技術の発達

が学習者にたいしてさまざまな知識分野のなかから大量

の知識を習得すべき問題を提起している。しかし,こ れ

は教育期間延長を招き,ひいてはその課題を教育的問題

だけでなく,経済的な問題にもしている。一方,学者 ,

技師,労働者の労働の性格は年々変化している。

生産または科学の世界に従事する人間にたいしては,

新しい質が要求されている。従来望ましいとしか考えら

れていなかった素質が必要かくべからざる素質となって

いる。ごく一般的にはこの変化を,諸現象にたいする保

守主義と紋切型の態度の完全な除去,新 しい条件への急

速な通暁,最適の解決法,すなわち一番有利な,経済的

な解決法を採用する能力と規定することができる。この

ような素質の教育は,知識の確実な,深い習得を必要と

するばか りでなく,その知識の全面的活発化,強い知的

活動の能力の養成をも必要としている。

この変化をはっきりとつかんだソビエ トの教 育思想

が,現行教育期間の維持,あるいは短縮―一中等普通教

育のみならず,職業技術学校,中等専門学校 (テ フエク

ム)で もそれは実施の運びとなっている一一 しながら,

学習効果の新しい向上の道をさがしもとめているのは,

当然である。

2.現行教育制度の欠陥

このような探究は主として 2つの方面で行なわれてい

る。 1つは,広 く用いられている古い方法の改善,その

合理化と生起する条件への適応である。これは,ち ょう

ど大量の古い機械の再検討とその現代化のようなもので

ある。もう1つは,ま だ全然知らなかった,新 らしい道の

研究である。しかし両者とも,現代教育が新らしい課題

の遂行を妨害する本質的な欠陥をもつという認識にもと

づいている。その欠陥とは一体どんなものであろうか。

ごく明らかな,い くつかの欠陥をつぎに列挙しよう。

11)ま ず第 1に ,≪平均化された>教授テンポ,し たが

って一一生徒の習得する知識の≪平均化された≫量であ

る。教師は授業準備をする場合に,ま た課業そのものに

おいて,平均の生徒の教材習得のテンポをよく知らねば

ならない。ある一定量の知識をグループの生徒がその時

間中に習得すべきであると考えられている。しかも,ご

く能力のある生徒は多くの知識を習得できるが,ご く能

4∂

力の劣った生徒は平均の生徒の力にふさわしいことさえ

も全く処理しきれないということが考慮されていない。

経験豊富な教師は,生徒にたいする活動を個人別に指導

するような方法を活用するが,こ れで目的が完全に達成

されるわけではない。というのは,学習過程の現在の組

織は,おのおのの生徒がそれぞれの教材を同時 に理 解

し,習得することを考慮に入れているからである。思想

的なケースは生徒のひとりひとりに教師が個別指導をす

ることであろうが,こ れはもちろん非現実的である。

(2)現在の教育では,教師は生徒の教材習得過程の進行

状況について十分な情報をつかんでいない。定期的に行

なわれる質問は,グループの知識の状態を完全には明ら

かにしていない。 うまくいって,個 々の質問の問題点が

明らかにされるのみである。この検査は,通常遅れるも

のであるから,欠 陥の補ない,任意のあやま りの除去

は,習得過程そのものでは行なわれないで,そのあとに

なって,生徒が質問または質問全体についてまちがった

概念をすでにもってから行なわれる。いいかえると,現

状における教師と生徒の相互作用,すなわち教育過程そ

のもの一一それは≪遅延する≫再生連結である。

旧)教材学習テンポの≪平均化≫と知識の習得過程にた

いする検査の不十分さは,現代教育のもつその他の不完

全さをしばらくおけば,教育の主要欠陥を規定するもの

である。教師は,あ る程度自然発生的に行なわれる知識

の習得過程を,完全に管理することができない。

現代の教育法は,≪実際に日述筆記と (必要な結果と

それを達成するに必要な動作の)明確な示範にたいする

教育学的作用ということになるが,一方,こ の範例と動

作の習得過程そのものは,規定化されない ままになっ

ている≫。学者たちも指摘しているように,≪現代教育

のおもな欠陥は,知識と技能の習得の手段となる過程の

真の内容一一習得過程一―がわからないままになってい

ることである≫。

殴3.欠陥の除去と問題点―一プログラム学習

上述のような現代教育制度の欠陥を克服する方途の 1

つを,教師たちはプログラム学習の根拠づけと完成のな

かにもとめている。一般に認められるとおり,プ ログラ

ミングはまだ十分に研究されていない分野ではあるが,

いくつかの基本的思想を明らかにすることができる。

プログラム学習は,強制されない,学習者の個人的能

力に依存した,新教材の学習テンポを予定している。こ

れは,生徒ひとりひとりが教材を自主的に学習するとき

に主として可能である。生徒自身が各自の作業テンポを

きめる。もちろん,授業で学習すべき教材の量は全く気

●



ままなものであってよいわけではない。学習者は,ご く

劣った生徒でさえも,友だちからおくれないように教材

をなるべく早 く習得しようと努力する。このようにして

授業で習得される教材の最少限と最大限が存在する。

プログラム学習には,別の重要な要素もふくまれてい

る。一一生徒には教材の理解の正確さを定期的に≪補

強≫して,生徒の活動にたいする不断の検査が行なわれ

る。言いかえれば,≪遅延する≫再生連結は能力的なも

のとなるのである。

このようにして,教師が生徒の知識習得過程を指導す

ることができるように,教師は十分な情報を入手して,

適時作用を及ぼさねばならない。そこで,つ ぎのような

疑間 がおこる一一このような定期的な検査とは一体い

かなるものでなければならないか。恐らく, この検 査

は,最少限の,構造上単一の,論理的に完全な,≪ 1片

の≫教材の学習後に実施されねばならないであろう。能

率的な再生連結を確立しなければならないので,教材を

わずかな定量 (こ れを≪進行≫または≪ステップ≫と名

づける)に分ける。個々のステップに分けるには,教材

のとくべつの加工,教材の二義的なものの除去,論理的

相互関連の明確化が必要である。教育情報伝達の合理的

方法,有効な再生連結の確立,調整方式としての教育過

程の検討―一すべてこれは教育の問題点にたいする運動

学的取 り扱いの基礎をなすものである。最近,数学的論

理と情報理論の方法は教育学的研究においてますます発

展している。これと関連しているのは教育の算式の問題

の提起である (L,N,ラ ンダ)。  ごく一般的には,算

式とは法則の順序とみなされている。多 くの課題 (た と

えば,電気工学課程,旋盤加工学などに関する課題)は

それ自身の動作の厳格な1頁序をもつものである。ごく一

般的な形で明らかにされた,こ の順序はその種の課題を

とく算式であろう。ありうべき算式のなかから,教育を

行なうのに一番合理的なものを選択することは教育に本

質的援助をあたえるものである。

教育における算式の役割の問題は,討議し検討しなく

てはならない問題である。いかなるばあいに算式を教え

るのが適当であるか,いかなるばあいに不適当であるか

などは,ま だ非常に不明確である。この問題は,≪課題

をとくばあいの頭悩活動 (広 くいえば一―活動)の機構

を明らかにし,分析する問題,活動の構成の構造的分析

の問題≫として広範に提起してよいであろう。

問題がこのように提起され,一方,プ ログラム学習を

実施しようとする実際の試みがある以上,教育―一生徒

の個人的,年令的特徴との関連での習得過程一一の心理

学的基礎を研究しなければならない。教育の心理学的基

礎の研究,知識の習得過程のひな型の作製は重要な 1課

題である。この点にこそプログラム学習の見とおし,そ

の将来性があるといえょう。

4.プログラム学習の経験 (テ ィチングマシンを用い

ないばあい)

上述したように,現代教育制度の欠陥を補なうプ7グ

ラム学習―一これにはまだ多くの問題点があるにしても

一―の普及は,生徒の積極性を高め,その自主的な活動

をさかんにし,し たがってもっと深い知識を,も っと大

量に生徒に教えるのに役立つと考えられる。すなわち,

それは,教育過程の改善,教師の労働生産性の向上の方

途の 1つ となるであろう。

プログラム学習による活動の初期には,こ の学習の主

要な環は,テ ィーチングマシンであるという意見が現わ

れた。 しかしマシンそのものは教育することはできな

い。というのは,マ シンは技術的な補助手段にすぎない

からである。教育過程におけるティーチングマシンのXll

用のためには,人間のみがつくりうるプログラムが必要

である。このようなプログラムについての作業には,テ

ィーチングマシンなしにプログラムを採用することが必

要となつた。

つぎに,≪器具製作工≫課程の器具製作・仕上工の実

験グループで行なわれたプログラム学習―一ティーチン

グマシンを用いないプログラム学習と,そ のいくつかの

成果,問題点について検討を加えよう。

(1)プログラミングの 2つの方式

教育過程で一番多く用いられたのは 2つのプログラミ

ング方式―一直線方式と分岐方式である。

直線方式は,ス テップの遂次的方式である。全く完全

な思想 (法則・定義など)をふくんだわずかなステップ

に分けられた教材は,一定の論理的順序にな らべ られ

る。このような各ステップには,生徒にやらせる一定の

課題が入っている。生徒は,全部が正確にやれたと納得

してはじめて,つ ぎの教材を学ぶ権利をもつ。このよう

なステップのグループのあとに,検査問題がある。

しかしこの方式で一番多く用いられたのは,個 々のこ

とばまたは語群について空欄をおいた課題である。空欄
`

は,生徒が個人的回答と積極的回答によって教材を習得

できるようなものでなければならない。しかも新しい知

識 (新 らしいステップ)も また既習教材の習得の検査間1

題となる。

直線プログラミング方式では,生徒は 1本の直線を■
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歩 1歩 ,たえずまっす ぐに進む。分岐方式では生徒はこ

のような順序から離れなければならない。

分岐方式によってつくられたプログラミングの教科書

を用いるばあい,ふつ うの教科書のように,ページを追

ってこれを読むことはできない。このような教科書の教

材を学習するばあいには,学習者の知識によって各ペー

ジの終 りに 弓1用 された指示 に従わねばならない。

分岐プログラムを作成するばあいには,ま ちがった答

をおくことが許される。そのばあい生徒は追加情報によ

って,ま ちがった理由を知 り,再びもとのページにもど

らねばならない。もちろん,ス テップの選択だけでなく

て答の作成にもしんけんな注意がはらわれ る。 不 合理

な,ま たは無意味な,挑発的答はあってはならない。

プログラミング方式の選択の問題は,大 きな意義をも

つものである。 1～ 2回 の授業を予定したわずかな分量

の教材をプログラミングするばあいには,直線方式を利

用するのが便利である。というのは,分岐方式ではペー

ジごとに教材を分けるために,大量の教材を一度に準備

しなければならないからである。モスコー第 1職業技術

学校専門工学担当のF,ベステミヤノフ教諭の見解によ

れば,分岐方式では課程別または科目全体によって教科

書を一せいに作製するのが一番よいという。

プログラミングの両方式を比較すると,両者が多くの

共通点をもち, 1つの日的に従 うことを指摘することが

できる。 力ヽ一方, 両者には 相違点もある。主要なこと

は,直線方式では,答の作成時にまちがいがあってはな

らないが,分岐方式では,答を作成するときにまちがい

を意識的に認められることである。分岐方式ではまちが

いについて学ぶことができるのである。

恐らく,直線プログラミングと分岐プログラミングの

一番貴重な点をあわせてとり入れた方式がもっとも効果

的なものといえる。やはり,両方式のうちどちらがよい

か,どちらの方式が教育において最高の効果をあげうる

かを,最終的に決定するためには,も ちろん教師個人の

ばらばらな実験ではなく, 多くの教師集団による 日常

の,入念な協同作業が必要である。

(2)教材をいかにプログラミングすべきか

どんな教科目もプログラミングすることができる。ま

ず第 1に,その科日のどの章をプログラミングす べ き

|か ,どの章を別の教育法による学習のために残しておく

べきか (説明,講義,実験室作業,ゼ ミナールなど)を ,

i根本的にきめなければならない。

もっとも複雑な教材をプログラミングするのが適当で

ある。初期には,恐らく,も っとも容易な章をプログラ

5θ

ムに入れて,逆の道を進むのがよいが,生徒が自主的作

業に習熟したときにはじめて,複雑な教材をプログラミ

ングすることができるだろう。教材を選択するばあいに

日で見てわかる問題がとくにたいせつである。主として

任意の動作の示範を必要とし,物語りまたは説明をもっ

とも必要としない教材をプログラミングするの|ま 不適当

である。その上,教材の選択は生徒のおかれている教育

段階によって左右される。すべてこれらの問題は,プ ロ

グラムそのものよりもひじょうに重要な問題である。

プログラミングする教材のうちで,学習に意義をもた

ない第 2義的なものはすべて除去しなければならない。

プログラムの作成に従事した各人は,その章の学習時に

生徒の達成すべき目標をはっきりときめなければならな

い。こうしてはじめて,プ ログラミングされた章のテー

マ別計画を構成することができる。しかも組織的計画の

各項には 1ス テップではなく,一定の部分的問題を明ら

かにするいくつかのステップをふくめることができる。

ふつう,そのあとでプログラムの作成に着手する。こ

のばあい,｀ ろヽいろな方法が用いられる。すなわち,ふ

つ うの教科書からとった教材をつくりなおす方法,原文

がその後個々のステップに分かれるべきことを考慮して

ぶつ うの説明文中の必要な原文を記録する方法,教科書

の原文またはとくべつに準備した原文をもたずにただち

にプログラムの作成を開始する方法 (一番むずかしい方

法)である。

その後,全教材を,組織的に関連した,論理的に配置

された少数のステップに分ける。直線方式でプログラミ

ングするばあい,プ ログラムのステップにはつぎの内容

がふくまれる。①主な概念,規則,法則などを説明する

教育情報,②生徒に質問に答えさせ,空欄をうめさせ,

計算をやらせるなどの課題,③その後の動作または新ら

しヽヾ情報についての課題。

<例 > 1.型 ぬきは全く完全な部品またはさらに加工

される素材をつ くるようなオペ レーションである。

型ぬきをするのに用いられる工具はぬき型と名づけら

オtる 。

2. は板金または帯金で部品またはその素材

を型ぬきするのに役立つ。これらの材料で___または

___を ___後 の板金または帯金の残部はくずとよば

オtる 。

ステップの大きさは,生徒が提起された課題に困難を

感じないで,完全にやることができるよ́うなものでなけ

ればならない。

第 1ス テップでは≪型ぬき,部品,素材,ぬき型≫の



語が強調されたが,第 2ス テップでは生徒はこれらの語

を空欄に入れなければならない。こうして,その課題を

やるばあい,生徒は一定の用語を思い出すのである。

直線プログラミングでは情報ステップの任意の定義 ,

ただしさまざまに公式化された定義のくり返しが必要で

ある。つまり,最初の情報ステップには,型ぬきが全く

完全な部品または素材をつくることがのべられており,

1第 2ス テップでは,ぬ き型が部品またはその素材の型ぬ

きに役立つことがのべられている。

分岐方式でプログラミングするときに|ま ,情報資料は

答 といっしょに 1つのページに入っている。この資料を

学んでから,生徒は提起された問題をあつかい,教科書

の一定のページを読むようにすすめる答を選択する。

<例 >情報文と絵図のあとの4ページにはつぎのような

設間がある。≪14.ダ イスの穴の臨界寸法は何に等しく

なるだろうか>。

答  ① DM=(D一 △ )一 δM(5ペ ー ジ 参 照 )。

②DM― (D―△)十δM(7ページ参照)。

生徒が①の答を選んだとすれば,生徒はつぎのように

かかれた 5ペ ージを参照する。≪ダイスの穴の臨界寸法

DM― (D一△)一 δMと いうあなたの答えは正しくな

い。寸法 (D二△)は ダイスの穴の定格寸法である (こ

れは部品の最少臨界寸法である)。  あなたがダイスの穴

の定格寸法を δMに縮少すれば,ダ イスの穴の最小臨界

寸法は部品の最小臨界寸法よりも小さくなるだろう。す

なわち部品は必要寸法より小さくなるだろう。

4ペ ージの14項 にもう一度もどって,正 しい答えを選

びなさい≫。

生徒はあらためてもとの質問にもどらなければならな

い。②の答えを選択すれば,生徒はつぎのようにのべら

れた 7ペ ージを開くことになる。≪ダイスの穴の臨界寸

法DM― (D―△)+δMと いうあなたの答は正しい。

実際に,穴の最少臨界寸法は……≫など。

さらにこのページには新らしヾ情報があたえられてい

て,つ ぎのような質問がでている。≪雄型の臨界寸法は

何に等しいだろうか>。 さらにあらためて一定のページ

を引用した答がでている。生徒が教材を注意深く学習す

れば,生徒は正確な答を選択して,こ の生徒の最終目的

への道は,不注意な作業をしているものよりも短かいこ

とがわかる。生徒が偶然に正しい答を選択するばあいも

ありうる。したがって確認できなくとも一一≪あなたの

答は正しい≫として,必ず説明を加える。

プログラムの作成にあたっては,いつもある困難に出

あ うものである。プログラミングするのにもっとも困難

なのは,機構の構造,装置・工具の構造,こ れらの機能

と部品の相互作用,機構の部品とペアの製作の学習にか

んする教材である。

そこにはつぎのようないろいろなケースがある。

①語を入れる空欄のある直線方式にしたがい,ふつう

の方法で構造の説明文をプログラミングして,特徴記録

を作成するばあい名称を反復させること。

<例 > ≪(3)お のおののプレス型で主な作用部品は雄型

とめ型である。___は その断面がめ型の輪かくを現わ

し,め型の 1つである。第 1図 (こ こで|よ 省略)はぬき型

の機能を説明している。図にしたがってぬき型の機能図

式をかき,番号で示した部品の特徴記録を作成せよ>。 そ

の後生徒はさらにプログラムの文章を読むが,こ れには,

その後の情報ステップで検査解答があたえられ,≪各自

の答,特徴記録の資料を比較して,ち がいがあれば,も う

一度, 1,2,3項 にもどりなさい>と のべられている。

②プログラムにおいて,部品の各称の数種の空欄で特

徴記録をつくり,その空欄をうめる課題をだすこと。そ

の上,機構・装置 。工具などの作用を記入しなければな

らない。

<例 > ≪ (47)第 22図 とその説明を用いて,部品の不

十分な名称を補ない,その番号をつけよ(図 面省略)。 (48)

ブラケット5と ダイス6の上にバンドをのせる。プレス

型の可動部分を最初におろすと,雄型 2はバンドの端を

切 り,穴あけ雄型は……≫など。

生徒はプログラムの文章を読みながら,いつも図 (図

面)を見ている。何種類もの特徴記録を用いて作業する

ばあい,生徒は文章と図を何回も見なければならない。

こうして教材は習得される。このような課題のあとには

一連の検査問題をおかなければならない。たとえば,そ

のプレス型をオペレーション別に個々の型にわけるなら

ば,何台のプレス型が必要となるか,穴あけ雄型はいく

つあるかなど。

③部品の加工と関連した教材のプログラミングは,用

語の空欄を設けた課題を加えたふつうの情報ステップで

もまた行なうことができる。しかしその後,部品製作の

工学カードを作成するさいに検査問題を加えて, 部品製

作の順序どおりに配置されない転移目録を入れなければ

ならない。もつと能力のある生徒は教材の学習後すぐさ

ま部品製作工学カードを作成できるが, ごく劣つた生徒

はプログラミングの文章を何度も読まなければならない

だろう。

(3)プ ログラミング教材による授業の実施方法

たとえば,テ ーマ≪ぬき型の構造≫の授業計画はつぎ
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のようにしてもよい。

導入の質疑応答,プ ログラムによる作業順序の説明;

生徒にたいするプログラミング教材の配布 (5分), プ

ログラミングのテキス トによる自主的な生徒の教材学習

(70分), そのさい授業を活発化するための補足手段と

して学習すべきプレス型の図面,一覧表,見本,プ レス型

の部品,別種類のぬき型の構造にかんするスライ ドの上

映が利用される (10分), スライ ドLETI-55が使用

される (ス ライドは第 1回の授業の終りに上映される)。

授業のまとめ,宿題 (5分 )。  全部で90分 とする。

導入の質疑応答, とくに第 1回 の授業では,生徒にプ

ログラミング教材について作業のしかたを説明してやら

ねばならない。それが検査課題でないことに, とくに注

意し,おのおのの生徒は各自の固有のテンポで教材を学

ばねばならない。ステップにもれる箇所があってはいけ

ないことを注意する必要がある。教材全体が論理的に関

連しており,し かも脱漏箇所に必要な助言 (ヒ ント)が

あるかもしれないからである。導入の質疑応答で教師は

教材の主要な,根本的問題について簡単にふれて,主 と

して,生徒が自主的に活動すべきことを考慮する。この

導入に10分以上かけるのは不適当である。

自主的作業では,生徒がいろいろな質問をする。その

ばあい,教師は生徒に助言をするが,前のいくつかのス

テップを読ませる。それでもだめならば,教師の手助け

が必要になる。生徒といっしょに前回の教材にもどり,

それから生徒に誘導質問をする。すなわち,傍観者にな

らないようにして,いつもプログラムで構成された鎖の

環が万一切れないか,ど うか監視するようにつとめる。

生徒にまちがった思考方向にいかないように注意し,そ

の後の授業過程で生徒の認識過程を管理し,調整しなけ

ればならない。

質問はすべて記録する。これらの質問は将来プログラ

ムの修正に役立つからである。教材をごく早 く学びとっ

た生徒には,プ ログラムまたは教科書のテーマをより深

く学習するために追加情報をあたえてもよい。

スライドの上映 授業計画を作成するときには,一体

スライ ドをいつ見せるべきかを予知することはむずかし

い。授業中には,だれが,どれだけ教材を学習したか,

よくわかるように,生徒の自主的活動の過程をつねに監

視する。そのさいにはじめて,ス ライ ド公開の時期を正

しく選択することができる。つまり,計画ではスライ ド

の公開は第 1回授業の終 りに予定されていた。だが実際

には,ス ライ ドは第 2回授業の終 り,最終質疑応答の前

に公開された。その理由は,教材学習における生徒たち
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の不一致がはなはだしいことである:も っとも劣った生

徒が平均の生徒の水準に近づくまで,待たなければなら

なかった。本当にスライ ドの公開は進んだ生徒にも,遅 :

れた生徒にも有益なものでなければならない。この問題

では教師は生徒たちと緊密な気持をもたねばならない。

しめくくり質疑応答では一一 これに多くの時間をさく

のもまた不適当である一一どの生徒の自主的活動が不十

分であったか,だれが課題をとくのに考えようとしない

で,教師の助言をもっと多くもとめたか,な どを指摘す

る。ひじょうに早 く教材学習を終え,ま たはごく多数の

ステップを学びとった優秀な生徒を指摘する。しかし一

方,前進テンポの早いことが望ましいことでないことも

注意する。それは表面的な知識をもたらすことになるか

もしれないからである。

(4)宿題と質問

プログラミングの教材についての作業は生徒にたいす

る宿題を除外するものではない。任意の筆記作業につい

て具体的な課題―一たとえば,部品製作の工学カー ドを

作製せよ,任意のプレス型の作業を記せなどという課題

一=を出すことができる。このような課題をあらかじめ、

検討する。

授業実施計画では,生徒への質問の時間が配当されて

いない。この時間を授業のはじめ,つ ぎのテーマの学習
｀

の前に予定してもよい。その例をつぎにあげることにし

よう。

おのおのの生徒に質問の時間に, 1つだけの正しい答

をふくむ 5つの回答を問題といっしょに入れた平板 (第

1図 )と 券が配布される。生徒は問題をよく理解したの

ち,その問題の答を,問題の番号に一致する平板の横列

の穴で選択し,選択した答の番号の穴の縁どりをする。

このようにして 5問題全部に答えて,生徒は氏名 。組

・ 日付・券の番号を記入し,平板の外輪を縁どりして,

各自の作業を点検してもらうために教師に渡す。

教師のおのおのの券には透写紙でつくぅた答 の型 紙̀

(第 2図 )がある。型紙の×印は問題の 1つ 1つ にたい

する正しい答に一致している。提出された答の上にこの

ような型紙をのせると,ど こに正しい答があるか,す ぐ

にわかるようになっている。 5点法にもとづいて,ひ じ

ょうにたやすく,早 く5つの問題の評価をだすことがで

きる。

組全体のこのような答の点検を教師は数分間でするこ

とができる。既習教材で一番まちがいの多かった問題に

ついて回頭で教師は補足説明を加える。生徒の答は分離

して,学年度中ずっと保管することができる。このよう
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:な答のカー ドをためて,生徒の成績状態を完全なものに

する。その上,答を分析して,教師はどんな修正と補足

を加えるべきかを,みずから検査することができる。

教授法の厳格な要求を満足させる問題と答の作成は,

たいへん複雑であり,詳細な分析,研究,討議を必要と

すると言わねばならない。

プログラム学習の普及は,教育過程における教師の役
‐
割を縮少するものではない。教師はプログラミング教材

を作製し,たえず改善するばかりでなく,生徒の全活動

を直接組織し指導する。教師の労働が新しい質をもつと

しても,教師は各生徒への質問に貴重な教育の時間を消

耗する必要はなく,大部分の生徒を放置するわけにもい

:か ない。教師はプログラムの改善,教材習得量の不均等

'の結果よりする生徒の個人指導,興味ある間答の準備な

どに,よ り多くの時間をあてる方がよい。

プログラム学習は講義の個々の章またはテーマを学習

す るとき,他の教授法と結合して用いるのが適 当で あ

る。現代の教育法のよい経験をすべて活用し,実験室作

業・宿題 0卒業熟練資格作業などを軽視しては な らな

い。生徒の自主的活動だけではすべての教育的・訓育的

:課題を解決できるものではない。その上,教師はプログ

ラミング教材と論理的に関連しない補足説明を生徒にし

なければならないことがたいへん多い。このような教材

は講義として生徒にきかせる方がよい。

プログラミング教材について実施された授業を分析す

るばあい,すべての生徒が積極的な活動に従事したこと

を指摘しなければならない。 4時間を予定した教材を,

生徒たちは 2時間でつぎの分量だけ学びとった。すなわ

ち 2名は100%,13名 ―一-90～ 95%, 6名―一-75～80%,

4名一-60～70%を習得した。

その後の実験授業の分析でも,お よそ同じ結 果 が で

た。このことから,プ ログラム学習の普及によって教育

期間を短縮することができると結論してもよいが,最終

的な結論は慎重な研究と綿密な実験的検査をしてからは

じめてだすことができるのである。

実験グループとそうでない検査グループの生徒にたい

する質問ではつぎのような結果がでた (回答者は25名 ず

つ)(第 1表参照)。

第 1表によれば,実験グループの方が成績はよい。こ

のような比較は生徒への各質問について行なわれた。結

果は実験グループの点数が高いことをいつも示した。

2つ のグループの生徒の知識をもつと深く分析するた

めに筆記による検査作業が行なわれた。現在これらのグ

ループのために 2種類の検査作業が研究されている。 1

種類は提起された問題にたいする一連の答からなってい

る (型紙平板の方法によるものではない)。  もう1つの

種類はプレス型の構造と作用,部品の加工工学を記入す

るものである。後者の検査作業の目的は,生徒が教材の

既習部分の資料全部をどのように思考したかを点検する

ものである。

評  価
実験 グループ 1検査 グループ

の評価のパ ー |の 評価のパ ー
セン ト   |セ ン ト

比較係数

図第

表第

5

4

3

2

24

60

16

16

48

32

4

1.5

1.25

0.5

0

以上にのべたプログラム学習の経験は,モ スコー第 1

職業技術学校で,専門科日担当のF,ベステミヤノフ教

諭が器具・仕上エグループにティーチングマシンを使わ

ないで実験したときのものである。つぎに,テ ィーチン

グマシンを用いてプログラム学習がどのように行なわれ

ているか,モ スコー第46学校のばあいについてのべるこ

とにしよう。

″
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技術科教育研究の当面の問題
―一 第14次全国教研をかえ りみて ニー

敏正

この一文は日教組・ 日高教合同教研全国集会の

忠実な報告ではない。教研集会から半月を経過し

た今,第 8分科会 (技術教育)の討論のあとをふ

り返うてみて印象に残る報告ならびに討論のなか

から,技術科教育研究運動 の 問題点 を弓|き だし

てみたい。 (全国集会そのものの経過については

『 日本の教育』14集 をみていただきたい)。

(1)

まず各県からの報告書の傾向からいえば,分野

別では電気学習を扱ったものがもっとも多く,機

械がそれに次ぎ,製図・木材加工・金属加工・栽

培はきわめて少なかった。しかも自作教具を主題

にしたものが多かった。 このことは,技術科が極

めて不正常な教育条件のもとに発足せしめられ ,

学年進行とともにようやく電気学習が一般的に展

開されるようになったこと,お よび電気学習では

『学習指導要領」の「 実践的活動を通して学習さ

せ」た り,「取 り上げる製品に・貝「して指導」する

ことではどうにもならなしヽことが明らかになって

きていることによるものと思われる。しかしなが

ら一方で 文部教研 がすすめられ, その テーマに

『自作教具の準備と活用』があげられてお り,府

県によっては行政指導によって一校一自作教具の

作成が強要されていることを考えあわすと,全国

集会の報告書の中には, これらの影響がないとは

いいがたい。
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何を,ど こまで, どう教えるかということが明i

・
確にされないまま,現場の教師が家庭を破壊して

までキリキリ舞いをさせられている状態のなかか

らはまともな技術科教育の研究は生れてこないだ

ろう。『学習指導要領』に忠実である限 り,すな

わち,取 り上げる機械や製品に即して指導するの,

である限 り,自 作教具はその意義を失ってしまう

(と い うのは言いすぎかもしれないが少くとも半

減する)だ ろう。

秋田・福島・神奈川・静岡・新潟・奈良・大阪:

・兵庫・広島などの各県が自作教具による電気学

習の実践を報告している。これらは必ずしも自作:

教具そのものに力点をおいているわけでなく,多

様な教授手段の一つとして自作教具を位置づけ,

ある意味では F学習指導要領」の「 取 り上げる製 :

品に即した指導」の枠外にはみでている。その多

くが「 取 り上げる製品に即した指導」=プロジェ

ク ト学習から出発しながらも「 プロジェク トの持 :

つ欠陥である原理原則性の問題,すなわちその前

提である科学的な立場を,た とえ理科との重複が

あっても良いから,重要視していきたい」(秋田),

「 プロジェク トを如何に科学的に原理的に実験的 :

に学習しても,バ ラバラな知識はおぼえても問題

解決には遠いと′思う」0争岡)と いったところへ至吼

達している。また言葉の上では「 生徒の思考学習'

がじゅうぶん可能なプロジェク トの展開を組織し

原



配列する必要がある」「 この問題解決をめざした

総合プロジエク トの中で,生徒の創意工夫,科学

的な思考力をのばすことができると思 う」(新潟)

「 学習形態としては,問題解決学習の方式を採用

しなければならない」(広島)と いいながらも,具

体的な学習展開ではプロジエクト法から一歩も二

歩もふみだし,電気学の基礎を理論的系統的に教

えようとしているものが多くみられる。

このことは電気の学習そのものが,指導要領が

理科で扱 うことにしているような電気の基礎的な

概念の理解なしには,単なるハンダ付けや結線の

作業経験だけに終ってしまうからである。しかし

ながら, このことは電気学習だけの特殊な現象な

のであろうか。機械の学習には「 ……などを整備

するのに必要な技術」を「 取 り上げる機械に即し

て指導」 する以外の 学習 力`ないのであろうか。

『学習指導要領』のこの規制が意味するものを,

きびしくえく
゛
りだし,批半」する必要がある。

(2)

岩手では『東北・北海道地区技術科講習会』に

反対する運動のなかでつくられたサークル『技術

教育を語る会』を中′いとして, ここ数年来精力的

な研究活動を行ってきたことは,本誌の読者には

よく知られていることと思 う。「 技術科の教授で

は,技術学の基本を中軸にすえ,そのほかに人間

労働の科学,生産組織の基礎,技術史などの基本

を認識させる。この場合,技能は, これらを認識

していくための手段 として位置づけてみる」とい

うことを研究活動 をすすめる基本的立場 におさ

え,全国集会にも第11次 012次 013次 と毎年その

実践を報告している。本年も機械学習の教授計画

を次表のようにくみ,そのなかの 1校時「 リンク

装置の構造と原理」の授業展開と分析を行った。

〔機械学習教授計画表〕(35時 間)

§1.道具と機械

1.道具から機械ヘ

2.機械が仕事をするためにどんな運動を必

要とするか

3.手工業や機械一般に共通した構成部分

4.仕事から見た機械の分類

5.機械とは何か

2.仕事の原理

1.力 とはたらき

2.て こと滑車

3.力 の伝達とまさつ

3.機械が仕事をするためのしくみと原理

1.機素と対偶

2.力 の伝達,方向変換,増大などをさせる

しくみと原理

(1)ま さつ車,ベル ト車,歯車による伝達

のしくみと原理

(2)リ ンク装置による伝達のしくみと原理

① リンク装置の構造と原理

② リンク装置の応用

に)カ ムによる伝達のしくみと原理

に)動力の継続・停止装置のしくみと原理

機械部品を接合するしくみとその原理

接合の種類と原理

締結用部品

機械の材料

機械に使われている主な材料

機械材料としての性質と応用

機械のエネルギー

機械のエネルギーになりうるものにはど

んなものがあるか

どんな動力機械があるか

この教授計画表だけを見れば,子供にとって興

味をひかない空虚な黒板授業の連続が想像される

かもしれないが,実在の機械の観察,類似模型の

示範,生徒の模型実験,実験結果の討論など多様

な教授手段をとり入れることによって,子供たち

にみえない リンクを発見させ, リンク, リンク装

§4.

1.

2.

§5.

1.

2.

§6。

1.

2.
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置の概念を鮮かに理解させ,定着させられること

を明かにしている。北海道の「 歯車製図の学習指

導の実践」や愛知の「 自作教具をつかった機械学

習の展開」,山梨の「 “動く掲示"を利用しての

機械学習」にしても「 学習には実験・観察・沢1定

をできるだけおりこみ定量的につかまえるように

する」とい う方針をうちだしていながら,岩手の

ようにプロジェク ト法を一旦否定した上で,あ ら

ためて検討してみるという基本的な視点が明確で

ないために,せ っかくの努力にもかかわらずつっ

こみの浅いものに終っているといってよかろう。

このことは “自主編成"の 問題 ともかかわ りを

もっている。技術科の発足のそもそものはじめか

ら,『学習指導要領』や教科書通 りの授業が行え

るような教育条件は全 くととのえられていなかっ

た。しかし授業はやらざるをえない。そこでは支

字通 りの “自主編成"(それを自主編成 と称する

のなら)がやられてきたわけだ。熊本から「 自主

編成の研究」 (副題)と い う題日で教育課程の試

案が報告されても,文部省の例示している授業計

画表や教科書会社のそれと同じではないか。どこ

が違 うのかとい う疑間がもたれ質問を浴びたのも

上述した基本的な視点を明確にしていないことに

よるからである。学習指導要領はプロジェク ト学

習以タトの学習形態はないときめつけているのだと

い うことを明らかにし,その規制をやぶ りすてる

のでないかぎり,技術科だけのなかで単元の順序

をあとさき変えた り (熊本の場合,理科との関連

を考えた配列のための努力はみとめるけれども)

単元への配当時間数をいじってみても結局は文部

省の伊1示 したものと大差のないもの (場合によっ

ては改悪したもの……く文部省はそれなりの “秀

れた"ス タッフを抱えているのだから>)に なっ

てしまう。         ・

はじめにもふれたことだが,何を, どこまで教

えるかを検討し,その教授のための手段 として必
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要な教具を考えるとい うのでなく,なんでもいい

から, とにかく “自作教具"をつくる (実 は作ら

される)と いうのでは,先生のい う通 りにハンダ

付けしたらラジオが鳴ったとい うのと本質的には

同じではないだろうか。理科用につくられた “他

作"教具があるにもかかわらず,それよりも能率

の悪い,し かも実物とかけはなれて子供にも理解

しにくい “自作"教具 (施設 0設備・経費・労働

条件及び能力ではそれ以上のものは作 りえない)

を何故作らなければならないのか。他教科に比し

てはるかに労働条件の悪い (技術科教師の “脱技

術科"現象がそのことを明白に示している)技術

科の教師が,他教科にない教具の “白作"を強制

されなければならないのか。「放課後 5時すぎか

ら夜半まで,あ るいは休 日にまで製作し,更には

経費の捻出方法の見とおしまで考えなければなら

ない。これが本当の教師の姿であろうか。いや絶

対にゆがんだ姿である」 (兵庫)と いう指摘は貴

重である。

(3)

自主編成をめく
゛
る討議のなかで特に大きな問題

となったのは男女共通学習の問題であった。全国

集会で男女共通学習の問題が取 り上げられたのは

何も今回にかぎらない。第12次 に東京から具体案

(本誌63年 3月 号に掲載)が出され,第 13次 には

東京から別の実践例が報告され,他の県からも実

施プラン (た だし未実施)が発表されている。今

回は鹿児島から生活科学科の構想が報告され,京

都から 1年の本材加工を男女共通で行 った 実 践

(計画としては 1年の製図, 2年 の機械<機械を

機械 1・ 機械■に分け,機械 Iのみ共通>, 3年

の電気<機械 と同様>についても可能な限 り実施

予定)が報告された。

前者については,男女共通学習を生活科学科と

してとらえることは,技術 と家事労働の本質的な

差を混同することになるのではないか<技術の間
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題は明らかに社会的な問題であるが,家事労働は

社会化されなければならないけれども社会的な問

題ではない>, これを混同することは技術の本質

をばやかすことになるとい う意見が出された。こ

の指摘は,われわれが男女共通学習をとり上げる

さいに充分に検討されなければならない重要な問

題を含んでいる。

男女共通学習を現実に押し進めて行くことは,

た とえこれが週 1時間 (京都の実践例では年間17

時間)であろうとも,職場での集団討議に基づく

集団的な支えのないかぎり,強大な圧力によって

つぶされてしまう。何故その圧力が大きいのだろ

うか。男女共通学習を阻んでいるものは,決 して

封建的な,前近代的な思想ではなく,い かにして

必要な低賃金労働力を得るかとい うことにかかわ

る問題,すなわち前近代的ならざる現代的総資本

の要求なのである。男女性別差の名をか りて男女

差が強調され,男女の賃金格差が合理化されてい

る現実のなかで,差別をなくするための男女共通

学習をすすめるのだという視点を明確にしておか

なければならない。

(4)

今次集会のもう一つの意義は,安全教育の問題

が正面からとりあげられて:多 くの県から発表さ

れたことである。長崎から,施設・設備・管理組

織・安全指導にわたった精細な『災害防止のため

の安全管理基準』が報告された。(「安全管理の指

針」「 安全作業′い得Jと いったものは石川 0島根

・群馬 。三重・和歌山などにもみられる)。 工 作

室 (実習室)力 ,`そのなかでどういう教育活動が

行われるかとい うことの検討なしに,さ きにつく

られ,設備がととのえられるにつれて,ま すます

狭隧化し,災害の危険がたかまってきている今 日,

精細な『安全管理基準』を作成して,管理当局者

へそれの完全実施を要求していくことは重要であ

る。がしかし,安全管理と安全教育の区別が混同

され (行政指導では両者は一応区別されている。たと

えば鈴木氏は「安全管理とは機械や工具類をつねに最

良の状態に保つための物的措置をいい, 安全教育 とは

機械や工具類に対する安全作業の心得を生徒たちに習

得させるための人的措置をいう」とのべている<『産業

教育』65年 12月 号>。 ただ安全管理の責任については

「それぞれの内容によって;教育委員会・校長・担任教

師が分担すべきものである」として文部省の責任を落し

ている),そ のため運動の方向がぼやかされている

といえよう。既に本誌63年 8月 号及び12月 号に紹

介されたように,長崎で大きな災害事件があり,

それ以降県教委の強い行政指導 (実質的責任が現

場の教師のみにかかっている)が行われてたこと

を考えあわせ, この点を強調しておく必 要 が あ

る。

また,い くつかの報告書のなかに,テ ス トによ

って受災可能な生徒を識別することができるかの

青少年期の栄養と調理献立

衣  生 活 の 計  画
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ような幻想 (こ れ自体文部省の行政指導によるも

のだが)がみられることは寒′とヽにたえない。

「 災害傾向性及びそのテス トについては……種

々な研究がなされているが,い まだに決定的な結

果は得られていない」

「 多数のものに,い っせいに,わずか一種目か

二種目のテス トをしてみて,それで受災可能性を

診断したような気になっていては,大変な誤 りを

犯すことになる」とい うその道の専門 家 の 意 見

<狩野広之「 災害防止と安全テス ト」『技術科の

災害 と安全管理』 143頁 >に耳を傾けてほしい。

その意味で「 労働組合運動としてこの現状にどう

取 りくむか」を提起した東京の報告は,その論旨

に多少の粗雑さがあるとはいえ貴重な もの で あ

る。

「 技術科教師が労働者の諸権利に目覚め,他教

科の労働条件の改善の要求と共に職場内で斗争を

もり上げ,ま た父母の中に労基法無視の教育がい

かに危険であり,人命軽視にうながるものである

かを大たんに訴えることが大切である。また他産

業の労働者の労働災害を自分たちのものとしてと

らえ,災害発生の基本的な原因を探 り共に斗 う姿

勢も必要である」と。そして技術科の授業を通し

木材加工の実習を通して,労働基準法及びその精

神を教えることの必要性が訴えられた。

これらの報告の討論のなかで安全教育の問題は

基本的には人権の問題であり,生徒の人権,教師

の人権を守るたたかいとして考えられなければな

らないこと。しかもそれが,学校における教育の

問題 として止まるのではなく,社会に頻発してい

る産業災害・労働災害に対処し得 るところまで教

育されなければならないことが明らかにされたの

は,今次集会の大きな成果の一つであったと思わ

れる。

技術科以外の問題では「 職業高校における “近

代化"路線」 をめぐって主要な論議が 展開され

た。このことは決して技術科と無縁な問題ではな

く,技術科の問題としても当然論じられなければ

ならないが,別の機会にゆずることにしたい。

(東京大学教養学部)

ここでは指導要領における問題, 教科書通 りやった

ら,時間がたりない。男女の差別化,グループ学習の問

題点,サ シスセソの家庭科 をカキクケコの教科にしよ

う。テスト体制下の矛盾,人間疎外と家庭科とのうなが

り,家庭科教師の姿勢,家庭科教師の軽視傾向,小中高

の関連,技術検定の問題,現代生活と家庭科教育など間

1月 14日 より4日 間,福岡で全体会に引き続き市内の

各学校で各分科会が開催された。家庭科分科会は市立女

子高校の講堂で,雪 どけの寒さの中を約 150名 の参加を

えて,熱心な討論が展開された。以下その内容の概略を

報告する。

1.家庭科教育の現場の実態と問題点

5θ

教研家庭科教育分科会に参加 して

禾ロ野



題がたくさん出された。

これらの問題はわれわれ現場教師が家庭科教育を進め

る中での現行教育政策への批判と要求であり,われわれ

のめざす自主編成への足がかりとなるものと思う。

2.現場実践に学びながら本質をさぐる

はじめに被服関係では,運針指導の試みで ドリル学習

によりその成果をあげた実践,被服生活を何のためにや

るのか, ということから出発して,着 ることに重点をお

いた指導報告,被服教育の時間の問題,体養着の教材に

ついての必要論,洗たく指導の中で問題意識を持たせた

例,家事労働で社会の矛盾を発見させた等々の報告があ

った。これらの報告をもとにして「生活の必要性と家庭

科の教育内容とのかかわ りあい」について論議された。

しかし「生活の必要性とは何か」 ということに話が集

中し,発展しなかった。

午後から食物関係の報告があった。食品群別摂取量の

指導の中で科学的な子どもを作る。家庭科の学力とは家

庭生活の問題を解決してゆく思考力を育てるもので,子

どものうちから実践されなければならない。焼豚とサラ

ダの調理実習の中で子供の権利要求を育てた。教材の解

体指導,社会の矛盾につきあたった例,等が出された。

討論の中で,家庭科の自然科学的視点と社会科学的視

点について論じられ,特に社会科学的立場に立つ家庭教

育が重視されなければならないということが強く主張さ

れた。生活の矛盾,生活の疎外状況,服従と感謝を教え

る中で欲しいものを欲しいといえる子どもを育てたい。

そのような子どもが社会の種々な矛盾をのりこえること

のできる人間になりはしないか。社会科学的視点に立ち

生活の壁にぶつかることから発展し,理解させることが

教師の使命ではなかろうか。

又機械,保育の分野では ミシンの教材をどんな観点よ

り教えるか,保育のところは保育所問題をぬきにして指

導ができるか,差別を差別と感じない貧困の中で差別を

確認させ,子 どもが朝食をとらないのは,貧 しさのため

とテスト体制とが原因である。身近な問題より取 り上げ

てゆけるのが,家庭科教育ではないだろうか。家庭科教

育の本質をさぐる時にどこに依拠するかが問題だ。子ど

ものことを考えているのに,いつの間にかどこかへいか

なヽヽようにしたい。

3.自主編成への道をさぐる

提案としては,調理実習の基礎と技術指導の習得,地

域社会を考えた教材の系統的配列の必要性,家庭科の原

則的視点をふまえ人間疎外をぬきにした教育はありえな

い。学問と生活とのつながりがないため,生活要求が摩

滅している等があった。以上の中で自主編成とは何をね

らっているのかが不明確になったが,教師の立場をはっ

きりさせ現行の教育情勢を批判し,自 主編成の内容を確

かめなければならないし,その中で男女共学の問題が出

てくるもので,家庭科教育の原則的視点をふまえ自然科

学的倶1面 と社会科学的側面とを統一させながら進められ

なければならないと確認された。

4.家庭づくり政策と家庭科

働 く者の立場に立って教育を創造し実践することが自、

主編成であり,そ こから家庭科教育の多様化が生れてく

る。高等学校の提案は組織づくり研究,女子コースの問

題,技術検定,家庭科クラブの問題,等が具体的政策の

現われとして問題提起された。中でも家庭科クラブで行

われているフライパソ運動に至っては,脱脂 ミルクと同

様アメリカの余剰物資である大豆の押しつけであり,問

題点が大きいこと力ヽわかった。

このように高等学校への政策の弾圧が象徴的に現われ

次第に中学校での「技術 0家庭」の男女の差別化として

出現し,次 々と家庭づくり政策が押し進められている現

状が明確になった。

5.残された問題と今後の課題

① 生活の近代化と家庭科教育との関係

② 家庭科教育の原則的視点の実践

③ 生活の権利要求の確認

④ 教育の軍国主義化の正しい把握

⑤ 日本の独立と家庭科教育とのかかわ りあい

最後にはじめて全国教研に参加した一人として次の三

点を感じた。

① そこには家庭科教師としての自信がみなぎってい

アこ 。

② 教育の本質をさぐるには広い分野にわたって視野

を広め,全体の中より学んでいかねばならない。

③ 現在の社会生活の中で激しい種々な弾圧のもとで

実践を進めているすばらしい力がそこにあった。

(東京都足立区立第一中学校 )

5,



地 区 教 育 研 究 大 会 の 意 義

昨39年 11月 6・ 7日 の 2日 FHl,菊 花薫る山口県南陽町

立富田中学校で,第 3回 中国 。四国地区中学校技術 0家

庭科研究大会・第11回 山口県中学校技術・家庭科教育研

究大会ならびに生徒作品展覧会が,各県および山「ゴ県下

から約 750名 の会員が参集し,全国大会に優るとも劣ら

ない盛大さで開かれ,両 日とも好天に恵まれて成功 りに

終了した。

私はこの大会の概況を 紹介 しながら, 現時点から見

て,こ の種の大会がどんな意義をもっているか,さ らに

どのような課題があるかを考えてみようと思 う。

中国・ 四国地区大会とは,第 1回広島市 (昭 37), ´
第

2回は岡山市で一昨年第 2回全国中学校技術・ 家庭科研

究大会 (岡 山大会 )と して開催,そ して第 3回大会は山

口県の引受で県大会を兼ねて行なわれた:回 を重ねる度

に収穫を増 してきつつあることは,大会関係者,地元関

係者,会場校の計画,運営の技術向上はもちろん,献身

的な協力態勢 と意欲的な努力の賜であると思い,関係者

一同へ敬意を表し,40年度は,香川県で第 4回大会が開

かれること」なっているが,よ り稔 り多いものを期待 し

ている。

1.収 穫の多い研究授業と講演

大会第 1日 日は研究授業で幕が開いた。会場校富田中

は改築を迎えている木造を主 とする建物であるが,整理

整 とんと内容に 光 りのあることでは 稀に 見る学校であ

る。校長先生以下教職員,育友会の方々の御尽力に対 し

て,大会参会者すべてが感嘆 し,異 口同音に賞讃されて

いた。研究授業はその環境の中で,し かも当該校の 4人

の技 0家科教師により, 4教室で各 1時間の研究授業が

展開された。

6θ

中学校技術・ 家庭科研究大会を通 して―一

(1)1年 1組 (男 ), 本立ての製作 (部 品加工第 3時間

日) 中村教論担当,主眼は,こ ばけず りを図面どう

りに,正確で,能率かつ安全にする, である。

け)3年 1組 (男 ), 3球ラジオ受信機の製作 。調整 ,

岩崎教諭担当,各 回路の電圧試験法とFI路 の働きが主

眼である。指導過程にはブラウン管オシロスコープに

よる電流波形の観察を通して回路の特性を理解させる

ひとこまもあり,関心を集めた。

(3)2年 1・ 2組 (女 ), 家族の食事 (ち らしずしとか

きたまじる……夕食の献立), 梅田教諭担当,こ の調

理実習を通して日常食の基礎調理技術と日常調理への

応用,衛生的,科学的,能率的な調理態度能力および

家庭への協力の態度を養うことをねらっての元気一ば

いの指導に日を見はった。そこには,多 くの基礎資料

が参考教材として活用されていた。

“

)3年 7・ 8組 (女), 照明器具の点検と修理,指導

者末成教論は,けい光燈の構造,働きと「li路 構成の理

解をめざして,自■のけい光燈匡路構成実習盤を各グ

ループに 1台宛使用させての指導,女子の積極的な電

気学習の様子を見せていただいた。

平素,自 分たちが行なっている指導ぶりと,こ の場で

見る他人の指導をひき比べながら,具 体的にその授業の

一つ一つの研修を進めることができるのは,大会での最

高収穫物であることが多い。しかも,自 分が昨日教えた

とか,近いうちに自分も教えるところであれば「自分だ

ったらどうするか」に役立ちうるのである。

ただ,こ の研究授業が従来のように観覧授業に終るの

をおそれる。近時開発されつつある授業研究はさらに一

般化される必要があるけれども,研究授業を科学的な観

察と分析を加味した参観にすることが,こ れから進むべ
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き研究授業の方向ではあるまいか。

第 2日 日に行なわれた特別講演は,東洋曹達工業株式

会社 0取締役社長, 日経連常務理事等,十数種の経済 ,

産業関係の役職をもたれる二宮善基氏による「世界経済

と日本経済 とのつなが り」を中′らにしたもので,比較的

に経済的感覚に乏しいわれわれ教師の経済学概説および

産業経済発展 |こ つながる日本のこれからの技術教育への

産業界 iミ 夫者の意見を聞くことが 0き たoと くに後者つ

意見で氏は,従来 /7D技 術教育は外国から導入された技術

を受入れるために必要な基本的技術の教育であ り,受動

的,静的な性格のものであったが,今 日の日本はすでに

開放経済の中で自立していかねばならないので,今から

大いに新 しい技術を倉1造すること,そ して国際貿易に対

処 しなければならない。したがって青少年には技術の伝

達だけでなく,技術を開発し創造する能力を養 うこと。

しかも個人が うみ出すだけでなく,協力して うみ出す協

同性,協調性などの態度の指導をあわせて希望 したいと

力説された。

技・家科の目標がこの場でも強調されたことにすぎな

ぃょぅであるが,今一度,こ のこ.と ばを自分の指導実践

にあてはめて反省してみることは,極めて有意義なこと

であろ う。

このような意味から,大会の講演を教育界に関係のな

い講師からも聞くことが できるのは,む しろ望ましい方

向ではないか と思 う。 この特別講演の 他に, 文部省講

師,初中局職業教育課教材調査官 金原ちえ子先生によ

る「身につ く学習指導のために」 と同職業教育課課長補

佐 塩津右彦先生の「技術 。家庭科・の1辰興策」 との講演

を聞いて,あすの指導の糧 となつた。

2.ど んなことを話し合ったらよいか

大会の両 日,11の分科会で大会主題「技術 。家庭科の

望ましい学習指導を深化するにはどうすィ■ばよいか」に

そった研究発表と研究協議が,つ ごう3回 ,のべ約 4時

間にわたって行なわれたが,どの分科会も時間不足のた

めに十分な意見発表,討議ができないまま終ってしまう

ほどの盛況で,司会者が会員に頭を下げられるのが恐縮

に思えた。分牟1会 は参会者にとって平素の教科について

の悩みや問題点を積極的に発散し,解決する糸口を得る

機会である。また,共通研究テーマがあれば事前に各自

で研究,資料準備をしておけば,分科会での発言も一層

深みのあるものとなろう 。(分科会参加に当たってこの

ような意見をくれた人があった。 )

さて,本教科の今日的課題または大会での問題となり

うるものは何か。以下,お もな点を項目別にまとめてみ

よう。

(a)教育行財政の面からの問題

①施設・設備充実は中心核の作り方から

山口県防府市立桑山中学校では,昭和30年 から38年 ま

での間に,学校養豚と養鶏を導入し,生徒の課外活動の

手によって約 100万 円の実収益を上げ,技術科の機械器

具はもちろん,自動三輪車まで購入し,今 日もさらに継

続経営をして設備充足に当てるとの発表が校長部分科会

でなされた。一日嘆虐、をもらしておられた。現在,設備

費の国Ji補助は文部省の立案した第 2次 5か年計画にし

たがって1/3の 補助率で行なわれているが,設備充実参

考夕1そ のものが低水準な上に,饉少な国庫補助は充足が

遅ちとして進まないようである。全国的には50%に も満

たないようでま)る 。このことは,本教科の生命にかかわ

ることであって,設備不足のために設計・製作 。操作 0

調理・被服製作などの指導時間不足や,生徒の学力不振

・興味や意欲減退などの現実的な悩みが多くの分科会で

訴えられていた。

この解決対策としては,積極的な国庫補助率の引上げ

を行ない,地方機関の予算L化 を義務づける中心核として

の政策をとること,あわせて,各学校および地域の学校:

が一体となって,地方機関に働きかける推進核がいると

考える。岡山県は長野県の70%充足につく第二の設備充

足県であるが,岡山市が中心核となつて全県へその熱意

が波及したためによそものらしい。

②学習指導目標・ 内容の再検討

昭和33年以降現在の指導要領が検討され,こ こ3年間

は実証されてきた。その結果は各方面から問題点が指摘

されているが,ま だ改訂の時期尚早のためかそのままで

ある。たとえば,栽培学習20時間,保育学習10時間の標

準指導時間は,その目標,内容をとうていまかない得な

い。また,他教科とくに理科との関連が解明されていな

いから,や り方によっては理科的技術・家庭になりかね

ない。理論的思考を進めるための教具の製作と活用はま

ご
.と

に結構であるが,それが理科学習のお手伝いになっ

たのでは,指導時間がさらに不足する。

また, 総合実習は男子の技術学習を完成する総合学

習でありながら,その目標・内容が明確にとらえられて

いない。その結果を本大会の総合実習分科会に参加され

た各学校の実施状況で見ると,22校のうちで

①電気 (四 球ラジオ受信機の作成) 5校
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②機械 (発 動機の分解・整備) 2校

③農業 (野菜・草花の栽培)・ その他 4校

残 りは④総復習 (理論的に)をやってすませている。香

川県善通寺市西中学校,横関定夫教論によって,「三球

ラジオ受信機利用によるインターホーンの指導」実践研

究発表が本分科会で行なわれ,課題解明への一方向が示

され,会員の共鳴を得ていたが,結構なことだと思う。

一般的に,こ うした目標や内容の分析と検討が不足し

ているために混舌Lを まねいているのではないだろうか。

③高校入試にからむもの

総合実習の指導が,総復習の時間に衣がえしている現

実は,高校入試に対する教育的西己慮から認めざるを得な

いとしても,本教科の使命がここでくつがえされ,大 き

いひずみを生じることに対しては,どんな対策がとられ

たらよいか,私にはそれが見つからない。

また全国的には29県の公立高校入試の配点は,教科間

の差位がある。この考え方はとくに教科の無理解からく

るものではなかろうか。このことは校長部会で問題にな

ったところである。

高校入試は,中学校教育全体にひずみを起こさせてい

て,家庭科だけの問題ではないが, とくに実技教科不振

原因になりかねない。積極的な対策が望まれる。

④教師の労力負担の軽減をはかる方途

施設設備の不足,指導目標や内容のあいまいさ,単位

学級生徒の過多,学習遅進生徒に対する課外指導,教具

の自作,新たな教材研究,資・材料の準備,用 具器具 0

機械の管理・補修・準備などで,教師の精神的,身体的

活動が激しいのである。これが与えられた宿命であると

解していいか,教科の使命感に燃えて真剣に取組む教師

の態度に対しては,も っと具体的な積極対策を期待した

いものである。たとえば,技・家科教師の授業時数の軽

減,安全指導の立場からも学級を単級 (生徒数20～25人 )

で行なうなどの方法がそれである。このことは,本大会

の各所および全体会で希望意見として,さ らに大会宣言

として決議されたのである。昨10月 102日 の全国大会

大津市大会においても大会宣言として決議されている。

(b)実際指導についての問題

①学習指導要領や指導書をよく読んで

学習指導の唯一の手がか りである指導要領は多少の問

題点をもっていようが,公教育を行なう以上,こ の目標

・内容・性格を十分に把握することが大切である。すで

に文部省が全国的に技・家研究協議会を開き,免許状取
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得を条件として学習指導要領の取扱いや内容について指

導し,研究を指示したのであるが,かならずしもこれで

徹底したわけではない。今一度,毎 日の日課として,指

導書を 1ページずつ読む。また,校内や地域のグループ

や研究会で検討し合うことなど提案したいものである。

電気の分科会では,会員が会場からはみ出るほどであ

った。問題を多くもつ教師が多いこと,電気理論の指導

が多いこと,電気理論の指導の限界や電気学習の系統性

など教材自体に問題が多いことを示している。位相差や

インダクタンス,電動機の力率をどの程度教えるのか質

問が出された。中学校では,数式を用いての理解がとて

も困難であろうから,器具実験などによる概括的な理解

にとどめてよいのではないか, と指導されている。学習

内容の深まりには,さ らに指導書の研究が必要である。

なお,他教科とくに理科との関連が問題となった分科

会は,日 標にそうために必要な理論的知識はできるだけ

技 0家科に先行させることがよいか,それが不可能な場

合は技・家科で必要な程度に指導することが望ましいと

する方向へ向っていて,理科その他の関連教科の教師と

十分な連絡をとることが積極的に要求されていた。

このような立場から,こ うした研究大会には,理科を

はじめとする関連他教科の教師を招いて,問題点の共同

研究や,指導書を中′いに目標や内容の分析研究を行なう

場もあってよいのではなかろうか。

②教具の利用は二つの観点から開発を

島根県八束郡宍道中,木幡寛教諭は電気分科会の研究

発表で,電気学習の教材配列を,①屋内配線,②電気ア

イロン,O原動機,Cけい光燈,⑤ ラジオの順にして,

電力学習から電子学習への手順が工学的原理に合ったも

のであるとし,生徒に理解しやすい系統に配列し,教師

自作のサイ ドブックを使用させての理論と技能を総合的

に検証しうる学習の指導を紹介された。回路計模型を作

って,電気測定に際しての正確な読みとり指導を行なっ

ている山口県山口市川西中,吉武暗教諭はその発表 の

中で,「そこに教具があるから使 うんだ」式の教具の使

い方を戒めておられる。

女子被服製作分科会や調理分科会では,学習ノー トや

作業指導票,調理実習帳などの利用が指導の能率と学習

の深化に役立ったことを全員が認め合った。

これらは,教材内容の理解や作業遂行上の知識を理解

させることを第一にねらった教具の問題であるが,あわ

せて,学習への興味関心をもたせるためにも活用すべき

教具が必要であろう。           '



女子も家庭機械,家庭電気の学習をさせるが,生徒の

これらへの興味関心はまことに少ない。山口県吉敷郡小

郡中 林ヨシ教論の家庭機械分科会での研究発表による

と, ミシン機械学習前の教材への興味は10%余の生徒に

しかなかったそうである。そこで,生徒の理解困難な天

ビンカム機構と針棒の運動機構模型の製作実習を学習過

程の中へ組み入れ,ボ ール紙を使って20分位で作製させ,

理解をうながすとともに学習への興味を持続させるくふ

うをされている。また,家庭電気分科会では,島根県出

雲市第二中 布野登美教諭が,電気への恐陥心が強い女

子に, 1個 85円程度の簡易テスターの自作をさせ,グル

ープによる屋内配線実習盤を使っての学習に活用させ,

生徒の恐怖′心を軽減させ興味をわかせたとの体験を研究

発表されたが,生徒はわからないから学習意欲や関心が

うすい場合と魅力がないための場合との二つの立場があ

ると考えられる。今後どんな教具を開発したらよいか,

それぞれの学校でそれぞれの先生が独自のものを考え,

独自の使い方を研究されることが大切であるとともに,

共同研究や資料交換などの必要があると考える。とくに

香川県技 0家研究会の機構模型の開発研究は見習 うべき

ものがある。このことは,今年度文部省教育課程研究協

議会の教科中心テーマであって,全国的にす くいれたもの

があり,継続研究を進めるべきである。

③技術の思考学習の進め方は

学習過程をどのように指導すべきかは,今 日的研究問

題であるが,ま だ,技・家科ではその研究が緒についた

ばかりであって,その内容が熟していない。今後の研究

課題であろう。もちろんこのことが解決した暁には本教

科のあらゆる問題が解決することであろう。

文部省講師 金原ちゑ子先生は講演のなかで,かつて

中学校長として任についておられたころの体験談として

身につくための一時間の学習指導は

①かえりみる ②わかる ③行なう ○まとめる

⑤定める ⑥ うつすのようにする順序が一般的であろ

うという結論を出したことを紹介された。

この思考学習の一般方式と関連して,被服製作分科会

で,香川県綾歌郡綾南中,竹内幸子教諭の研究発表は,

生徒の思考の壁をつきとめるためと自主的な思考法を習

慣づけるために学習カードと問題発見カー ドを用いた学

習指導を考えたとして,

①本時の学習内容や,仕事の手順,方法を知る

②上①から疑問な点を発見する (グ ループで)

③疑問点を問題発見カードに発問形式で記入する

④発見した問題点を発表し合 う

⑤問題点を究明し,解決できるものは解決する

⑥製作実習 (⑤はここでも行なわれる)

⑦ちがった方法も考えてみて,よ り合理的なものを考

える

のような指導をとり入れ,「習 う学習から求める学習」

へかわ り,生徒は自主的,問題発見的学習態度と興味を

増してきたとのことであった。

技術 のプログラム学習も研究が所々にみうけられる

が,こ れからさらに深めなければならない。    `
技術の学習はプロジェクト法によるのがよいと認めな

がらも,系統学習で教師が与える指導になっていた り,

放任的,マ ンネリズム化した授業が行なわれたりしない

望ましい深化の学習指導を発見すべきである。

④グループ学習はどこでどのように

生徒の発達段階からと教科の性格からグループによる

学習形態が本教科の運営上もっとも適切であろう。各分

科会での研究発表をみても,ま た本大会で行なわれた授

業研究もグループ学習を行なっていた。ただ教科の運営

上から生徒をグループに分けて学習させているというだ

けでなく,グループを通して共同思考をさせることにグ

ループ学習の意義を強くもたせることを忘れてはならな

い。技術学習の思考程度を考えるときlEl別 かグループか

一斉かを合わせて考えるが,その目やすになる基準はど

んなものがあろうか,学習過程とともに検討すべき問題

である。

3.地区研究大会の発展のために

以上は第 3回中国・四国大会を通して得られた収穫の

おもなものである。その他,安全教育,遅進生徒の指導,

学習ノー ト,教科書の内容,教師の研修,技術センター

設置なども問題がある。年に一度こうした大会に出て,

同僚や先輩,後輩,さ らに旧師と顔を合わせ,お 互いに

励まし合って来年の大会であうことを約束して別れる。

分科会では新しい人間関係をつくって技術教育のために

語 り合 う。自己の世界の拡大と社会の発展に資する場が

与えられるのである。

また,大会を主催し運営するためには,陰にかくれた

努力と向上の力が必要である。これもまた和と協力の人

間関係を作り上げる要素が含まれている。

このように考えると,地区の研究大会は教師のもり上

げの力によって成功させ,そ して発展向上させることが

できる。ひいてはこの教科をりっばに育てあげることに

なるものと思う。

(山 口大学教育学部付属光中学校教諭)
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◇わが国の教育は,い まや量的には,世界でも最も発達

したもののひとつにかぞえられましょう。しかし,質的

にみたばあいは,こ の評価がその まま妥 当するかどう

か,かなり疑間になってきます。いやむしろ,こ の点で

は,西欧先進国とくらべ,ま だまだの感が深いと申せま

しょう。

その原因としては,いろいろ考えられますが,なんと

いっても,その最大のものは,教育諸条件の劣悪にある

といえましょう。施設・設備,教材・教具の問題,教師

の授業時数・指導生徒数など,どれ ひ とつ とってみて

も,こ れでよいといえるものがないのが,一般の現状で

す。

このような現状は,実験・実習がきわめて重要な役割

をもつ本教科や理科では,致命的となります。いくら教

育課程を改訂し,その教育内容をいじくりまわしてみた

ところで,し ょせんそれは「絵にかいた餅」にすぎませ

ん。教育諸条件を整備充実させ,教育を質的に向上させ

るためには,かなりの「カネ」がかかるのはあたりまえ

のことでしょう。考えかたとしては,こ のいきかたは,

むしろ逆だと思います。政府・文部省はまずな に より

も,教育条件の整備充実にもっ ともっと努力すべきで

す。そして,教育内容や学習指導法などについては,教

育学者や現場教師の自主的研究・ 実践にまかせるのが,

ほんとうの民主的教育のいきかただと思います。この観

点から技術科の現況をみると,文部省のいわゆる「設備

充実参考例」 (こ れ自体きわめて不十分なもの)の基準

にたいしてさえ,その充足率は50%を下まわっている状

況です。また,特別教室をもたない学校もまだまだかな

りの数にのぼっているようです。もっともかなりの充実

を示している学校もありますが,それらは教師のたいへ

んな努力と地域のひとびととの協力によるものが多いよ

うです。技術教育の実践が,黒板とチョークと教科書だ

けでは一歩もうごかないからといって,教師は手をこま

ねいているわけにいきません。まして本教科の重要性を

認識すればするほどそうです。まさに,技術教育の向上

にとって,施設・設備の問題は,現在もっとも大きな限

路となっているといってもよいでしょう。本号は,こ の

ような意味で施設・設備の問題をとりあげてみました。
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